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はじめに

名古屋市立向陽高等学校長 加 藤 裕 司

令和３年度、本校にとって３期目となるＳＳＨが実践研究２年目となりました。 
これまで本校では、平成１８年度にＳＳＨ第１期がスタートし、第２・３学年に希望者で編成された理数特別

クラス（ＳＳクラス）を中心に理数教育を推進してきました。その後、平成２４年度には名古屋市教育委員会よ

り名古屋市理数教育推進校の指定を受け、名古屋市の理数教育を推進する役割を担って来ました。さらに、それ

までのＳＳＨにおける実践研究を活かし、平成２７年度には愛知県内唯一の理数科となる「国際科学科」を新設

し、同時に第２期目のＳＳＨの指定を受け、常駐の外国人理数英語講師２名の配置を始めとした名古屋市教育

委員会の強力な支援の下、科学技術系人材の育成に一層の力を注いできました。

平成２７年度からの第２期では「名古屋発、科学技術系スペシャリスト育成教育プログラムの開発」を研究開

発課題に掲げ、課題研究の指導方法・指導体制を確立し、より専門性の高い研究実践を目指して様々な大学や研

究機関・企業との連携を図ったり、各種講演会・施設訪問により、最先端の科学技術に触れたりすることで、実

践的な研究手法を学び外部コンテストの受賞者も継続的に多数輩出してきました。特に今年度は、国際科学科

３年生の生徒が国際化学オリンピックに出場し銀賞を獲得するに至りました。この間、「将来国際的に活躍し得

る科学技術人材等の育成」を目指したSSHの趣旨に賛同された多くの方々にご指導やご支援をいただき、長き

にわたってＳＳＨ事業を通して実践研究を重ねてきた成果の一つとして大変嬉しい出来事でした。さらに、年々

理系選択者や理系学部進学者の数が増加しいることもＳＳＨ事業の成果の表れとして実感しているところです。 
また、国際科学科の設置と同時に外国人理数英語講師２名が常駐で配置され、将来国際的に活躍し得る科学技

術系人材育成を目指した英語運用能力の育成にも積極的に取り組んできました。 
令和２年度から始まった第３期では第２期までの課題を整理し、「名古屋発、科学技術系スペシャリスト育成

教育プログラムの開発」を研究開発課題として、以下の つの研究開発に取り組んでいます。

 
① 国際科学科（理数科）における課題研究 
② 国際科学科（理数科）における国際性の育成 
③ 普通科における探究学習 
④ 探究力向上を目的とした外部連携等 
 
今年度も新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、やむを得ず実施を見送った取組もありますが、様々な

工夫を凝らしながら実践研究を進めて来ました。今後も引き続き、生徒たちの学びの意欲を高め、将来の夢の実

現に結びつけられるよう、様々な手立てを工夫していきたいと考えています。 
最後になりましたが、文部科学省、ＪＳＴならびに名古屋市教育委員会の皆様をはじめ、関係各位から多大な

るご支援とご指導をいただいたことに深く感謝を申し上げます。
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別紙様式１－１ 
名古屋市立向陽高等学校 指定第 期目 ～  

 
❶令和３年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 
① 研究開発課題  

名古屋発、科学技術系スペシャリスト育成プログラムの開発 
～未来を切り拓く探究力の育成～ 

② 研究開発の概要  
全校生徒の探究力を高める方法・体制を確立し、科学技術系人材としての基礎を確実に身につけ、世界に貢

献できる科学技術系スペシャリストを育成する。これらを広く他校へ普及し探究活動を先導する。 
 内容 目的 

研究開発１ 「KGS研究」で3年間の課題研究を実施 国際科学科の探究力として「科学的

実践力」を育成する。 

研究開発２ 「SS総合英語」で英語4技能を効果的に育成 
「SS科学英語」で理数の内容を英語で学習 

英語運用能力に優れ世界で活躍する

ことに意欲的な人材を育成する。 

研究開発３ 
「SS ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ探究」で3年間の探究活動を実施 
探究科目を軸に一般科目が連携する教育プログラム

を開発 

普通科の探究力として「科学探究の

基礎力」を育成する。 

研究開発４ 探究力向上を目的とした外部連携を実施 外部連携等による科学的な探究心・

探究力を育成する。 
 

 

③ 令和３年度実施規模  
 

学科 第１学年 第２学年 第３学年 計 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 320 ８ 321 ８ 318 ８ 959 ８ 
理系 ― ― ― ― 186 ５ 186 ５ 
文系 ― ― ― ― 132 ３ 132 ３ 

国際科学科 
（理数科） 40 １ 40 １ 39 １ 119 ３ 

全校生徒を対象に実施 
④ 研究開発の内容  
○研究計画

各事業は第１年から年次進行で実施する 
 

 研究開発１ 研究開発２ 研究開発３ 研究開発４ 

1年次 KGS研究Ⅰ SS総合英語Ⅰ SS科学英語Ⅰ SSグローバル探究Ⅰ ・なごやっ子

連携 
・KGS連携 
・知の探訪 

2年次 KGS研究Ⅱ SS総合英語Ⅱ SS科学英語Ⅱ SSグローバル探究Ⅱ 

3年次 KGS研究Ⅲ SS総合英語Ⅲ SS科学英語Ⅲ SSグローバル探究Ⅲ 
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○教育課程上の特例等特記すべき事項

《令和２・３年度入学生》 
学科 開設する科目名 単位数 代替科目等 単位数 対象 

普通科 

SSグローバル探究Ⅰ 1 総合的な探究の時間 1 第1学年 

SSグローバル探究Ⅱ 1 総合的な探究の時間 1 第2学年 

SSグローバル探究Ⅲ 1 総合的な探究の時間 1 第3学年 

国際科学科 
（理数科） 

KGS研究Ⅰ 1 総合的な探究の時間 1 第1学年 

KGS研究Ⅱ 2 課題研究 2 第2学年 

KGS研究Ⅲ 1 総合的な探究の時間 １ 第3学年 

SS総合英語Ⅰ 5 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 

第1学年 
英語表現Ⅰ 2 

SS総合英語Ⅱ 6 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4 

第2学年 
英語表現Ⅱ 2 

SS総合英語Ⅲ 5 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 3 

第3学年 
英語表現Ⅱ 2 

 
《令和元年度入学生》 

学科 開設する科目名 単位数 代替科目等 単位数 対象 

普通科 

SSグローバル教養Ⅰ １ 総合的な学習の時間 １ 第１学年 

SSグローバル教養Ⅱ １ 総合的な学習の時間 １ 第２学年 

SSグローバル教養Ⅲ １ 総合的な学習の時間 １ 第３学年 

国際科学科 
（理数科） 

SS理数基礎 １ 課題研究 １ 
第１学年 

SSグローバル教養Ⅰ １ 総合的な学習の時間 １ 

SS理数探究Ⅰ ２ 課題研究 １ 
第２学年 

SSグローバル教養Ⅱ １ 総合的な学習の時間 １ 

SS理数探究Ⅱ ２ 課題研究 １ 第３学年 

SS総合英語Ⅰ ５ 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ ３ 

第１学年 
英語表現Ⅰ ２ 

SS総合英語Ⅱ ６ 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ ４ 

第２学年 
英語表現Ⅱ ２ 

SS総合英語Ⅲ ５ 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ ３ 

第３学年 
英語表現Ⅱ ２ 
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○令和３年度の教育課程の内容 
普通科 

第1学年 SSグローバル探究Ⅰ 
第2学年 SSグローバル探究Ⅱ 
第3学年 SSグローバル教養Ⅲ 

国際科学科 
第1学年 KGS研究Ⅰ  SS総合英語Ⅰ SS科学英語Ⅱ 
第2学年 KGS研究Ⅱ  SS総合英語Ⅱ SS科学英語Ⅱ   
第3学年 SS理数探究Ⅱ SS総合英語Ⅲ SS科学英語Ⅲ 

 

○具体的な研究事項・活動内容 

 

研究開発1 

国際科学科（理数科）における課題研究 
 
「KGS研究Ⅰ」（１年次１単位） 
 前期 ５分野（物・化・生・地・数）の研究基礎講座を実施 
    個人研究におけるデータの処理・分析について情報科とも連携 
 後期 ５分野（物・化・生・地・数）の希望したテーマで個人研究を実施 
    プレゼン資料作成時は情報科と連携 
 
「KGS研究Ⅱ」（２年次２単位）    
 前期 グループ研究のテーマを設定 
    基礎的な実験の実施とデータの取得 考察と結論の導出 
 後期 発展的な実験の実施とデータの取得 考察と結論の導出 
    ロサンゼルスの高校を訪問し、現地高校生と研究交流 
    学校外発表を行い、他校と意見交換を行う 
 
「SS理数探究Ⅱ」（３年次１単位） ※令和4年度より名称変更（KGS研究Ⅲ） 
 前期 グループ研究をまとめ、ポスター・スライド・論文作成（日本語・英語） 
    各種発表会へ参加 
    各種論文コンテストへの応募 
 後期 ５分野（物・化・生・地・数）の考察探究実験講座を実施 
 

研究開発２ 

国際科学科（理数科）における国際性の育成 
 
「SS総合英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」（１年５単位、２年６単位、３年５単位） 

・定期的に英語による発表の機会を設け、「聞く」「話す」力の向上を図る 
・授業内で英語によるエッセイの執筆を行い「書く」力を実践的に向上させる 
・ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝのテーマとなる題材を精読することで「読む」力を向上させる 
 

「SS科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」（各学年１単位） 
・海外の理科の教科書を使用し、科学用語を英語で学習する 
・課題研究の内容を英語で発表するために必要となる知識を学習する 
・課題研究における研究成果を英語で論文にまとめる 
 

「海外研修および海外交流」 
・研究内容を英語で発表することで実践的な英語運用能力を育成 
・海外研修（ロサンゼルス・韓国）において英語によるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力に自信を深め、積
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極的に英語を活用する意欲を高める 
・科学研究施設を訪問することで、最先端の世界的な科学技術についての見聞を広め、

将来への具体的な展望を抱かせる 
 

研究開発３ 

普通科における探究学習 
 
「SSグローバル探究Ⅰ」（１単位） 

前期 探究講座を実施 
   （テーマ設定力、調査力、データ分析力、考察力、批判的思考力） 
   探究活動（個人研究）を実施 
   （テーマ設定・計画立案、調査・実験の実施、データ採集、結果考察） 
後期 探究報告書の作成 
   探究活動成果発表会 
   ２年次グループ研究に向けた探究の大テーマを設定 
 

「SSグローバル探究Ⅱ」（１単位）      
 前期 グループ研究班を編成 
    研究課題の選定、その後探究活動 
 後期 探究講座（ポスターの作り方） 
    最終的な考察と結論の導出 
    探究活動成果発表会（ポスター発表） 
 
「SSグローバル探究Ⅲ」（１単位）     ※令和4年度より開始 
 前期 探究報告書の作成 
 後期 各種論文コンテストへの応募 
 

研究開発４ 

外部連携等 
 
「なごやっ子連携」 

・名古屋市立大学との連携（大学丸ごと研究室体験・連携授業） 
・名古屋市科学館との連携 
・名古屋市立小・中・高等学校との連携 
 

「KGS（Koyo Global Science）連携」 
・KGS講演会（サイエンスダイアログ 等） 
・KGS施設訪問（核融合研究所・株式会社UACJ 等） 
・KGS研究室訪問（名古屋大学・名古屋工業大学 等） 
 

「知の探訪」 
・講演会（宇宙航空研究開発機構JAXA・名古屋大学 等） 
・理科フィールドワーク（豊田市自然史博物館・豊田工業大学 等） 
・宿泊研修（福井自然保護センター 等） 
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 ⑤ 研究開発の成果と課題  
○研究成果の普及について 

「SSH成果報告会」を６月に開催し、国際科学科KGS研究Ⅰ授業公開では、物理・地学分野を融合した題

材に取り組んだ。SS 理数探究Ⅱではパワーポイントによる口頭発表の機会とし、これまでの研究の成果を

発表した。普通科では探究活動を継続し、参加者への授業公開を行った。 
「探究指導研究会」を3月に実施。名古屋市立高校での連携を図り、今後の探究活動での指導方法を研究し

ていく機会としている。 
「海外研修」中止のため、現地校やその他の海外の提携校とのオンライン交流を試みた。 
 

○実施による成果とその評価 

【研究開発１】 
 「KGS研究Ⅰ」探究講座として、数学・理科の教科分野横断型教材を開発し15講座を行った。ルーブリッ

ク評価表を使用し指導の改善を図った。探究入門では、1人1テーマの個人研究を実施した。分野ごとにル

ーブリック評価を使用し、生徒へのアプローチ方法の改善を図った。 
「KGS 研究Ⅱ」理科・数学の５分野１２グループに分かれて課題研究を実施した。教員による評価では課

題発見能力・粘り強さなどが向上しており、継続した指導が効果を上げている。 
「SS 理数探究Ⅱ」課題研究のまとめとして論文を作成し、各種コンテストに応募した。今年度も、研究発

表交流会の開催がオンラインになるなど、校外での発表の機会が少ないため、校内での発表機会を設けた。

また、今年度は論文指導を計画的に行い、論文交流会や発表機会を交えて論文を作成した。その結果5つの

班が日本学生科学賞愛知県展最優秀賞等を受賞することができた。 
 

【研究開発２】 
「SS 総合英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」4 技能を総合的に取り組み、口頭発表を多く取り入れて実践的な英語運用能力

を育成した。GTEC での成績も結果を上げており、今年度も海外研修は中止となったが、日々の外国人講

師とのティームティーチングの授業等が成果を出している。 
「SS 科学英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」アメリカの中学理科の教科書を使用し、英語で科学を学習し、プレゼンテーシ

ョンを英語で行った。研究成果を英語論文にまとめることで、理数の研究を英語で表現する経験を積んだ。 
「海外研修」今年度も中止となったが、オンラインでの研究発表会を設け、生徒の英語の活用能力を養った。

積極的に質問をするなど、これまでの成果を活かす活動となった。 
 

【研究開発３】 
「SSグローバル探究Ⅰ」5つの探究講座を行い、個人研究に向けて、調査力・批判的思考力・テーマ設

定力・データ分析力・結果考察力を養った。個人研究では、アンケートの作成・分析などを行う中で探

究力を身につけていった。 
「SS グローバル探究Ⅱ」生徒の研究したいテーマをもとに 8 つの探究ゼミを設け、1 年間グループ研究を

行った。1年で学んだ探究の基礎スキルを活用し、テーマ設定、探究サイクルの確立を行った。グルー

プ研究を行う中で「観察力」「論理的思考力」の向上が見られた。 
「SSグローバル教養Ⅲ」「ホランド図書館」の写真から、小論文の作成を実施した。現在の状況を重ね合わ

せることで、自分の気持ちを整理し、進路決定へ向かうことができた。 
 

【研究開発４】 
「なごやっ子連携」名古屋市立大学丸ごと研究室体験には24講座119名（市内4校）の生徒が参加した。

名古屋市立大学連携授業にも1名（2講座）が参加した。また、高大連携として今年度から教員の派遣事業

を展開している。名古屋市立大学の教員が国際科学科のKGS研究の担当となるなど交流が進んでいる。 
名古屋市科学館研修は国際科学科・普通科共に実施し、研究への意識の向上に繋がった。 
「KGS 連携」研究室体験では大学での実験を通して、普段の授業とは異なる研究へのアプローチの仕方を

学んだ。企業の研修施設訪問を通して、研究のあり方や活用の仕方を学び、将来の進路の参考になった。 
「知の探訪」JAXA講演会を通して、研究施設や研究内容の概要を知ることで興味・関心が深まった。 
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○実施上の課題と今後の取組 
課題１ 国際科学科の課題研究から普通科の探究活動へ 

国際科学科での探究サイクルを普通科へ活かす。テーマの設定や担当教員の指導方法について議論

を続け、より良い形での実現を目指す。 
課題２ 探究科目での指導実践をもとにした一般科目への応用 

探究活動に関わる教員が増えたことでより一般科目へのつながりを意識する必要がある。教科の枠

にとどまることなく活発に議論できる場を模索している。 
課題３ 研究成果の普及（主に探究成果）の普及 

探究講座や探究活動の様子を公開し、探究発表会を実施する。教材・評価法などを公開し普及に

努める。名古屋市立高校の中心となり、探究指導研究会を開催する。 
課題４ 様々な形式での海外交流の実現 

海外研修が中止となる中で、オンライン交流等の実施を行う。アメリカ・韓国以外の国との交流も

模索していく。 
⑥ 新型コロナウイルス感染拡大の影響

中止 ・海外研修旅行（ロサンゼルス・韓国）

・ 施設訪問（株式会社 ・東亜合成）

・宿泊研修（福井自然保護センター）
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別紙様式２－１ 
名古屋市立向陽高等学校 指定第 期目 ～  

 
❷令和２年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 
① 研究開発の成果  

〇研究開発の成果 
 
本校では4つの研究開発を柱として研究を進め、各研究開発において以下の取組を実施した。 

 概 要 事 業

研研究究開開発発１１ 課題研究 学校設定科目 
「KGS研究Ⅰ」「KGS研究Ⅱ」「SS理数探究Ⅱ」 

研研究究開開発発２２ 英語教育 

学校設定科目 
「SS総合英語Ⅰ」「SS総合英語Ⅱ」「SS総合英語Ⅲ」 
「SS科学英語Ⅰ」「SS科学英語Ⅱ」「SS科学英語Ⅲ」 
海外研修・海外交流 

研研究究開開発発３３ 探究活動 
学校設定科目 
「SSグローバル探究Ⅰ」「SSグローバル探究Ⅱ」 
「SSグローバル教養Ⅲ」 

研研究究開開発発４４ 外部機関との連携 「なごやっ子連携」 ・ 「KGS連携」 ・ 「知の探訪」 

 
これらの取り組みの効果を検証するため、開発プログラム全体を通して生徒に身につけさせたい 22 項目

（Ｐ.61）の能力の変容を尋ねた自己評価アンケートを毎年、年度末に実施している。「大変増した・やや増し

た」という肯定回答が非常に多く、特に国際科学科での取り組みの成果が顕著に表れている。さらに、今年度

より普通科へ取組を大きく拡充しており、その効果もアンケート結果に表れている。詳しい成果を以下に示

す。 
（（詳詳細細デデーータタはは ➍➍実実施施のの効効果果ととそそのの検検証証 ＰＰ ～～ 参参照照）） 
 
（（１１））研研究究開開発発１１（（国国際際科科学学科科ににおおけけるる「「科科学学的的実実践践力力」」のの育育成成））

課題研究に係る取組の教育課程上の設定 
学科 第1学年 第2学年 第3学年 

 科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数 

国際科学科 KGS研究Ⅰ 1 KGS研究Ⅱ 2 SS理数探究Ⅱ 1 
  

AA 学学校校設設定定科科目目「「KKGGSS研研究究ⅠⅠ」」（（国国際際科科学学科科 第第11学学年年））  
＜探究講座＞

〇数学・理科のつながりを意識し講義と実験を行う15講座の教科横断型教材を開発 
〇各講座生徒10人に分け、1講座につき教員2名が担当し、きめ細かい指導を実現 
〇今年度より各分野別のルーブリック評価表を使用し、指導改善に活用 

 
＜探究入門＞

〇1人1テーマの個人研究（実験観察分野）を実施（40テーマ／年） 
〇テーマは自由に設定させ、研究サイクルの体験と主体性の育成を目的として実施  
〇新しくテーマ別のルーブリック評価の作成 
 
生徒の変容（KGS研究Ⅰより Ｐ.20参照） 
◇実際に多くの実験器具に触れることができ、科学に興味を持つ生徒が増えてきている。 

 

― 9 ―



10 
 

 
BB 学学校校設設定定科科目目「「KKGGSS研研究究ⅡⅡ」」（（国国際際科科学学科科 第第22学学年年））  

メインとなる課題研究を1年間にわたって実施 
〇2～4名で数学・物理・化学・生物・地学の5分野を12グループに分けて実施 
〇各グループに対して1人の教員が指導を担当しきめ細かい指導を実現 
〇生徒の希望を優先し、全員第1希望の分野で研究を実施 
〇研究成果の発表交流機会の確保（主なもの） 
・12月 「科学三昧 inあいち」で愛知県内のSSH校と交流（オンライン） 
・1月 校内で国際科学科1,2年生合同発表交流会 
・海外研修の代替として、英語による研究発表動画で姉妹校と海外交流 
（6月、3月韓国姉妹校との海外交流、10月アメリカ合衆国での海外研修 ➡ 中止） 
 

生徒の変容（ルーブリック表を用いた教員評価より Ｐ.25参照） 
「科学的実践力」のうち、特に以下の力の評価が大きく上昇（6月➡1月） 
◇課題発見能力 22..3333 ➡ 33..0000  
◇実験手法 22..3388 ➡ 33..1133  
◇粘り強さ 22..6644 ➡ 33..3311  

１グループにつき１人の教員が担当し、研究の進め方やデータの取り扱い方法、実験ノートの取り

方やデータの整理の仕方、各テーマ特有の実験技能などを早い時期からきめ細かく教員が指導するこ

とで、生徒の研究に対する前向きな姿勢や、生徒の能力の伸長を引き出すことができたと考えられる。 
         一方、「データ分析力」の上昇率が他の項目に比べ低いため、実験データや結果の取り扱いについて

よりきめ細かく指導をしていきたい。 
 

CC 学学校校設設定定科科目目「「SSSS理理数数探探究究ⅡⅡ」」（（国国際際科科学学科科 第第33学学年年））  
課題研究のまとめとして論文指導プログラムを開発 
〇論文指導に関する評価方法、指導方法の確立 
〇研究発表交流会への参加 
・課題研究交流会（6月） 
・東海フェスタ（7月・8月） 
・SSH生徒研究発表会（7月・8月） 

〇全グループが1つ以上のコンテストに応募 
 

生徒の変容（自己評価アンケート結果より Ｐ.28参照） 
◇ほぼ、すべての設問で8割を超える生徒が、研究活動を進めるに過程で能力が増したと回答しただ

けでなく、ほぼ全員の生徒が探究実験に関して、興味関心や理解が深まったと回答しており、これ

までに学習した内容と 1 年時から行ってきた課題研究の技能を活用しながら、生徒自身の能力を

さらに伸ばそうという生徒の向上心を感じ取ることができる。

  
（（２２））研研究究開開発発２２（（国国際際科科学学科科ににおおけけるる「「英英語語運運用用能能力力」」のの育育成成））  

AA 学学校校設設定定科科目目「「SSSS総総合合英英語語ⅠⅠ・・ⅡⅡ・・ⅢⅢ」」（（国国際際科科学学科科 第第11～～33学学年年））  
〇科目の枠を取り払い、融合・発展した科目として設定 
〇英語4技能をバランスよく総合的に伸長し、実践的な英語運用能力を育成 
〇口頭発表を多く取り入れることで、「実践的な英語運用能力」を育成 
〇発表時には、理科数学と評価の観点を統一 ➡ 発表スキル向上に役立った 
 
生徒の変容（自己評価アンケート結果より Ｐ.30参照） 
日頃からの外国人講師とのやり取り、アメリカや中国の高校とのオンライン交流、AFS 留学生の

受け入れなどを通して、海外そして日本に対する関心を高めることができた。2年生は昨年よりさら

に飛躍を見せ、特にリーデイングにおいて大きく点数を伸ばし、全体でもCEFR-JのB1.2レベルに

到達した。 
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BB 学学校校設設定定科科目目「「KKGGSS研研究究ⅡⅡ」」（（国国際際科科学学科科 第第22学学年年））  
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生徒の変容（ルーブリック表を用いた教員評価より Ｐ.25参照） 
「科学的実践力」のうち、特に以下の力の評価が大きく上昇（6月➡1月） 
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生徒の変容（自己評価アンケート結果より Ｐ.28参照） 
◇ほぼ、すべての設問で8割を超える生徒が、研究活動を進めるに過程で能力が増したと回答しただ
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さらに伸ばそうという生徒の向上心を感じ取ることができる。

  
（（２２））研研究究開開発発２２（（国国際際科科学学科科ににおおけけるる「「英英語語運運用用能能力力」」のの育育成成））  

AA 学学校校設設定定科科目目「「SSSS総総合合英英語語ⅠⅠ・・ⅡⅡ・・ⅢⅢ」」（（国国際際科科学学科科 第第11～～33学学年年））  
〇科目の枠を取り払い、融合・発展した科目として設定 
〇英語4技能をバランスよく総合的に伸長し、実践的な英語運用能力を育成 
〇口頭発表を多く取り入れることで、「実践的な英語運用能力」を育成 
〇発表時には、理科数学と評価の観点を統一 ➡ 発表スキル向上に役立った 
 
生徒の変容（自己評価アンケート結果より Ｐ.30参照） 
日頃からの外国人講師とのやり取り、アメリカや中国の高校とのオンライン交流、AFS 留学生の

受け入れなどを通して、海外そして日本に対する関心を高めることができた。2年生は昨年よりさら

に飛躍を見せ、特にリーデイングにおいて大きく点数を伸ばし、全体でもCEFR-JのB1.2レベルに
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BB 学学校校設設定定科科目目「「SSSS科科学学英英語語ⅠⅠ・・ⅡⅡ・・ⅢⅢ」」（（国国際際科科学学科科 第第11～～33学学年年））  

〇アメリカの中学理科の教科書を使用し、理科と数学の内容を英語で学習 
〇理科と数学の内容を英語で理解し、英語によるプレゼンテーションを繰り返し実施 
〇ロサンゼルスのダウンタウンマグネッツ高校とのオンライン発表会を実現

 
生徒の変容（自己評価アンケート結果より Ｐ.34参照） 
3 学年とも 1、2 と回答した割合が高く、概ね高い自己評価である。生徒が日常的に英語を活用するこ

とによって、自分の力の伸びを実感しているのがわかる。ほとんどの項目において、学年が上がるにつれ

て数字が伸びている。科学の内容を英語で理解し、発表するという経験の積み重ねが生徒の自信につなが

っている。シラバスがうまく機能し、総合的な英語運用能力が高められたことを表している。 
 

CC 「「海海外外研研修修」」「「海海外外交交流流」」（（国国際際科科学学科科 第第11～～33学学年年））  
〇ロサンゼルスへの研修旅行（ 年：今年度中止）

〇ロサンゼルスのダウンタウンマグネッツ高校とのオンライン交流を実施（ 年）

〇南京田家炳高校とのオンライン交流（ 年）

〇韓国の東國大學校師範大学附属女子高等学校との交流（今年度中止）

今まで研究してきた内容を英語で海外の学生に通じて伝えることで、より生きた英語の学習にな

るだけでなく、今後の英語学習への意欲も増す機会となった。

 
（（３３））研研究究開開発発３３（（普普通通科科ににおおけけるる「「科科学学探探究究のの基基礎礎力力」」のの育育成成））  

探究活動に係る取組の教育課程上の設定 
学科 第1学年 第2学年 第3学年 

 科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数 

普通科 SSグローバル探究

Ⅰ 1 SSグローバル探究

Ⅱ 1 SSグローバル教養

Ⅲ 1 

  
AA 学学校校設設定定科科目目「「SSSSググロローーババルル探探究究ⅠⅠ」」（（普普通通科科 第第11学学年年））  

〇5つの探究講座を開発 
〇探究講座の内容を個人研究の指導に活用 
 
生徒の変容（自己評価アンケート結果より Ｐ.39参照） 

5 つの探究講座を昨年はコロナ禍により、オンライン形式で行ったが、今年は実際に授業をする

ことができた。このことにより、昨年度アンケートの結果と比較し、探究講座の評価が上昇してい

る。 

BB 学学校校設設定定科科目目「「SSSSググロローーババルル探探究究ⅡⅡ」」（（全全生生徒徒対対象象 第第22学学年年））  
〇普通科8クラスを同時に展開し生徒320名を希望で8つの探究ゼミに分ける。 
〇探究ゼミは学問分野で8つに分ける。 
〇探究ゼミごとに専門性を意識して割り当てた教員2名（合計16名）の指導体制で実施する。 
〇探究ゼミ内でさらに1班4名程度のグループに分けて実施する。 

 
生徒の変容（自己評価アンケート結果より Ｐ.44参照）  

SDGs をベースにした探究活動を実施していることから、社会に目を向け、課題を持って探究活動

に取り組んでいる。そうしたことが、「観察力」の向上へとつながっているのではないか。また、それ

をどう解決するかを自分たちで考えていく過程で「発想力」が生まれる。昨年度まで実施していた探

究活動からさらに発展し、SDGsをベースにした探究活動の成果が出ていると考えられる。 
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CC 学学校校設設定定科科目目「「SSSSググロローーババルル教教養養ⅢⅢ」」（（普普通通科科ののみみ対対象象 第第33学学年年））  

グローバルな視点でコミュニケーションをとりながら問題解決できる人材の育成を目指し、第 3 学年

には第二次世界大戦下のイギリスで撮影された「ホランド図書館」の写真を見て小論文を作成させた。

特殊な状況下で自分の考えを整理して表現し、次へ進むきっかけとなったと思われる。 
 
（（４４））研研究究開開発発４４（（外外部部連連携携ププロロググララムムのの開開発発））  

AA ななごごややっっ子子連連携携  
＜名古屋市立大学との連携＞

① 大学丸ごと研究室体験 ➡ 24講座が開講され、4校から119名の生徒が参加 
② 名古屋市立大学連携授業 ➡ 2講座合計1名が参加 
③ 高大接続：今年度より、高大教員の連携を強化（教員の派遣事業を展開） 

 
・①や②を参加要件とする指定校推薦枠 
・これらの企画を名古屋市立高等学校にも広め、指定校推薦枠を拡大 
・高大連携推進協議会において、名古屋市立大学とのさらなる連携強化に向けて協議を続けている。 
 

＜＜名名古古屋屋市市科科学学館館ととのの連連携携（（科科学学館館研研修修））＞＞

〇国際科学科１年生専用のプログラムで「（物理・化学・生物・地学の各分野に関する）サイエンスレク

チャー」と「プラネタリウム」を実施している。 
 
国際科学科生徒の変容（自己評価アンケート結果より Ｐ.48参照） 
アンケート結果より、講義自体の内容は難しく、理解できなかった部分があることがわかる。し

かし、理解できなかったことを含め、これから研究活動を通して調べ、学んでいきたいという意見

も多く見られた。 
 
〇普通科 1年生専用プログラム（国際科学科とは別）では「サイエンスレクチャー（1講座）」と「プ

ラネタリウム」を実施している。サイエンスレクチャーは、今年度は「どんぐりをめぐる生き物たち

の戦略」に関する講演であった。「研究者になるには」「研究者に必要な資質とは」など、科学技術人

材に必要な資質の話にまで及び、研究について考える好機となった。 
 

普通科生徒の変容（自己評価アンケート結果より Ｐ.49参照） 
講演の内容が「どんぐり」がテーマということもあり、昨年より難しいと回答した生徒は減少し

た。「日常から疑問をいかに見出すか」という視点の持ち方がこれからの研究活動に生かせると答

えていた生徒もおり、研究活動に対する意識を向上することに繋がる経験であった。

＜名古屋市立御器所小学校との連携＞

本校生徒が講師となって名古屋市立御器所小学校 6 年生へ科学の魅力を伝える本事業であり、「名古

屋市立」であることを生かした普及活動である。 
 
参加児童のアンケート結果（Ｐ.50参照） 
アンケート結果より、内容は少し難しい部分もあったが、高校生の説明はおおむね理解でき、科

学への興味がわくものであったことがわかる。小学生にもわかりやすい導入からスタートして、本

格的な科学内容に触れるように講座の展開を工夫することで、科学的に物事を考えそれを人に伝え

る力を養うことができた。 
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CC 学学校校設設定定科科目目「「SSSSググロローーババルル教教養養ⅢⅢ」」（（普普通通科科ののみみ対対象象 第第33学学年年））  

グローバルな視点でコミュニケーションをとりながら問題解決できる人材の育成を目指し、第 3 学年

には第二次世界大戦下のイギリスで撮影された「ホランド図書館」の写真を見て小論文を作成させた。

特殊な状況下で自分の考えを整理して表現し、次へ進むきっかけとなったと思われる。 
 
（（４４））研研究究開開発発４４（（外外部部連連携携ププロロググララムムのの開開発発））  

AA ななごごややっっ子子連連携携  
＜名古屋市立大学との連携＞

① 大学丸ごと研究室体験 ➡ 24講座が開講され、4校から119名の生徒が参加 
② 名古屋市立大学連携授業 ➡ 2講座合計1名が参加 
③ 高大接続：今年度より、高大教員の連携を強化（教員の派遣事業を展開） 

 
・①や②を参加要件とする指定校推薦枠 
・これらの企画を名古屋市立高等学校にも広め、指定校推薦枠を拡大 
・高大連携推進協議会において、名古屋市立大学とのさらなる連携強化に向けて協議を続けている。 
 

＜＜名名古古屋屋市市科科学学館館ととのの連連携携（（科科学学館館研研修修））＞＞

〇国際科学科１年生専用のプログラムで「（物理・化学・生物・地学の各分野に関する）サイエンスレク

チャー」と「プラネタリウム」を実施している。 
 
国際科学科生徒の変容（自己評価アンケート結果より Ｐ.48参照） 
アンケート結果より、講義自体の内容は難しく、理解できなかった部分があることがわかる。し

かし、理解できなかったことを含め、これから研究活動を通して調べ、学んでいきたいという意見

も多く見られた。 
 
〇普通科 1年生専用プログラム（国際科学科とは別）では「サイエンスレクチャー（1講座）」と「プ

ラネタリウム」を実施している。サイエンスレクチャーは、今年度は「どんぐりをめぐる生き物たち

の戦略」に関する講演であった。「研究者になるには」「研究者に必要な資質とは」など、科学技術人

材に必要な資質の話にまで及び、研究について考える好機となった。 
 

普通科生徒の変容（自己評価アンケート結果より Ｐ.49参照） 
講演の内容が「どんぐり」がテーマということもあり、昨年より難しいと回答した生徒は減少し

た。「日常から疑問をいかに見出すか」という視点の持ち方がこれからの研究活動に生かせると答

えていた生徒もおり、研究活動に対する意識を向上することに繋がる経験であった。

＜名古屋市立御器所小学校との連携＞

本校生徒が講師となって名古屋市立御器所小学校 6 年生へ科学の魅力を伝える本事業であり、「名古

屋市立」であることを生かした普及活動である。 
 
参加児童のアンケート結果（Ｐ.50参照） 
アンケート結果より、内容は少し難しい部分もあったが、高校生の説明はおおむね理解でき、科

学への興味がわくものであったことがわかる。小学生にもわかりやすい導入からスタートして、本

格的な科学内容に触れるように講座の展開を工夫することで、科学的に物事を考えそれを人に伝え

る力を養うことができた。 
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BB ＫＫＧＧＳＳ連連携携  
＜ 講演会・ 施設訪問＞

〇 講演会

KGS(Koyo Global Science)連携として、外国人博士が自らの研究テーマを説明する講演会を国際科学

科1・2年生全員および普通科1・2年生の希望者を対象に行った。 
 

〇KGS施設訪問 
ヤマザキマザック（2年）、核融合科学研究所（1年）、瑞浪市化石博物館（1年）、UACJ・東亞合成 

（1年→中止）を訪問し、専門的な研究内容・研究手法の紹介していただいた。 
 

〇グローバルサイエンスキャンプⅠⅠ  
講義のあと、森林の階層構造の観察、シャーマントラップによるネズミの捕獲と種の同定や定点観測カ

メラによるフィールドワークを実施した。 
 
生徒の変容（自己評価アンケート結果より Ｐ.51～54参照） 
研究機関や大学、企業等との連携を通し、様々な体験をさせていただいた。アンケートの結果

から見ると、生徒たちの多くが新たな疑問をもち、発見をしていることが分かる。学校だけでは

学ぶことのできない先進的で専門的な内容にふれ、生徒たちの学問的、科学的な視野を広げる大
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④ 研究開発の課題  

課課題題１１ 国国際際科科学学科科のの「「課課題題研研究究」」かからら普普通通科科のの「「探探究究活活動動」」へへ

昨年度の普通科 1 年「SS グローバル探究Ⅰ」に続き、今年度は普通科 2 年において「SS グローバル探究

Ⅱ」を立ち上げた。しかし、普通科では探究の時間が少なくグループ研究の内容が深まりにくかったり、１名

の教員に対して指導する生徒が多く目が届きにくかったりすることが問題として挙がった。テーマの深め方や

教員と生徒間の連絡方法などを改善し、内容の濃い探究サイクルの実現を目指していきたい。 

課課題題２２ 「「探探究究科科目目」」ででのの指指導導実実践践ををももととににししたた「「一一般般科科目目」」へへ応応用用

本校では探究授業を普通科 ・ 年に広げたため、多くの教員が探究授業を経験することができた。しかし、

教員アンケート（Ｐ.68 参照）にあるように、「SSH 科目がほかの授業改善に役立つか」という問いに関して

は、否定的な見解も20%程度みられた。

今後は、SSH科目を通して ICTの活用法やルーブリック評価について教員が経験を積み、それぞれの教科

へフィードバックできるように、校内研修にも力を入れていくことが解決の糸口のなりそうだ。

 

課課題題３３ 研研究究成成果果のの普普及及（（主主にに探探究究成成果果のの普普及及））

積極的に探究講座や探究活動の様子、探究発表会などを公開し、可能であれば発表交流会などを行う。開発

した教材・評価法などについても、WEBに公開し、普及する。また、名古屋市立高等学校の探究普及として、

管理機関と協力し、「名古屋市立高等学校探究指導研究会」を開催し、指導力向上を図る。 
  

課課題題４４ 様様々々なな形形式式ででのの海海外外交交流流のの実実現現

新型コロナウイルスの影響で、海外の生徒との直接の交流は難しい状況にあり、今年度も海外研修や留学生

との交流が中止となった。しかし、このような状況においても、アメリカの高校生とのオンライン発表会や、

南京の高校とのオンライン交流会などを行うことができた。今後も社会的な情勢をみながら、そのとき可能な

方法を模索し、生徒が多くの体験を通して、高いレベルでの科学的な探究心を学ぶことができるプログラムを

実現していきたい。
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①① 研研究究開開発発のの課課題題

ここれれままででのの経経緯緯とと課課題題  
本校は、平成 18年度に初めてSSH に指定され（第1 期）、理数特別クラス（SS クラス）を中心に理数

教育を推進してきた。この成果が認められ、平成24年度には名古屋市教育委員会より名古屋市理数教育推

進校の指定を受け、以降、名古屋市の理数教育を先導している。  
第2期では、理数科である『国際科学科』を新設し、「名古屋発、科学技術系スペシャリスト育成教育プ

ログラムの開発」を研究開発課題に掲げ、課題研究の指導方法・指導体制を確立し、より専門性の高い研究

を実践してきた。 
特に外部連携に力を入れ、「KGS連携」として様々な大学や研究機関・企業との連携を図り、各種講演会・

施設訪問により、最先端の科学技術に触れ、大学教員等から課題研究について直接指導や助言をいただくこ

とができた。実践的な研究手法を学ぶことができ、外部コンテストの受賞者も継続的に輩出することができ

た。さらに、名古屋市教育委員会の支援のもと「なごやっ子連携」として、名古屋市立の小・中・高等学校・

大学および科学館と連携し、独自のプログラムを開発することができた。特に名古屋市立大学とは、単位の

先行修得や指定校推薦枠の新設など、高大接続の面で大きな成果を上げている。こうした連携の結果とし

て、科学技術への関心が向上し、各事業の参加者数は大幅に増加し、理系選択者数や理系学部進学者数が増

加している。国際性の育成としては、海外研修・交流で英語による発表機会を確保し、英語運用能力を育成

することができた。 
 

一方で、これまでの取組を発展させ、さらに研究成果を確かなものとするためには、以下の3点を重点的

に取り組むべき課題であると考えた。 

重重点点課課題題①① 国国際際科科学学科科（（理理数数科科））のの課課題題研研究究のの深深化化

国際科学科で育成したい探究力として位置付けた「科学的実

践力」を細分化し、指導目標を明確にすることでより効果的に

指導する。

＜理由＞

これまでの実践においては、ルーブリック表による評価の結

果を用いて指導目標を立て、それを共有して指導を行うことで

大きな成果が得られた。これを応用し各研究段階においてより

効果的な指導を行うため、課題研究で育成する「科学的実践力」

を細分化（右図）し、各プロセスで必要な力を明確化した。こ

の力を確実に学習評価することで各段階の指導方針が定まり

効果が高まると考えられる。

重重点点課課題題②② 普普通通科科のの探探究究学学習習のの深深化化

普通科で育成したい探究力として位置付けた「科学探究の

基礎力」を確実に身につけさせ、さらに対話的に問題を解決す

る力の向上を図る。

＜理由＞

これまで普通科では、第 1 学年において 1 人 1 テーマの個

人研究を実施し探究力を育成してきた。普通科においても探究

で育成する「科学探究の基礎力」を細分化（右図）し、各プロ

セスで必要な力を明確化した。この力の確実な学習評価により

効果的な指導が可能になると考えられる。さらに国際科学科同

様、探究講座とグループ研究を実施することで、探究活動の一

層の充実を図る。 
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重重点点課課題題③③ 指指導導体体制制のの強強化化

探究科目を軸に一般科目および課外活動が連携・連動し一体となってより効果的に探究力を育成する組

織体制を構築する。 
＜理由＞ 

第2期「SSグローバル教養Ⅰ」の授業で実施してきた「科学的教養講座」において、「科学」を共通のテ

ーマとして教科横断的に構成して授業を実践することができた。この方法はすべての教科・科目に対して有

効であると考えられ、各教科・科目が特性を生かしつつあらゆる場面で探究学習につなげる指導体制を全校

的に確立することですべての生徒の探究力育成に大きな効果を発揮すると考えられる。 
 
新学習指導要領にもあるように、すべての高校で探究活動が課されることとなった。このことから、先ほど

述べた重点課題に加え、本校の研究開発課題にあげた探究力育成プログラムや開発教材を他校に普及するこ

とこそがSSH校としての使命であると考えている。本校のプログラムをウェブサイトはじめ様々な形で広く

公開・普及し、特に名古屋市立の高校の探究学習を先導する。 
 
以上を踏まえ、今期SSH（第3期）の研究開発課題と仮説を以下に示す。 

研究開発課題

名名古古屋屋発発、、科科学学技技術術系系ススペペシシャャリリスストト育育成成教教育育ププロロググララムムのの開開発発

～～ 未未来来をを切切りり拓拓くく探探究究力力のの育育成成 ～～

◆◆ 研研究究開開発発１１ 国国際際科科学学科科（（理理数数科科））ににおおけけるる課課題題研研究究  
◇ 仮説1    理数を中心に教科・科目間のつながりを重視して横断的に学び、理数に関するテーマ 

で研究活動を行うことで科学的探究心を向上させ「科学的実践力」を系統的・総合的に 
育成することができる。 

 

◆◆ 研研究究開開発発２２ 国国際際科科学学科科（（理理数数科科））ににおおけけるる国国際際性性のの育育成成  
◇ 仮説2    英語発表の機会を増やすことで英語４技能をバランスよく伸ばし、理科・数学の授業 

を英語で受け、海外研修等で英語による研究発表を行うことで、科学研究に必要な「英 
語運用能力」を育成することができる。 

 

◆◆ 研研究究開開発発３３ 普普通通科科ににおおけけるる探探究究学学習習  
◇ 仮説3-1   3年間にわたり探究活動を実践し、様々な事象を科学的に考察することで「科学探究 

の基礎力」を確実に身につけさせることができる。 
◇ 仮説3-2   各教科・科目が連携して探究力育成に向けた授業を構成することでさらに「科学探究 

の基礎力」を育成することができる。 
 

◆◆ 研研究究開開発発４４ 探探究究力力向向上上をを目目的的ととししたた外外部部連連携携等等  
◇ 仮説4-1   大学や研究施設等の連携を通して、自然科学に関する幅広い知識の獲得を図り、探究 

心・探究力を高めることができる。＜＜探探究究基基礎礎力力向向上上連連携携＞＞  
◇ 仮説4-2   大学の授業の受講や研究室体験を通して専門知識や研究手法を学び、より高次の探究 

活動につなげることができる。＜＜高高大大接接続続連連携携＞＞  
◇ 仮説4-3   研究成果を校外で発表し合うことで、自己表現能力を高め、より効果的な探究活動に 

つなげることができる。＜＜探探究究活活動動普普及及連連携携＞＞  
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探究活動成果発表会（3/16） 

②② 研研究究開開発発のの経経緯緯
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英語論文を作成 

研究論文を作成 
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③③ 研研究究開開発発のの内内容容

第第１１章章 研研究究開開発発１１ 国国際際科科学学科科（（理理数数科科））ににおおけけるる課課題題研研究究

学学科科・・ココーースス 開開設設すするる科科目目名名 単単位位数数 代代替替科科目目名名 単単位位数数 対対象象

国際科学科 
KGS研究Ⅰ 1 課題研究 1 第1学年 
KGS研究Ⅱ 2 課題研究 2 第2学年 

SS理数探究Ⅱ 1 課題研究 1 第3学年 

◇◇研研究究開開発発１１のの仮仮説説

理数を中心に教科・科目間のつながりを重視して横断的に学び、理数に関するテーマで研究活動を行う

ことで科学的探究心を向上させ「科学的実践力」を系統的・総合的に育成することができる。

「「科科学学的的実実践践力力」」ととはは

本校の研究開発課題として掲げている「科学的実践力」は、

研究の各段階で核となる7つの力と、研究で必要なマインド・

思考力等の6つの力を加えた計13の力を指す。特に、この中

心にある研究サイクルを繰り返すことで、科学技術者として

必要な資質・能力が向上すると考えられる。国際科学科にお

ける課題研究では、このモデルに従った指導を行っていく。

そのためのルーブリック評価を開発し、検証していく。 
（❹関係資料 参照） 

１１ 学学校校設設定定科科目目 「「ＫＫＧＧＳＳ研研究究ⅠⅠ」」

  (1) 仮説 
講義と実験を通して数学・理科の基本的概念を横断的に学習する場面をつくることにより、それぞれの

科目の特徴と数学・理科のつながりを総合的に理解し、興味・関心を深めて、「科学的実践力」を身につ

けるための基礎を養うことができる。 
 

(2) 内容・方法 
a 探究講座（～11月） 

自然科学の基礎を学ぶ。「探究講座」では、国際科学科生徒を各10人のグループに分け、少人数で

実験観察を行う。分野横断的講座を設定し、既成の概念にとらわれない発想が持てるよう努めた。科学

的探究心を育成するとともに活動から導かれた結果や自らの考えを表現する能力を高める。 
b 探究入門（12月～1月） 

個人研究「探究入門」に取り組む。「探究入門」では、生徒は希望した分野をベースに各個人でテー

マを設定し、第2学年での課題研究へ向けて、研究活動を実施する。テーマ設定では、既成の分野だ

けにとらわれることなく、教科（分野）横断的な自由な発想をもてるよう意識づけさせた。 
c 発表（2月～3月） 

研究の成果を発表する機会を設ける。（ⅰ）パワーポイントを用いた「口頭発表会」（ⅱ）レポートに

よる「まとめ」（A4で1ページ）を行う。口頭発表会による発表を行うにあたり、効果的なスライドお

よびその使い方、発表態度、積極的な質疑応答などを学べるように導いた。 
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d 年間指導計画

「KGS研究Ⅰ」（1単位・国際科学科 第1学年対象）
探究講座 授業内容（目標）

数学分野

1 「暗号解読」公開鍵暗号の考え方について、代表的なRSA暗号の仕組みを学習し、数論に触れる。*1
2 「石取りゲーム」ゲームの必勝法を考え、数学的な規則性を発見させ一般化させる。 
3 「ピタゴラスの定理」定理の証明を様々な方法で考えさせて、幾何学的性質の理解を深めさせる。 

物理分野

1 「運動の法則」力と加速度の関係を、自由落下・鉛直投げ上げなどの実験を通して理解させる。 
物理分野・数学分野

1 「統計処理の基礎」単振り子の実験を通して、信頼性の高いデータとは何かを学ばせる。*1 
物理分野・地学分野

1 「音と光」波としての音と光の性質について、計測機器を活用し学ぶ。 
化学分野

1 「molってなんだ？〜化学反応における量の関係〜」物質量の概念とその応用を理解する。*2 
2 「定性実験〜溶けている物質を調べる〜」仮説と実験結果の予測、実験結果の検証のプロセスを学ぶ。 
3 「定量実験～金属と酸の反応～」物質を構成する原子の割合を考え、理論値との比較を行う。 

生物分野

1 「ゾウリムシから生物を考える」特徴的な体の構造を学び、生物の共通性について考察する。 
2 「赤い葉のなぞ」光合成に必要な光の波長や赤い色素の役割について考える。 
3 「ヒドラの行動と形態から学ぶ」摂餌行動と体を構成する細胞の観察から生物を考える。*1 

地学分野

1 「岩石・鉱物の観察実習」偏光顕微鏡などによる観察を通して火成岩について多面的に理解する。 
2 「太陽の観測」太陽望遠鏡や分光器・簡易日射計を用いて、太陽観測の様々な手法を学ぶ。 
3 「化石」生物の多様性と進化および地質時代や地球の歴史について学習する。*1 
※ 本年度 月の感染症拡大防止措置のため、年度当初予定の年間計画より以下のように変更した

*1：オンライン授業にて実施

*2：授業時間縮小のため、実施せず 

e 「探究入門」での個人研究テーマ（生徒が設定したテーマ例）

数学分野 図形と断面積の変化 魔方陣の拡大と変形

物理分野 鉄を磁石に変える 体積・質量による跳ね返り係数の変化

化学分野 過飽和現象を起こす物質の結晶について 混合した金属の炎色反応

生物分野 ヒドラの無性生殖について ゾウリムシのターンにある規則性

地学分野 表層崩壊における木の働き ミニ人工降雨

 (3) 検証 
5 分野を少人数で展開した「探究講座」では、第 2 学年での課題研究科目「KGS 研究Ⅱ」でのグルー

プ研究に向けて、第1学年の段階では学んでいない物理・化学・地学について、また生物・数学ではまだ

触れられていない部分などの各分野の基本的リテラシーの獲得と実験道具の扱いなど基本的な研究手法

の習得をテーマとした。受験勉強とは大きく異なり、答えを明示しないことで、考える力を養うことを目

的とした。分野を超えた横断的講座では、広い視野をもって取り組むことの有効性、発展性に気づくこと

ができた。この探究講座ではそれぞれの講座毎に、分野の特徴と取り扱う内容に応じた評価の観点と評価

規準を設定し、4段階で点数化した評価を実施した。以下に最高評価についての評価規準例を示す。 
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『化学』分野

定定性性実実験験：：溶溶けけてていいるる物物質質をを調調べべるる

評価項目 評価の対象物 最高評価となる態度など

データ分析力
事前レポート

事前課題
６種類の物質を調べる事前レポートへの取り組み

事前課題で溶質の候補となるすべての物質
について十分な情報を整理してある。

テーマ設定力
仮説の設定

実験結果の予測欄
各分析について、実験の目的を理解し、実験結果を予想
することができるか。

３つの分析において、全て論理的な予想を
立てることができた。

実験手法
結果分析

実験と結果の記録
各実験操作の説明を理解し、実験をすることができたか。

説明を理解して実験を実施することができ、
実験結果を詳細に記録することができた。

データ分析力
論理的考察

実験結果の分析・考察欄
実験結果から論理的な結論を導き出せるか。

予想された結果と異なる実験結果に対して論
理的な説明を考えることができた。

課題発見能力
発展的考察

プリント考察欄
さらに異なる観点の分析方法を考えることができるか。

自ら観点を設定し、分析方法と予想される結
果を考えることができ、実行する。

 
それぞれの講座で評価規準に基づいた評価を活用した。評価の分析により、生徒へのアプローチ方法の

改善などに反映できるよう利用してきた。適切に評価するためルーブリック表を講座毎にあらためて作

成し、より客観的かつより明確な規準で評価ができるようにした。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Q7.講座を受講して特に印象に残った内容など（記述） 
［主なものを抜粋］ 
◇ どの講座も大変だったけど理解できたら楽しかった。 
◇ 自ら実験し、答えを探していくことが、とても面白く、印象に残りました。 
◇ １人〜２人で1つの実験道具を使用できるのが、理解しやすくてありがたくて嬉しかった。 
◇ 友達と意見を出し合って考えるのはとても楽しかった。 
◇ 自分で仮説〜考察をするのが新鮮で、大変だけど面白い。 
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Q7.講座を受講して特に印象に残った内容など（記述） 
［主なものを抜粋］ 
◇ どの講座も大変だったけど理解できたら楽しかった。 
◇ 自ら実験し、答えを探していくことが、とても面白く、印象に残りました。 
◇ １人〜２人で1つの実験道具を使用できるのが、理解しやすくてありがたくて嬉しかった。 
◇ 友達と意見を出し合って考えるのはとても楽しかった。 
◇ 自分で仮説〜考察をするのが新鮮で、大変だけど面白い。 
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生徒アンケート Q1～Q6 までの数字をみると、③④といったネガティブな回答は少なく、生徒らは興

味関心をもって科学的活動に取り組めていることがうかがえる。しかし、昨年度のアンケートと比較する

と①の回答数が減り、②の回答数が増える傾向にあった。生徒の理解度を中間評価するなどして、難易度

や伝え方を変えたり、考え方のヒントを少し多めに出すなど、授業者に工夫してもらうことが今後の課題

かと思われる。とは言え、概ね生徒の興味関心の多さは提出されたレポートやアンケートからもうかがえ

るため、今後も講座を通して、これまでに使用したことのない実験器具に触れる機会も数多く作り、講座

の内容について、生徒の変容をとらえながら、より良いものを目指し検討を進めていきたい。 
また、今年度は感染症対策のため、自宅学習措置をとり、9月の授業を学校で行うことができなかった。

そのため、本KGS研究Ⅰの目的の1つである「少人数で、実験道具に実際に触れられる授業」ができな

くなり、9月度の閉講も考えた。しかし、授業者で議論した結果、なにかできることがあるのではないか

と様々な知恵を出してもらい、GoogleMeet や YouTube、GoogleForm を活用することで授業を実施す

ることができた。上記アンケート結果には載せていないが、印象に残った授業として、オンラインで行っ

た授業も人気があったことも書き添えておきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生徒アンケートは、A・Bの肯定的な回答が大半を占めているが、昨年度と比較すると、Aの回答数よ

りも B の回答数が若干増えている。前半の探究講座のアンケートでも同じ傾向が見られたので、今年度

の生徒たちの自己評価は昨年度に比べて低いのかもしれない。先述した中間評価をとるなどして、それを

もとに、生徒たちに考える面白さを教えることを、もっと直接的にしたり、研究に向けての手解きをもう

少し手厚くすべきだったかと考える。次年度の第1学年の「K G S研究Ⅰ」では、生徒の理解度を授業者

で共有できるように何か手段を講じることが課題と考える。 
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２２ 学学校校設設定定科科目目 「「 研研究究ⅡⅡ」」

  (1) 仮説 
課題発見、テーマ設定、実験、（その実験での）課題解決、データ処理・分析、結果考察といった基本的

な研究プロセスを体験的に理解させることにより、数学や自然科学、科学技術への興味・関心をより深め、

さらに批判的思考力、コミュニケーション能力や英語力・表現力等の科学技術者として必要とされる研究に

必要なマインドを含めた「科学的実践力」を高めることができる。 
 

(2) 内容・方法 
a 研究テーマ・グループ決定と指導体制 
国際科学科 2 年生 39 名が 2 名～4 名のグループになり、物理・化学・生物・地学・数学の 5 分野か

ら各班１テーマ、計12の研究テーマで課題研究を行った。グループと研究テーマを決定は、第 1学年の

「KGS研究Ⅰ」において生徒の希望をもとに調整した。指導体制は 1グループ（1テーマ）につき 1名

の教員が年間を通して担当した。 
 

b 年間指導 
授業回数 実施日 活動内容

第1回～第6回 4/16 4/30 5/21 6/11 6/25 7/9  研究活動1～6 
発表1 9/16,17 分野別発表会（発表練習） 
第7回～第10回 10/8 10/22 11/12 11/19 研究活動7～10 
発表2 12/15 分野別発表会（発表練習） 
発表3 12/24 科学三昧 inあいち 2021 
第11回 1/14 研究活動11 
発表4 1/27 学校内発表会 
第12回～第13回 1/28 2/25 研究活動12～13 
発表5 3/16 SSH探究成果発表会 

 
c 研究活動 
課題研究を効果的に進めていくため、研究の2日前には担当教員との実験計画の確認（計画書の提出）

を行い、授業開始と同時に実験や考察が行えるようにした。また、実験中に撮った写真やデータのデジ

タルデータの共有ができるように校内ネットワークを活用し、実験中および実験後の実験ノートの記

録・まとめを実験ノートとともにタブレット等のデジタル機器を活用して適切に行えるように指導した。

研究実施の 2日後を目安として実験ノートおよび報告書を担当教員に提出させ、結果を踏まえて議論し

ながら、次回への課題・実験計画についても指導を行った。 
 

d 研究の要旨 
今年度取り組んだ12 のテーマとその要旨について以下にまとめる。 

 

物

理 

導導体体棒棒リリニニアア～～終終端端速速度度のの原原因因ととはは～～  
私たちは磁場中を動く導体棒の運動とその終端速度の原因について研究した。初めに鉄輪式リニアモーター

カーを製作し、電圧を様々に変えてアルミ棒、銅棒の速度変化を調べた。ところが、原因のわからない終端速

度が、どちらのv-tグラフにも見られた。そこで、終端速度が見られる原因を突き止めるためにさまざまな実

験を行った。 
光光電電効効果果のの定定量量的的測測定定  
光電効果は主に光の粒子性を示す定性的な実験として知られている。私達はその光電効果の定量的測定のた

め実験をおこなった。現時点での目標は光電子量を測定するための測定回路を組むことである。箔検電器を用

いて光電効果の有無を確認したのち、作成した回路に光電流が流れるかを確認した。空気中では電流が流れず、

次に真空内で行ったが、真空管に光が阻まれ光電効果が起こらなかった。今後はより強い光量の紫外線ランプ

を使い真空管を用いた実験を進める。 
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化

学 

ココラランンダダムム  ににつついいててのの研研究究  
この研究の動機は、電子レンジを用いた青色のサファイアの合成は不安定で再現性があまりないため、挑戦

しようと思ったことである。まず、電子レンジを用いたルビーの合成実験を行った。その結果、発生させた熱

で混合物を溶かすには、マイクロ波が当たるようシャープペンの芯を、底に付かないように、るつぼの外に立

て、その近くに混合物がある必要があることが分かった。次に、青色のサファイアの合成実験を行った。その

結果、酸化鉄の割合が高いと黒の、酸化チタンの割合が高いと青や白の結晶になった。 

共共役役二二重重結結合合をを有有すするる新新規規のの指指示示薬薬のの合合成成  
共役二重結合をもつpH指示薬であるフェノールフタレインは、無水フタル酸とフェノール、触媒の濃硫酸

から容易に合成できる。反応の基質である無水フタル酸をその誘導体に変えることで、共役二重結合を有する

新規の指示薬を合成できると考え、研究を始めた。ナフタレンジカルボン酸無水物を用いて合成した新規の指

示薬は、フェノールフタレインと比較して変色域が塩基性側、塩基性で赤みが強い、pH14での退色が遅いと

いう性質があった。 

環環境境負負荷荷にに配配慮慮ししたたポポリリ（（ββ--ブブチチロロララククトトンン  --  LL--ララククチチドド））共共重重合合体体のの重重合合触触媒媒のの探探索索  
生分解性プラスチックの化学合成には、環境負荷が大きい有機スズ触媒が使われる事を知り，代替触媒の探

索を行った。β-ブチロラクトンの開環重合を試みたが，低分子量の生成物が得られるのみであった。解重によ

るポリマー伸長の阻害と考え，back biting を抑えるため、L-ラクチドとの共重合化を行った。一部触媒で固

形化が観察されたが，酸素による熱分解が生じている可能性があり，現在真空下での共重合を試みている。今

後，フィルムを整形し生分解性などを検証し，NMR測定で構造情報を取得する。 

生

物 

アアリリのの行行動動ととフフェェロロモモンンのの関関係係性性ににつついいてて  
アリのフェロモンと行動の仕方ついて疑問をもち、①アリの記憶と行動の関係性②フェロモンの構成物質の

解析・抽出③実験に用いるフェロモン溶液の最適な濃度の調査の3つの観点からアリのフェロモンと行動の関

係性についての研究を行った。①より、アリに学習能力があるかどうかの判断をすることは難しく、また、②

よりアリの道しるべフェロモンの誘因物質が含まれるのはRf値が0.2～0.4ではないかという仮説を立てるこ

とができた。③より、濃度は濃ければ濃いほうが良いことが分かった。 

ユユリリのの花花粉粉管管誘誘導導ⅥⅥ  
私たちは、「ユリの胚珠は花粉管の接近を感知し、花粉管誘引物質を分泌する」という仮説を立て、研究を

行った。受粉後と未受粉の、子房から遠心で得た液や、寒天培地に埋めた胚珠に対する花粉管誘引の強さを調

べた。その結果、未受粉の胚珠は、開花後３日程度経過すれば、誘引物質を分泌するが、開花直後の胚珠は誘

引物質を分泌していないことが分かった。しかし、開花直後でも、受粉後の胚珠には誘引が見られたことから、

ユリの胚珠は、花粉管の接近を感知して、誘引物質の分泌を始める可能性がある。 

オオオオキキンンケケイイギギククのの繁繁殖殖とと発発芽芽条条件件  
特定外来生物であるオオキンケイギクの繁殖を抑制することを目的として、オオキンケイギクの発芽条件を

特定する研究をした。発芽促進ホルモンであるジベレリンを与えたり、定温器で環境を設定したりするなどを

して、観察を始めてから４６日後に種子の発芽が見られた。この発芽には、種皮による光や水の吸収の抑制、

種子の後熟などが影響していると考えた。今後、上記の影響について調べる実験をしていきたい。 

地

学 

下下部部中中新新統統瑞瑞浪浪層層群群明明世世層層かからら産産出出ししたた微微化化石石ⅡⅡ  
下部中新統瑞浪層群明世層から産出した有孔虫類の研究を行った。それら化石からの古環境の推定を目指すほ

か、岩石を破砕する方法、硫酸ナトリウムを使用する方法の2種類による岩石処理の違いによる化石抽出の差

異についても検討を行った。今のところ古環境推定には至っていないが、2種類の処理方法の比較を行うこと

ができた。 
 
 
数

学 
 
 
 

確確率率ののパパララドドククススのの一一般般化化  
<命題>「2 個の各箱に n 種類の色(C1, C2...Cn)の、当たり・外れのある玉が色ごとに分けられて入ってい

る。C1の玉を1個取って当たる確率をP1、C2の玉を1個取って当たる確率をP2...Cnの玉を1個取って当

たる確率を Pn とする。このとき、どちらの箱でも P1<P2<...<Pn とする。2 個の箱を合わせたとき、

P1>P2>...>Pnとなるような例(パラドクス)を作ることができる。」において、玉の種類を変数として、確率の

パラドクスを満たす一般式を作ることを目的とした。一般式は等差数列の形で表され、その公差の決まり方に

規則性があることがわかった。 
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数

学 

フフィィボボナナッッチチ数数列列  
フィボナッチ数列は、2つの項の和が次の項になる数列である。フィボナッチ数列の二乗和がフィボナッチ

数で綺麗に表されることを利用して、三乗和を求めたり、n乗和をフィボナッチ数を用いて、表した。また、

リュカ数のような、最初の項が違うものにも対応できるように、最初の項を、a,bとした、abナッチ数の和も

求めた。また、フィボナッチ数は3項間漸化式であるが、それを拡張して、4項間・・・・m項間漸化式のさ

まざまな和を求めた。 

無無理理数数のの連連分分数数展展開開  
無理数を正則連分数展開しようとすると値が循環しながら、無限に続いていくことを知り、任意のルートエ

ックスについて循環する値や循環する値の個数等について展開する前に判断できるよう法則性を見つけるこ

とを目的とした研究をした。連分数展開をしていく中で、3つの法則性を見つけ、そのうちの２つを証明した。 
 

e 発表活動 
今年度は新型コロナウイルスによる影響で海外研修が中止となり、「科学三昧 inあいち 2021」におけ

るポスター発表はオンライン形式で行われるなど、外部における発表の機会が例年に比べて少なく、形

式も異なる形で実施された。例年行っている海外研修に向けたポスターの作成は予定通りに行い、それ

を用いた校内のグループ内発表会、および科学三昧に向けてのグループ内発表会は実施し、できる限り

対面での研究発表の練習をする機会を設けた。また、新たに SSH 探究成果発表会でのポスター発表の

機会を設け、校内での発表機会を増やした。 
 
 
〇「科学三昧 inあいち 2021」におけるポスター発表（令和 3年 12月 24日） 
例年は自然科学研究機構岡崎コンファレンスセンターにて対面形式で行われる発表会であるが、今年

度は新型コロナウイルスによる影響のため、YouTube を用いたオンライン形式で行われた。全グループ

が参加し、各班 10 分の発表動画を作成して、YouTube にアップロードし、他校の生徒・教員、大学の

研究機関の職員等が閲覧できるようにした。各班１時間ほど、コメント欄を利用した質疑応答の機会も

設けられ、様々な観点から大変参考になるアドバイスや質問をいただき、返答を行った。オンライン形

式であったが他校生徒との研究交流をすることができる貴重な機会となり、もらった質問や意見を参考

にして、その後の研究に生かす様子がみられた。 
 
 

〇 学校内発表会（令和 4年 1月 27日） 
1年生の国際科学科生徒に向けて、自分たちの約 1年間の研究についてプロジェクターを用いて 8分

間、口頭で発表を行った。持ち時間が短い中で、研究内容をまとめることができ、専門分野を学んでい

ない 1年生に向けて、分かりやすく研究の内容や面白さを伝えることができた。 
 
 

〇 SSH探究成果発表会（令和 4年 3月 16日） 
今年度より 2 年生普通科において SS グローバル探究（グループによる課題研究）が始まり、2 年生

全体の探究活動の発表の場として、SSH 探究成果発表会を行った。研究内容をポスター形式でまとめ、

発表を行った。普段、普通科生徒との発表の交流のない中で、貴重な機会となった。 
 
 
(3) 検証 
生徒の評価方法については、理科・数学の教員から構成される課題研究検討委員会で議論し、共有した「科

学的実践力」に関連する能力について、適切に評価することができるルーブリックを一昨年度作成した。こ

のルーブリックに基づき評価を行った。発表に関しては教員による評価のほか、生徒どうしによる相互評価

を行い、その結果をフィードバックさせた。また、生徒自身の自己評価を適時実施した。 
それぞれの評価の結果から取り組みの効果を検証しながら、より良い評価法を模索し、課題研究検討委員

会で改善内容を検討・共有しながら、生徒への指導につなげていきたい。  
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〇 課題研究に必要とされる 9つの力について日々の活動の評価 教教員員にによよるる評評価価 
本科目を実施するにあたって生徒の変容をつかみ指導に生かしていくために、各研究班の担当教員が課題

研究を進めるにあたり必要とされる 9つの力について、それぞれ 4段階での評価、および文章による生徒の

評価を各学期（5月・10月・1月）で計 3回行った。各回におけるそれぞれの項目の評価値の平均値とその

推移を表にまとめる。 
 課

題
発
見
能
力 

テ
ー
マ
設
定
力 

実
験
手
法 

問
題
解
決
能
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デ
ー
タ
処
理
力 

デ
ー
タ
分
析
力 

結
果
考
察
力 

コ 
ミ
ュ
ニ
ケ
ー 

シ
ョ
ン
能
力 

粘
り
強
さ 

5月 2.33 2.38 2.38 2.44 2.44 2.41 2.33 2.62 2.64 

10月 2.82 2.77 2.79 2.67 2.79 2.72 2.62 2.85 2.95 

1月 3.00 2.92 3.13 2.95 3.00 2.82 2.97 3.13 3.31 

5月→1月 +0.67 +0.54 +0.74 +0.51 +0.56 +0.41 +0.64 +0.51 +0.67 

 
この取り組みによる生徒の変容を検証するため、今年度の 5月と 1月の評価の差をみると、どの評価も上

がっていることがわかる。その中でも特に、「実験手法」の上昇率が高く、次いで「課題発見能力」、「粘り強

さ」が高かった。１グループにつき１人の教員が担当し、研究の進め方やデータの取り扱い方法、実験ノー

トの取り方やデータの整理の仕方、各テーマ特有の実験技能などを早い時期からきめ細かく教員が指導する

ことで、生徒の研究に対する前向きな姿勢や、生徒の能力の伸長を引き出すことができたと考えられる。一

方で「データ分析力」の上昇率が低いのが課題である。実験データや結果の取り扱いについてよりきめ細か

く指導をしていきたい。今後も生徒の変容をつかみながら、常に指導方法についての改善を行っていきたい。 
 
〇自己評価アンケート 
学年末に生徒に対して、以下のようなアンケートを行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
課題研究に関わる１２の能力について、生徒の自己評価はすべての項目について、「大変増した」、「やや増

した」を合わせると 82％を上回っており、この取り組みは大きな意義があるといえる。「課題解決能力」と

「実験手法」に関しては97％の生徒が「大変増した」、「やや増した」と答えており、特に「実験手法」は大

きく力が伸びたと感じている。これは前述のとおり、１グループにつき１人の教員が担当し、きめ細かい指

導を行ったことによるものである。昨年度は、新型コロナウイルスに関わる措置で発表機会が少なくなり、

「コミュニケーション能力」の上昇率が低かったが、今年度はオンラインの外部発表や、校内での発表機会

の増加をはかり、グループ内でのコミュニケーションの機会を増やすことで、コロナ禍でありながら今年度

は能力の伸長をはかることができた。このように能力の伸長が小さいと生徒が感じた項目については、指導

が必要であると考えられるので、次年度以降、指導法を検証し、改善していきたい。 
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３３ 学学校校設設定定科科目目 「「ＳＳＳＳ理理数数探探究究ⅡⅡ」」

  (1) 仮説 
「SS 理数探究Ⅰ」で得たこれまでの研究成果をまとめ、日本語と英語それぞれによる研究論文の作成

と、研究成果のプレゼンテーション発表を通して、科学技術系人材としての文章力、コミュニケーション

能力、批判的思考力、主体性、研究倫理を中心とする「科学的実践力」の向上を図ることができる。 
 

(2) 内容・方法 
a 年間指導計画 

授業回数 実施日 活動内容 授業回数 実施日 活動内容

第1回 4/9 日本語論文作成 ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ作成 第6回 7/2 ｺﾝﾃｽﾄ用動画作成 

第2回 4/23 日本語論文作成・発表原稿作成 発表② 夏休み 東海ﾌｪｽﾀまたは課題研究
交流会 

第3回 5/14 論文の交流会 第7回 10/6 英語論文作成 
第4回 6/4 SSH成果報告会ﾘﾊｰｻﾙ、 

発表用動画作成 第8回 10/23 英語論文作成 

第5回 6/18 SSH成果報告会ﾘﾊｰｻﾙ 第9回 
第10回 
第11回 

10/29 
11/5 
12/3 

考察探究実験1,2,3 
発表① 6/30 SSH成果報告会 

b 研究のまとめの進め方

   昨年度の「SS 理数探究Ⅰ」からの 12 グループ(物理 3、化学 3、生物 3、地学 1、数学 2)で、各グ

ループに指導教員を 1 名ずつ配置し、日本語・英語論文のまとめや各種発表会への参加、論文コンテ

ストへの応募を行った。 
   昨年度の研究をもとに、春休みに①論文全体のストーリーの検討、②章ごとに必要な図・グラフの

作成、③論文文章の作成を行うよう指示をし、必要に応じてメールなどを用いて指導を行った上で、

第 2 回目の授業までに日本語論文をまとめた。この時点での論文を持ち寄り、第 3 回目の授業で校内

論文交流会を実施し、さらに第 4 回目・第 5 回目には、SSH 成果報告会へ向けて発表用パワーポイ

ントの作成と発表の練習、質疑応答などを行った。この間に、多くの教員からの指導や生徒間のアド

バイスをもとに、日本語論文の完成度を高めることができた。第 6 回目では、夏休みに行われるオン

ライン上で開催されるコンテストへ向けての動画作成を行い、夏休みの期間中において、他校からの

質問などに対応し、交流ができたと考える。9 月のオンライン授業期間中には、英語の論文を作成し、

第 7 回目・第 8 回目では、理数専任外国人講師も加わり英語論文の作成を行った。 

c 令和3年度3年生が取り組んだ課題研究 テーマ一覧 
研究テーマ

人
数

論文・コンテスト等

物
理

『マルチコプターにおけるプロペラについて』 4人 論文 神奈川大学 全国高校生理科・
科学論文大賞 

『界面の変形に伴う水平張力作用』 4人 論文 日本学生科学賞 
ﾎﾟｽﾀｰ・口頭 SSH生徒研究発表会 

『音波の共鳴について』 4人 論文 神奈川大学 全国高校生理科・
科学論文大賞 

化
学

『微生物発電』 3人 論文 神奈川大学 全国高校生理科・
科学論文大賞 

『化学発光を光源とした光触媒による 
汚染水の浄化機構の検討』 3人 論文 科学の芽 

『固化珪藻土の性能向上について』 2人 論文 坊ちゃん科学賞 
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生
物

『ゼブラフィッシュのヒレ再生における 
メカニズムの解明』 4人 論文 科学の芽 

『含有ミオグロビン量に基づく魚の生態の予測』 3人 論文 科学の芽 

『ユリの花粉管誘導Ⅴ 
～なぜ花粉管は270個×6列の胚珠に 

いきわたるのか？~』 
4人 

ポスター 日本植物生理学会年会 
高校生生物研究発表会 

ポスター 日本植物学会 
高校生研究ポスター発表 

論文 日本学生科学賞 
地
学

『日没時の空の色 
～気象条件との関連性とその再現～』 3人 論文 科学の芽 

数
学

『バスケットボール競技における 
チームに関する指標の作成と検討』 3人 論文 神奈川大学 全国高校生理科・

科学論文大賞 

『災害に強い輸送計画についての考察』 2人 論文 神奈川大学 全国高校生理科・
科学論文大賞 

d 研究成果発表

＊ SSH 成果報告会（令和 3 年 6 月 30 日） 
本校運営指導員に対して、パワーポイントを用いた発表を行った。対面での発表や質疑応答の

機会が少なく、直接運営委員の先生方との質疑応答は貴重な機会となった。また、発表終了後

の全体会では、20 分間のご高評をいただくことができ、大変有意義な会となった。 
＊ 東海フェスタ（令和 3 年 7 月・8 月） 
＊ SSH 課題研究交流会（令和 3 年 7 月・8 月） 

今年度は愛知県下の高校生が研究成果を動画にまとめ、すべてのグループが上記二つのうち

のどちらかの発表会に応募をした。昨年度に引き続き対面形式での実施ができず、参加高校に

対して限定公開となった。また、大学関係者からの研究テーマごとにご高評をいただき、生徒
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分野 テーマと授業内容

物理
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ムと塩酸、酸化マグネシウムと塩酸を反応させ、溶液の温度変化を測定してグラフを書き、温度の補正をし

てそれぞれの反応熱を求め、ヘスの法則からマグネシウムの燃焼熱を計算する。 

生物

「「メメダダカカののDDNNAA分分析析実実験験」」  
キタノメダカとミナミメダカおよびそれらの交配による F1 から抽出したDNA をPCR 法で増殖させた試

料を、制限酵素で切断しアガロースゲル電気泳動を行う。得られた泳動パターンから、F1 がどの親の交雑

によって生まれたかを判定する。 

数学

「「数数学学ににおおけけるる論論理理」」  
問題に対して、論理的な誤りや不十分な部分が含まれている解答を示しておき、採点させる。その中で、論

理的な誤りを発見させ発表させる。さらに、正しい解答を考えさせる。 
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(3) 検証 
生徒に対して自己評価アンケートを行った。前期論文のまとめと後期考察探究実験について分析した。 
 

 
 
アンケートの結果より、例年通り、ほぼすべての設問において 8 割を超える生徒が、研究活動を進める

に過程で能力が『大変増した』または『やや増した』と回答しており、生徒が主体的に取り組むことで、研

究意欲が増し、問題の発見、考察、解決するという研究プロセスが身に付き、様々な能力が向上したと考え

られる。しかしながら、Ｑ2 自主性やＱ9 コミュニケーション能力については、昨年よりも『大変増した』

の割合が少なくなっている。Ｑ2については、昨年に引き続き感染症対策によって、生徒が自主的に探究実

験を行う時間が減少した一方で、教員からの指導や助言が例年よりも大幅に増えたのが原因と考えられる。

また、Ｑ9については、対面での発表や質疑応答の機会が少なくなり、多くの発表会が対面方式からオンラ

イン上での録画による動画配信となり、参加者と対面し間合いを取りながら質疑応答をする場面が少なか

ったのが原因と考えられる。新たな形式で取り組まねばならない条件下で、この２点について、生徒が肯定

的に考えられる方法の模索が必要ではないかと思われる。 
 
＊ 考察探究実験（後期） 

 
内容を新たに行った科目があったせいか、Q3において、①の『そう思う』の割合が、32％→14％→32％

と一昨年前に戻り、約半数の生徒が①や②を回答し難しい内容であったと感じている一方で、Q1やQ2や

Q5では、ほぼ全員の生徒が興味関心や理解が深まったと回答しており、これまでに学習した内容と1年時

から行ってきた課題研究の技能を活用しながら、生徒自身の能力をさらに伸ばそうという生徒の向上心を

感じ取ることができる。 

興味関心
自主性

問題発見能力
問題解決能力
情報収集能力
データ処理能力
データ分析能力
結果考察力

コミュニケーション能力
レポート作成・プレゼン能力

論文作成能力

理数探究Ⅱ 前期 「論文作成・研究発表」 による生徒の変容
大変増した やや増した あまり増していない 全く増していない

興味関心が深まったか
理解できたか

難易度が高いと感じたか
新たな発見があったか
探究心が高まったか

積極的に取り組めたか
自分の力が伸びたと感じたか

理数探究Ⅱ 後期 「考察探究実験」 による生徒の変容

①そう思う ②やや思う ③あまり思わない ④全く思わない
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第第２２章章 研研究究開開発発２２ 国国際際科科学学科科（（理理数数科科））ににおおけけるる国国際際性性のの育育成成

学学科科・・ココーースス 開開設設すするる科科目目名名 単単位位数数 代代替替科科目目名名 対対象象

国際科学科 

SS総合英語Ⅰ 5 
3 コミュニケーション英語Ⅰ 

第1学年 
2 英語表現Ⅰ 

SS総合英語Ⅱ 6 
4 コミュニケーション英語Ⅱ 

第2学年 
2 英語表現Ⅱ 

SS総合英語Ⅲ 5 
3 コミュニケーション英語Ⅲ 

第3学年 
2 英語表現Ⅱ 

◇◇研研究究開開発発２２のの仮仮説説

英語発表の機会を増やすことで英語 4 技能をバランスよく伸ばし、理科・数学の授業を英語で受け、

海外研修等で英語による研究発表を行うことで、科学研究に必要な「英語運用能力」を育成することが

できる。  

４４ 学学校校設設定定科科目目 「「ＳＳＳＳ総総合合英英語語ⅠⅠ」」 「「ＳＳＳＳ総総合合英英語語ⅡⅡ」」 「「ＳＳＳＳ総総合合英英語語ⅢⅢ」」

  (1) 仮説 
従来の「コミュニケーション英語」と「英語表現」の枠を取り払うことで柔軟に教材の順番を組み替え、

授業では口頭による発表の機会をより多く与え、総合的な英語運用能力の育成を図ることができる。 
筆記試験と口頭による発表の両方を総合的に評価することで、「読む」「書く」「聞く」「話す」の4

技能をバランスよく伸長させることができる。 
語学検定受検に向けた学習環境を用意することにより、英語運用能力を自ら伸ばすことへの積極性と、

海外留学や海外の大学への進学に対する関心を高めることができる。 
 

(2) 内容・方法 
学年

教科書
補助教材

１学期 ２学期 ３学期

１年生

Element English Communication Ⅰ 
Be English ExpressionⅠ Advanced 
 

Lesson1～5 
Lesson1～9 
Unit1～8 

Lesson6～8 
Lesson10～16 
Unit9～12 

Lesson9～10 
Lesson17～25 
Unit13～16 

２年生

Element English Communication Ⅱ 
Be English ExpressionⅡ Advanced 
 

Lesson1～5 
Lesson1～9 
パラグラフライティング 

Lesson6～8 
Lesson10～18 
エッセイライティング 

Lesson9～10 
Lesson19～21 
ディベート 
プレゼンテーション 

３年生

Make Your Ascent to Better English Reading   
Be English Expression Ⅱ Advanced 
SKYWARD COSMOS Course 最新入試英語長文20選 
Steady Steps to Writing 和文分析から始める英作文 

Unit1～7 
Lesson1～12 
 
1～20 

Unit 8～20 
Lesson 13～21 
 

センター問題演習

センターリスニング

分野別対策

 
a 「SS総合英語Ⅰ」 

1クラスを20人ずつ２グループに分け、日本人教員2人と外国人講師2人がそれぞれ2教室でティー

ムティーチングを行う。筆記試験だけでなく、口頭発表（プレゼンテーション）活動により総合的に評価

することで、英語の4技能(「読む」「書く」「聞く」「話す」)をバランスよく伸ばす。 
文法指導においても、20 人ずつ２グループの少人数クラスで展開し、基礎力の定着を目指した指導を

行っている。また、身近な題材を用いてパラグラフライティングの指導を行っている。 
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年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

ＳＳ総合英語 アンケート結果

ととててもも思思うう そそうう思思うう ああままりり思思わわなないい 思思わわなないい

b 「SS総合英語Ⅱ」 
20 人 2 グループで引き続き 4 技能をバランスよく伸ばすことに重点を置き、発展的かつ実践的な内

容で口頭発表の機会を設けている。基本的な文法事項を応用し、数パラグラフから構成されるエッセイ

ライティングへの指導を行っている。また、与えられたテーマで個人プレゼンテーションやディベート

も取り入れ、総合的な英語の力を養成している。 
 

c 「SS総合英語Ⅲ」 
国際、人文、歴史、経済、教育、科学といった多岐にわたるテーマの題材に触れることで幅広い知識

と教養を身に着けると同時に総合的な英語力を育成する。語彙力の強化及び、より高度な英文構造につ

いて学習することで発展的な内容にも応用できる発信力を養っている。 
 

(3) 検証 
    a SS総合英語についての生徒アンケート結果 
 

 

 
 
 
 
 
 

Q1英語でのプレゼンテーションへの意欲 Q2英語でのプレゼンテーション能力の向上 
Q3英語でのコミュニケーション能力の向上 Q4英語を聞きとる力の向上 
Q5英語を書く力の向上 Q6英語を話す力の向上 
Q7英語を読む力の向上Q8海外との文化交流への興味関心 
Q9外国人講師と学ぶことで海外への興味関心 
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Q1～3において、どの学年も肯定的な回答をしている。授業を英語で実施し、教科書だけでなくスライドや

写真を使った発表の機会を多く与えたことで総合的な英語運用能力の育成を図ることができたと言える。特に

3年生においては能力の向上が実感できていることが顕著である。Q4～7の結果より、英語の4技能をバラン

スよく伸長させることができた。Q8～9では、日頃からの外国人講師とのやり取り、アメリカや中国の高校と

のオンライン交流、AFS留学生の受け入れなどを通して、海外そして日本に対する関心を高めることができた

と考えられる。 
 
b GTECによる検証 
 

＊国際科学科1年生における平均点・全国平均点との比較 
実施時期 21年11月平均 高1 

全国平均 
 人数 スコア CEFR-J スコア 

トータル 40 937.3 A2.2 726 

リーディング 40 205.9 A2.2 152 

WPM 40 98.3  69 
リスニング 40 224.8 B1.1 158 
ライティング 40 240.5 B1.1 197 
スピーキング 40 266.2 A2.2 203 

 
＊国際科学科2年生における平均点及び前回平均点・全国平均点との比較 

実施時期 21年11月 平均 20年11年平均 21年高2 
全国平均 

 人数 スコア CEFR-J 人数 スコア CEFR-J スコア 
トータル 39 1071.5 B1.2 40 999.4 B1.1 776 

リーディング 39 254.5 B1.2 40 218.1 A2.2 168 
WPM  122.6   104.8  77 

リスニング 39 275.1 B1.2 40 257.4 B1.2 174 
ライティング 39 254.5 B1.1 40 249.3 B1.1 204 
スピーキング 39 287.5 B1.1 40 274.6 A2.2 217 

 
 

国際科学科1、2年生ともに11月にGTEC Advancedを4技能型で受検した。1年生はリスニングとライテ

イングにおいて特に点数が高く、全体でもCEFR-JのA2.2のレベルに達した。全国平均に比べても全体スコ

アがかなり高いことがわかる。2 年生は昨年よりさらに飛躍を見せ、特にリーデイングにおいて大きく点数を

伸ばし、全体でもCEFR-JのB1.2レベルに到達した。日頃から英語で授業を行い、情報収集をし、わからな

いことを質問したり、人前で発表する場面が多いため4技能をバランスよく伸ばせることができていると言え

る。 
 
 
c まとめ 
今年度も新型コロナの影響により海外研修が中止となったが、海外とのオンライン交流や留学生の受け入れ

などを通じて、英語や海外への興味・関心を保つことができた。ベネッセのGTECにおいても例年と同等かそ

れ以上の結果を残している。このことから外国人講師とのティームティーチングの授業において、生徒が英語

運用能力を自ら伸ばす積極性を養えたといえる。 
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５５ 学学校校設設定定科科目目 「「ＳＳＳＳ科科学学英英語語ⅠⅠ」」 「「ＳＳＳＳ科科学学英英語語ⅡⅡ」」 「「ＳＳＳＳ科科学学英英語語ⅢⅢ」」

  (1) 仮説 
学校設定科目「SS科学英語」で理科、数学の授業を英語で行い、さらに課題研究の内容を英語で発表さ

せることで、実践的な英語運用能力を身につけさせることができる。 
 

(2) 内容・方法 
「SS科学英語Ⅰ」 国際科学科 第1学年 1単位 『GATEWAY to SCIENCE』 
「SS科学英語Ⅱ」 国際科学科 第2学年 1単位 『GATEWAY to SCIENCE』 
「SS科学英語Ⅲ」 国際科学科 第3学年  1単位 『GATEWAY to SCIENCE』 

 
年間指導計画 
1年生 Thinking Like a Scientist / Science Tools / Metric Units of Measurement / Data Analysis / Plants-

Types of Plants (Lab Experiment) / Matter / Forces (Lab Experiment) / Earth’s Structure and Surface 
2年生 Animals / The Human Body / Genetics / Electricity & Magnetism / Group Research Presentation 

3年生 BBC Documentary “How the Earth Has Changed” (Pandemic) / COVID Passports / How 
Earthquakes Affect Tree Growth / Virtual Symposium with Downtown Magnets High School / 
Final Group Research Presentation / STEM Challenge-Egg Drop Challenge / Thesis 
論文執筆 初稿提出 9月上旬 評価 10月末 最終提出 12月末 

 
(3) 検証 
  a 理数専任外国人講師 Kent WinterowdとDavid Williams による検証（原文・抄訳） 

 
English for Science 1 
Teachers:  Mr. D Williams, Mr. K Sato, Ms. H Nakaya 
Frequency: One lesson per week          Class: 101          No. of students: 40 
 
 
   The new intake for 2021 were fortunate to start their studies this year at Koyo Senior High School in the 
classroom, as opposed to last year when classes where given virtually. For all involved, this made for a much more 
interactive and enjoyable learning environment. While Google classroom has become an invaluable tool for 
students and teachers, having the students communicate face to face has been far more stimulating and rewarding.  
   The current first year students quickly became accustomed to the English for Science (EFS) lesson format 
demonstrating competence with digital devices, and good awareness of what is required regarding the preparation 
and delivery of presentations during the first term. 
   After the summer break, students took online classes for the first two weeks. Using this as an opportunity to 
try something new, students gave individual virtual presentations on the topic of “Objects in Space”. The project 
ran smoothly and the standard of work was high showing development in the students’ presentation skills. In 
October, the Global Science Camp (GSC) in Inabu was yet again very successful. Students were very committed 
in their preparations and efforts and the body of work produced was impressive.  
   For some students, presenting in English is still very challenging and their confidence to do so could be higher. 
This is always an area which takes patience and practice and one that we will be focusing on by maximizing the 
time students have to interact and communicate with each other in English.  

 
 
向陽高校において、昨年度はオンライン授業で始まったが、今年度は教室で授業を始めることができた。これによ

り、交流が活発で楽しさに溢れた学びの環境を昨年度より整えることができた。グーグルクラスルームが生徒・教員

の双方にとって重要なものとなっているが、対面での生徒間のコミュニケーションは、はるかに刺激的で有益なもの

である。 
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５５ 学学校校設設定定科科目目 「「ＳＳＳＳ科科学学英英語語ⅠⅠ」」 「「ＳＳＳＳ科科学学英英語語ⅡⅡ」」 「「ＳＳＳＳ科科学学英英語語ⅢⅢ」」
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今年度の１年生はすぐに、デジタル装置を扱う科学英語(EFS)の授業形式に慣れ、１学期の間にはプレゼンテーシ

ョンの準備と運用について何が求められるかを十分に認識することができた。 
夏期休暇後の数週間、オンライン授業となった。新しいことに挑戦するための機会としてこの期間を利用し、「宇宙

空間上の物質」という題でバーチャル・プレゼンテーションの発表に取り組んだ。順調に進み、生徒の技術の向上が

見られて高い水準の発表となった。10月に愛知県の稲武で行われたグローバル・サイエンス・キャンプでも大きな成

功が見られた。熱心に取り組み、高い成果をおさめることができた。 
生徒の中には、英語での発表にまだ苦労し、十分に自信のもてない生徒もいる。この解決には、練習と忍耐が求め

られ、また、生徒間で英語でやり取りする時間を最大限保証する必要がある。 
 
 
English for Science 2 
Teachers:  Mr. Winterowd, Ms. Kito, Ms. Yoshioka 
Frequency:  One lesson per week Class:  201 No. of students:  39 

 
This year the EFS 2 students have presented solo, in pairs and in groups.  They have been developing 

their research presentations, augmented by a poster suitable for presentation.  We are currently 
experimenting with a new presentation medium – video.  Instead of presenting in front of the class, 
groups will describe and demonstrate their topics in video format. 

We enjoyed this year’s trip to the Kagoshima area and were thrilled to be able to see Jupiter, Saturn 
and Venus line up close to the moon.  Our guides at Yakushima were very knowledgeable and we were 
thrilled to learn so much from them. We are hoping to be able to continue the tradition of the Science 
Symposium with Downtown Magnets High School, though the timing is yet to be decided. 
 
 
ＥＦＳの授業では個人・ペア・グループで発表を行った。生徒は自分の研究内容を効果的に発表するために

ポスターを作成したり、新しい試みとしてクラスの生徒の前で発表するのではなく、生徒がグループを作り自

分の研究内容をビデオに録画するという手法も取り入れた。 
今年は研修旅行で鹿児島方面を訪れ、星空観察では幸運にも木星・土星・金星が月の近くに並ぶのを見るこ

とができ、屋久島ではトレッキングを行い、経験豊富なガイドからたくさん学ぶことができた。日程は未定だ

がアメリカのダウンタウンマグネッツ高校とのシンポジウムを来年度も行えることを願っている。 
 
 

English for Science 3 
Teachers:  Mr. Williams, Mr. Winterowd, Ms. Narita, Mr. Ito 
Frequency:  One lesson per week    Class:  301    No. of students:  39    
 

   English for Science 3 started with students watching and discussing a documentary on the positive 
effects the pandemic has had on animals and the environment around the world. Students also wrote 
essays reflecting on what they had learned through the classes. In May, students finally got the 
opportunity to present their group research to the students of Downtown Magnets High School in Los 
Angeles. This was the first time to do a virtual symposium and thanks to everyone’s efforts, it was a 
successful and enjoyable event. 
   During the second term, classes focused on the completion of the group research thesis. Students 
worked hard with the teachers to translate their findings, meet the deadlines and produce twelve 
impressive bodies of research. 
   In the final term, students took their final EFS written test which comprised of material from all three 
years of the course. The final project for the students was a STEM challenge. Students worked in small 
groups to solve an engineering design problem. This year’s designs were well thought out and the number 
of groups that successfully completed the challenge was higher than in previous years. 
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ＥＦＳⅢではまず新型コロナウイルスの感染拡大と動物・環境への影響に関するドキュメンタリー番組を見

た。これはこのパンデミックが世界中の動物や環境にどのような良い影響を与えたかを表すものだった。生徒

はその後3年間のＥＦＳの授業で学んだことを振り返るエッセイを書いた。5月に入り、ロサンゼルスのダウ

ンタウンマグネッツ高校とのオンライン発表会を実現することができ、自分たちの研究内容を英語で発表しあ

った。初めてのバーチャルシンポジウムの機会であり、生徒の努力により成功に終わった。 
9月からはクラスの全12グループがそれぞれの研究結果を英語の論文という形にまとめようと多くの時間

を割き、その結果非常に完成度の高い論文を仕上げることができた。 
11月には3年間にわたるＥＦＳの内容をまとめた筆記テストを実施した。また最後のプロジェクトとして

STEMチャレンジを行った。生徒は小グループにわかれて共通の工学デザインプロジェクトに取り組んだ。今

年の3年生が考え出したデザインはよく考えられたもので前年度に比べるとチャレンジの成功率が高かった。 
 
 
b 授業に対するアンケート 

以下のQ1～5について，自己評価を4段階（①とてもそう思う・②そう思う・③あまり思わない・④思わない）

で回答させた。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3学年とも1、2と回答した割合が高く、概ね高い自己評価である。生徒が日常的に英語を活用することによっ

て、自分の力の伸びを実感しているのがわかる。ほとんどの項目において、学年が上がるにつれて数字が伸びて

いる。科学の内容を英語で理解し、発表するという経験の積み重ねが生徒の自信につながっている。シラバスが

うまく機能し、総合的な英語運用能力が高められたことを表している。 
 

c まとめ 
ネイテイブスピーカーの理数専任講師が常時２名おり、日頃から英語でコミュニケーションがとれる環境

にある。生徒は理数の内容を毎日英語で聞き、それを英語で運用することが求められている。このような環

境が英語を活用しながら理数の研究を深め、将来世界で活躍していこうという強い動機付けにつながってい

ると考えられる。 

質問項目 
Q1 理数の内容を、英語で一定程度理解できるようになった。 
Q2 英語で理科の実験の手順を理解し行うことができるようになった。 
Q3 理数の内容を、ペアワークで英語で表現できるようになった。 
Q4 理数の内容を英語でプレゼンテーションできるようになった。 
Q5 英語を通じて理数を学ぶことで、以前とは違う視点で自分の意見を考えるようになった。 
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６６ 海海外外研研修修【【アアメメリリカカ合合衆衆国国】】（（国国際際科科学学科科 第第 学学年年 全全員員）） 年年度度中中止止

  (1) 仮説 
    * 課題研究について英語でのプレゼンテーションを行うことで、実践的な英語運用能力をつけ

させることができる。 
* 現地の人々と交流体験することで、英語によるコミュニケーションに自信を深め、積極的に英

語を活用することができるようになる。 
* 科学研究施設を視察することによって、最先端の世界的な科学技術についての見聞を広め、研

究意欲を喚起し、将来への具体的な展望を持つことができる。 
 
(2) 実施方法・内容 

新型コロナ感染拡大のため、例年 月に実施しているロサンゼルスへの研修旅行に行くことがで

きなかった。代わりに国内情勢を見ながら 月に鹿児島方面へ研修旅行を実施した。

実施期間 令和 年 月 日（火）～ 月 日（金）

内容

月 日 鹿児島県へ移動 桜島の火山展望台見学

月 日 屋久島フィールドワーク（白谷雲水峡）

月 日 種子島宇宙ロケットセンター見学

月 日 福岡県へ移動 大宰府散策 名古屋着

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

英語の研修として令和 4年 1月 13日（木）、名古屋市のグローバルエデユケーションセンターにおいて

ワークショップに参加した。外国人講師の下で一日英語でデイスカッションやプレゼンテーションを行い、

普段の授業ではできないような留学体験ができた。相手の英語を聞き取り、自分の考えをわかりやすく相

手に伝えるためにどうすればよいか学ぶことができた。 
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海海外外のの高高校校ととのの連連携携・・交交流流

 (1) 仮説 
海外の高校生と交流体験をすることで、英語によるコミュニケーションに自信を深め、積極的に英語を

活用することができる。 
 
(2) 内容・方法 

新型コロナウイルスの感染拡大のため、例年行っている海外研修（アメリカ合衆国）や姉妹校提

携を結んでいる韓国の東國大學校師範大学附属女子高等学校との直接交流を実施することができな

かった。

代わりに、国際科学科 年生は昨年までアメリカ研修で訪問していたロサンゼルスのダウンタウ

ンマグネッツ高校とのオンライン交流を 月に実施した。時差があるため、日本側は午前中の授業

時間 時間を活用し、アメリカ側は学校や自宅からオンラインで参加した。本校の生徒は自分の研

究内容について英語でプレゼンテーションをし、アメリカの生徒は卒業論文を発表し、質疑応答を

行った。スクリーンを通じての交流であったが、自分の研究内容について英語で発表する良い機会

となり、交流を深めることができた。

また今年度は新たに中国の南京市にある南京田家炳高校とのオンライン交流をスタートするこ

とができた。国際科学科 年生全員と南京田家炳高校で日本語を学んでいる生徒約 名がオンラ

イン会議システムを使用して日本語でお互いの学校を紹介しあい、文化・歴史・習慣などについて

交互に発表をした。生徒はわかりやすい日本語でスライドを使いながら日本の紹介をし、中国から

の質問に対応しようと積極的にコミュニケーションをはかった。

  また今年は国際科学科 2 年生のクラスに中国の浙江省寧波市より留学生を 1 名迎え入れた。このプログラ

ムは留学団体ＡＦＳの「港高校生アジア架け橋プロジェクト」の一環であり、2021 年 10 月から 2022 年 3
月までの滞在だった。留学生は国際科学科の生徒とともに授業を受けて、ホームルーム、研修旅行、行事に

も参加して、生徒と交流を深め、互いにとって貴重な体験となった。 
 

(3) 今後の展望 
今年度は海外の高校生と対面で交流したり、親交を深めたりする場面は少なかった。しかし、いつ対

面の交流が再開してもいいように課題研究の内容をわかりやすいポスターやスライドにしたり、交流

の準備をしておく必要はある。そして姉妹校のロサンゼルスや韓国の高校との交流が実現した際

には自信を持って自分や自分の研究内容について話せるようにしておきたい。 
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の質問に対応しようと積極的にコミュニケーションをはかった。

  また今年は国際科学科 2 年生のクラスに中国の浙江省寧波市より留学生を 1 名迎え入れた。このプログラ

ムは留学団体ＡＦＳの「港高校生アジア架け橋プロジェクト」の一環であり、2021 年 10 月から 2022 年 3
月までの滞在だった。留学生は国際科学科の生徒とともに授業を受けて、ホームルーム、研修旅行、行事に

も参加して、生徒と交流を深め、互いにとって貴重な体験となった。 
 

(3) 今後の展望 
今年度は海外の高校生と対面で交流したり、親交を深めたりする場面は少なかった。しかし、いつ対

面の交流が再開してもいいように課題研究の内容をわかりやすいポスターやスライドにしたり、交流

の準備をしておく必要はある。そして姉妹校のロサンゼルスや韓国の高校との交流が実現した際

には自信を持って自分や自分の研究内容について話せるようにしておきたい。 
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第第３３章章 研研究究開開発発３３ 普普通通科科ににおおけけるる探探究究学学習習

学学科科・・ココーースス 開開設設すするる科科目目名名 単単位位数数 代代替替科科目目名名 対対象象

普通科 SSグローバル探究Ⅰ １ 総合的な探究の時間 第1学年 
普通科 SSグローバル探究Ⅱ １ 総合的な探究の時間 第2学年 
普通科 SSグローバル教養Ⅲ ３ 総合的な探究の時間 第3学年 

◇◇研研究究開開発発３３のの仮仮説説

３年間にわたり探究活動を実践し、様々な事象を科学的に考察することで「科学探究の基礎力」を確

実に身につけさせることができる。

各教科・科目が連携して探究力育成に向けた授業を構成することでさらに「科学探究の基礎力」を育

成することができる。

「「科科学学探探究究のの基基礎礎力力」」ととはは

７７ 学学校校設設定定科科目目 「「ＳＳＳＳググロローーババルル探探究究ⅠⅠ」」

  (1) 仮説 
探究活動に入る前の探究講座の実施により、探究の基礎スキルが向上し、探究活動がより充実したものと

なる。 
探究活動を通じて、課題を発見し、その解決に向けて主体的に取り組む姿勢を育てる。 
探究活動において考えたことを、論理的にまとめて発表することで、プレゼンテーション能力を高める。 

 
(2) 内容・方法 

＜概要＞

前期 ・探究活動に入る前に５つの探究講座を実施

「調査力」 「批判的思考力」 「テーマ設定力」 「データ分析力」 「結果考察力」

・講座で身に付けたスキルを活用し、興味に沿って「問い」を立ててテーマを設定する

後期 ・個人の好きなテーマに沿って探究活動を行う

・探究結果をスライドにまとめて発表を行う

・探究結果を報告書にまとめる

＜今期の重点項目「探究講座」の内容＞ 
調査力考査 ：学校図書館の利用方法、外部図書館での書籍の検索方法、新聞記事の検索、 

論文の検索など、資料を得るための様々なツールを学習する。 
批判的思考力講座：「クリティカルシンキング」として、“説得性のある文章とは何か”を様々な

ワークを通じて学ぶ。 
テーマ設定力講座：探究活動で最重要ともいえる「テーマ設定」について、「疑問の探し方」「問

いの立て方」「テーマのチェック」を様々なワークを通じて学ぶ。 
データ分析力講座：数学Ⅰで学んだ「データの分析」の知識を用いて、様々な“代表値”でデータ

を比較するワークに取り組み、効果的な比較法を学ぶ。 
結果考察力講座 ：「ロジカルシンキング」として、「ロジックツリー」などを用いて、“論理的に

説明ができる範囲”について学ぶ。 

本校の研究開発課題として掲げている「科学探究の基礎力」の育成は、右の育成モ

デルの中心にある4つの力に4つの力を加えた計8の力を指す。特に、この中心

にある研究サイクルを繰り返すことで、科学技術者として必要な資質・能力が養

われると考える。普通科の探究活動では、このモデルに従った指導を行っていく。

そのためのルーブリック評価を開発し、検証していく。（❹関係資料 参照） 
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＜年間指導計画＞

前前期期   

月 回 内 容 その他 行事等

４

月

総合

オリエンテーション

「総合的な探究の時間」年間計画の概要説明

グローバル探究Ⅰの目的・主旨の説明

探究講座①
批判的思考力講座

（クリティカルシンキングの演習）

探究講座②
調査力講座

（図書館で調べ方学習）

５

月
探究講座③

テーマ設定力講座

（テーマの設定方法の演習）

６

月

探究講座④
データ分析力講座

（与えられたデータからの読み取り演習）

月 進路説明会①（ ）

「将来に目を向ける」ことを

目的として進路・教務から講

話
探究講座⑤

結果考察力講座

（出てきた結果から考察演習）

７

月

探究テーマ設定

計画立案
自分のテーマに沿って計画立案を行う

知の探訪

研究機関での講義・実習を行

うフィールドワークやオープ

ンキャンパスなどに希望に沿

って参加する。

８

月

自分のテーマに沿って個人研究活動を行う

（夏季休業を効果的に活用）

９

月
探究活動① 自分のテーマに沿って個人研究活動を行う

後後期期   

月 回 内 容 備 考

月

探究活動②

自分のテーマに沿って個人研究活動を行う

月 進路説明会②（ ）

「将来に目を向ける」ことを

目的として進路・教務から講

話
探究活動③

月

探究活動④

探究活動⑤

月
探究活動⑥

月
『探究報告書』作成

自分のテーマについて研究結果を 判 枚の

報告書にまとめる

１

月

～
発表準備

（情報の授業にて）

発表スライド準備

パワーポイント作成

発表会①
グループ内発表

（１人当たり４分）

２

月
発表会②

クラス内発表

（グループの代表者による発表）

３

月

発表会③
探究活動成果発表会

（パワーポイント）

この発表会は 成果報告会

を兼ねる

まとめ

次年度のガイダンス

１年間のまとめ

次年度の「 グローバル探究Ⅱ」に向けて
 本校における総合的な学習の時間は，隔週の授業（ 分）と行事によって構成される。
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＜年間指導計画＞

前前期期   

月 回 内 容 その他 行事等

４

月

総合

オリエンテーション

「総合的な探究の時間」年間計画の概要説明
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「将来に目を向ける」ことを

目的として進路・教務から講

話
探究講座⑤

結果考察力講座

（出てきた結果から考察演習）

７

月

探究テーマ設定

計画立案
自分のテーマに沿って計画立案を行う

知の探訪

研究機関での講義・実習を行

うフィールドワークやオープ

ンキャンパスなどに希望に沿

って参加する。

８

月

自分のテーマに沿って個人研究活動を行う

（夏季休業を効果的に活用）

９

月
探究活動① 自分のテーマに沿って個人研究活動を行う

後後期期   

月 回 内 容 備 考

月

探究活動②

自分のテーマに沿って個人研究活動を行う

月 進路説明会②（ ）

「将来に目を向ける」ことを

目的として進路・教務から講

話
探究活動③

月

探究活動④

探究活動⑤

月
探究活動⑥

月
『探究報告書』作成

自分のテーマについて研究結果を 判 枚の

報告書にまとめる

１

月

～
発表準備

（情報の授業にて）

発表スライド準備

パワーポイント作成

発表会①
グループ内発表

（１人当たり４分）

２

月
発表会②

クラス内発表

（グループの代表者による発表）

３

月

発表会③
探究活動成果発表会

（パワーポイント）

この発表会は 成果報告会

を兼ねる

まとめ

次年度のガイダンス

１年間のまとめ

次年度の「 グローバル探究Ⅱ」に向けて
 本校における総合的な学習の時間は，隔週の授業（ 分）と行事によって構成される。
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(3) 検証  
＜探究講座の効果について（生徒のアンケート結果より）＞ 

 
 

5 つの「探究講座」の効果は次項の昨年度のアンケート結果と比較して今年度はより得られたと考え

られる。特に、実際に探究活動を進める上で直接的に関わるスキルである「データ分析力」と「結果考

察力」の講座の効果を実感している生徒が多いとわかる。 
他に比べて「１人１テーマの探究活動」は、まだ、発表前のアンケート結果のため、探究活動が完了

していない生徒もいるためかその効果をまだ実感していない生徒が多い。 
 

＜探究活動の成果発表の効果について（生徒のアンケート結果より）＞ 

 
※発表を行う直前にアンケートを実施したため、発表準備が完了した段階の回答 
 

「調査力講座」

「批判的思考力講座」

「テーマ設定力講座」

「データ分析力講座」

「結果考察力講座」

人 テーマの探究活動

興味関心の発見や論理的に考える力を伸ばすのに

役に立ったか

役役にに立立っったた 少少しし役役にに立立っったた ああままりり役役にに立立たたななかかっったた 全全くく役役にに立立たたななかかっったた

研究内容

論理的考察

スライド作成

研究発表の自己評価

十十分分ででききたた 少少ししででききたた ああままりりででききななかかっったた 全全くくででききななかかっったた
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概ね、肯定的に評価しており、「スライド作成」の評価が特に高い。特に今年はマイクロソフトパワー

ポイントではなく、Google スライドを用いたスライド作成を情報科と共同で指導したため、学校で作成

したスライドもオンライン上であれば自宅や外出先からも加筆、修正できることが、より質の高いスラ

イド作成につながったようにも思われる。 
比べて、「研究内容」や「論理的考察」の面では、肯定的には回答しているが、伸びしろがあると感じ

ている生徒が多いとわかる。この結果と、実際に生徒が発表した後の状況などを見て、改めて情報科と

連携し、発表への指導について検討を進めていく。 
 
＜探究活動全般の効果について（生徒のアンケート結果より）＞ 

 
全体的には肯定的回答が多いものの「プレゼン力」に関しては、それに重きを置いた講座を設定して

いなかったため、それに特化した講座を設けるなどの改善の余地があると思われる。また、レポートの

書き方や、効果的なスライド作成においてもさらに詳しい指導を望む声もあり、来年度以降改善してい

きたい。 
今年度、普通科 2年生で新たに始まったグループ探究では、こうした時間が確保できるため、これら

の点に特に注視し、指導を続けていきたい。 
 

＜探究活動全般の効果について＞ 
昨年度と今期の普通科1年生の探究の変更点 
〇 5 つの探究講座を昨年はコロナ禍により、オンライン形式で行ったが、今年は実際に授業をす

ることができた。 
 

効果 
昨年度からのアンケートの推移より、探究講座の評価が上昇している。担当教員や生徒への聞き取

り調査では、「探究講座の内容が少し難しい」「答えを誘導するやり方は改善したほうが良い」「探究報

告書の書き方をもっと詳しく解説してほしい」などの意見が出ており、アンケート結果が思わしくな

かった点を含め、探究講座全体の内容を見直し、改善した形で来年度実施できるようにしたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

論理的に
考える力

研究手法

プレゼン力

探究活動を通して、どの程度身に付いたか

身身にに付付いいたた 少少しし身身にに付付いいたた ああままりり身身にに付付かかななかかっったた 全全くく身身にに付付かかななかかっったた
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アア「「調調査査力力講講座座」」    
  
    
イイ「「批批判判的的思思考考力力講講座座」」  
  
  
ウウ「「テテーーママ設設定定力力講講座座」」    
  
  
エエ「「デデーータタ分分析析力力講講座座」」    
  
  
オオ「「結結果果考考察察力力講講座座」」  
  
  
カカ 11人人 11テテーーママのの探探究究活活動動  
  
    
キキ 論論理理的的にに考考ええるる力力  
  
  
クク  研研究究手手法法  
  
      
ケケ ププレレゼゼンン力力  
  
  
ココ 研研究究内内容容    
  
  
ササ 論論理理的的考考察察  
  
  
シシ ススラライイドド作作成成  
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８８ 学学校校設設定定科科目目 「「ＳＳＳＳググロローーババルル探探究究ⅡⅡ」」

SSDDGGssををテテーーママににししたたググルルーーププ探探究究活活動動

(1)  仮説 
SDGsの目標を身近な課題として捉え、高校生らしいオリジナリティのあるテーマを設定し、結論を導

くことができる。 
１年次の探究科目「SS グローバル探究Ⅰ」で学んだ探究の基礎スキルを活用し、探究サイクルを意識

して探究活動を深めることで、各探究スキルをさらに高めることができる。 
 
＜探究基礎スキル＞ 
「調査力」 「批判的思考力」 「テーマ設定力」 「データ分析力」 「結果考察力」

 
 

(2) 内容・方法 
＜概要＞ 
普通科8クラスを同時に展開し生徒320名を希望で8つの探究ゼミに分ける。 
探究ゼミは学問分野で8つに分ける。 
探究ゼミごとに専門性を意識して割り当てた教員2名（合計16名）の指導体制で実施する。 
探究ゼミ内でさらに1班4名程度のグループに分けて実施する。 
 
＜８つの探究ゼミ＞ 

探究ゼミ１ 言語・文化・文学・歴史

探究ゼミ２ 環境・エネルギー

探究ゼミ３ 経済・法学

探究ゼミ４ 国際関係

探究ゼミ５ 教育・心理

探究ゼミ６ 科学・技術

探究ゼミ７ 健康・保健・スポーツ・福祉

探究ゼミ８ 生命科学・生活科学

 
 

＜探究ゼミ・探究グループの分け方＞ 
① 解決したいSDGs課題に主体的に取り組めるよう、SDGsの17の目標から生徒に興味のあるもの

を選ばせ、それをもとに探究したいテーマを一度、個人で設定する。 
② そのテーマを探究するのにどのような学問分野でのアプローチを望むか第 1 希望から第 8 希望ま

で書かせる。 
③ 希望をもとに8つの探究ゼミに分ける。（1つのゼミにつき40名） 
④ 各探究ゼミ内で類似したテーマを設定している生徒同士で話し合いをさせ、40名を1班4名の10
グループに分ける。 

 
＜探究活動の進め方＞ 
毎回の探究の前後に各グループで探究計画書、探究記録ノートを提出させ、担当教諭が指導をした。 
（探究記録はGoogleドライブ内に保存させ、生徒同士で共有し、共同編集できるようにした） 
各グループに1台ずつPCを割り当て、自由に使用可能とした。 
授業時間内で各グループから教員へ順番に進捗状況を伝え、教員が指導をした。 
 
※ オンライン授業の期間は、Google Meetを活用し、リモートでの打合せを可能とした。 

教員からの指導もMeet上で受けられるよう体制を整えた。 
 

― 42 ―



42 
 

８８ 学学校校設設定定科科目目 「「ＳＳＳＳググロローーババルル探探究究ⅡⅡ」」

SSDDGGssををテテーーママににししたたググルルーーププ探探究究活活動動

(1)  仮説 
SDGsの目標を身近な課題として捉え、高校生らしいオリジナリティのあるテーマを設定し、結論を導

くことができる。 
１年次の探究科目「SS グローバル探究Ⅰ」で学んだ探究の基礎スキルを活用し、探究サイクルを意識

して探究活動を深めることで、各探究スキルをさらに高めることができる。 
 
＜探究基礎スキル＞ 
「調査力」 「批判的思考力」 「テーマ設定力」 「データ分析力」 「結果考察力」

 
 

(2) 内容・方法 
＜概要＞ 
普通科8クラスを同時に展開し生徒320名を希望で8つの探究ゼミに分ける。 
探究ゼミは学問分野で8つに分ける。 
探究ゼミごとに専門性を意識して割り当てた教員2名（合計16名）の指導体制で実施する。 
探究ゼミ内でさらに1班4名程度のグループに分けて実施する。 
 
＜８つの探究ゼミ＞ 

探究ゼミ１ 言語・文化・文学・歴史

探究ゼミ２ 環境・エネルギー

探究ゼミ３ 経済・法学

探究ゼミ４ 国際関係

探究ゼミ５ 教育・心理

探究ゼミ６ 科学・技術

探究ゼミ７ 健康・保健・スポーツ・福祉

探究ゼミ８ 生命科学・生活科学

 
 

＜探究ゼミ・探究グループの分け方＞ 
① 解決したいSDGs課題に主体的に取り組めるよう、SDGsの17の目標から生徒に興味のあるもの

を選ばせ、それをもとに探究したいテーマを一度、個人で設定する。 
② そのテーマを探究するのにどのような学問分野でのアプローチを望むか第 1 希望から第 8 希望ま

で書かせる。 
③ 希望をもとに8つの探究ゼミに分ける。（1つのゼミにつき40名） 
④ 各探究ゼミ内で類似したテーマを設定している生徒同士で話し合いをさせ、40名を1班4名の10
グループに分ける。 

 
＜探究活動の進め方＞ 
毎回の探究の前後に各グループで探究計画書、探究記録ノートを提出させ、担当教諭が指導をした。 
（探究記録はGoogleドライブ内に保存させ、生徒同士で共有し、共同編集できるようにした） 
各グループに1台ずつPCを割り当て、自由に使用可能とした。 
授業時間内で各グループから教員へ順番に進捗状況を伝え、教員が指導をした。 
 
※ オンライン授業の期間は、Google Meetを活用し、リモートでの打合せを可能とした。 

教員からの指導もMeet上で受けられるよう体制を整えた。 
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＜今期の重点項目（グループ探究の指導方法）＞ 
グループ探究時は、以下の点に留意して指導する。 
・育成モデルの探究プロセスに沿った探究活動を行うこと。 
・校内外の図書施設、インターネットなどを用いて自立して探究活動を行うこと。 
・先行研究との差を明確にし、新たな課題や問題点を創出すること。 
・考察が飛躍することなく、調査結果や分析結果をもとに適切に考察できていること。 
・生徒相互ならびに教員との相談・面談などを行い、進捗状況の共有に努めること。 
・研究倫理に沿った探究活動を行うこと。 

 
＜SSグローバル探究Ⅱ 年間指導計画（9月がオンライン授業期間）＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 検証 
＜探究活動の中間発表会（１２月）後の自己評価結果より＞ 
「テーマ設定」は適切であったと捉えている生徒が多いことがわかる。一方で、②テーマの主張をしっ

かり述べられている生徒が①に比べて減っている。中間発表を見てみると、実際に主張が弱い発表が多く

見られた。きちんと主張を述べ、その根拠を述べられるよう指導していくことを委員会で確認した。 
育成モデルにある「探究サイクル」を意識し、課題を見つけ、第２、第３の実験や調査をしてデータを

集めることの重要性について指導した。その結果、中間発表では第１の調査・実験で明らかになった課題

について、第２、第３の調査・実験を行い、課題を解決するグループが多く見られた。育成モデルに沿っ

た指導の成果といえる。 
３月の探究成果発表会におけるポスター発表に向けて、さらなる発展に期待し、指導を継続していく。 

  

回回  日日付付  内内容容  備備考考  

１ 4/7 
総合オリエンテ

ーション 
年間計画、探究活動のねらい   

２ 4/26 → 5/17 グループ決め 各探究ゼミでのグループ割り 
4/26は感染症の

影響で延期 

３ 6/7 テーマ決め 各グループで探究テーマ決め  

 6月中 テーマ案の提出、チェック 

  7月中 テーマの最終決定 → 各グループで探究活動開始 

４・５ 9/14 ・ 9/21 
探究活動 

（リモート） 

各グループのテーマに沿ったグループ探究 

（リモートで指導担当教員と打合せ） 

オンライン 

授業期間  

６・７ 11/15 ・ 22 探究活動 各グループのテーマに沿ったグループ探究  

８・９ 12/6 ・ 12/20 中間発表会 探究ゼミ内で中間発表会   

10 ・11 1月 ・ 2月 探究活動 各グループのテーマに沿ったグループ探究   

12 3月中旬  探究活動成果発表会  

％％  
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＜どのような力が身に付いたか（SSH自己評価アンケートの結果より）＞ 
SS グローバル探究Ⅱの内容を今年度より一新し、普通科全生徒を対象にしたグループ探究活動を実施

している。よって、昨年度までSSグローバル教養Ⅱで実施していた探究活動との比較を行い、検証した。 
 
【検証方法】 
毎年実施している、本校ＳＳＨ事業に関する自己評価アンケート（ＳＳＨ事業によってどのような力が

身に付いたか）の結果から、昨年度の普通科２年生と今年度の普通科２年生のデータを比較し、今年度の

SS グローバル探究Ⅱで実施している探究活動の成果を検証した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
検証結果① SDGsをベースにした探究活動の成果 
今年度は、SDGsをベースにした探究活動を実施していることから、社会に目を向け、課題を持って探究

活動に取り組んでいる。そうしたことが、「観察力」の向上へとつながっているのではないか。また、それを

どう解決するかを自分たちで考えていく過程で「発想力」が生まれる。昨年度まで実施していた探究活動か

らさらに発展し、SDGsをベースにした探究活動の成果が出ていると考えられる。 
検証結果② 探究サイクルを意識した指導の成果 
育成モデルにある探究サイクルを意識し、テーマ設定、調査、課題発見（批判的思考）、データ分析、結果

考察の流れから「論理的思考」が生まれ、「問題発見」にもつながっていると考えられる。その成果が出てい

ると思われる。 
検証結果③ グループ探究活動の成果 
昨年度はクラス内でグループを組ませ、探究活動に取り組ませていたが、今年度は普通科８クラスを展開

し、クラス関係なくグループを組ませている。連絡を密に取りながら進める必要があり、コミュニケーショ

ンをとる機会が増えたことがコミュニケーション能力向上に役立ったと思われる。 
 
【今後の課題】 
今年度、感染症拡大の影響でグループ決めが遅れてしまい、探究活動のスタートが遅れてしまった。結果

として、探究活動の時間が不足しているグループや打合せに苦慮しているグループが見られた。こうした事

態を想定し、早めにグループを決め、オンライン授業となった場合にも各グループがリモートで打合せでき

るような体制を早く整えることが重要と考える。今年度、Meet を使用したリモートでの打合せは問題なく

行えたため、体制を早めに整えたい。 
探究活動を進める際の日々の「計画書」と「報告書」のやりとりが今年度はうまくできていなかった面が

ある。オンライン上で共有し、進捗状況を担当教員と確認しながら、着実に前に進めていけば、より効果的

に指導ができると考えられる。探究サイクルに乗せた指導を心がけ、次年度に向けて計画書と報告書を改良

し、整備したい。
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昨年度はクラス内でグループを組ませ、探究活動に取り組ませていたが、今年度は普通科８クラスを展開

し、クラス関係なくグループを組ませている。連絡を密に取りながら進める必要があり、コミュニケーショ

ンをとる機会が増えたことがコミュニケーション能力向上に役立ったと思われる。 
 
【今後の課題】 
今年度、感染症拡大の影響でグループ決めが遅れてしまい、探究活動のスタートが遅れてしまった。結果

として、探究活動の時間が不足しているグループや打合せに苦慮しているグループが見られた。こうした事
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し、整備したい。
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９９ 学学校校設設定定科科目目 「「ＳＳＳＳググロローーババルル教教養養ⅢⅢ」」

(1) 仮説 
コロナ禍という非日常が学生生活を過ごすという特異な体験から生じたと思われる心の不安定を取り除

くため、思っていることをお互いに共有させる。気持ちの「リセット」をすることにより、新たな気持ち

で進路選択に向かわせ、自己表現力を高める。 
 
(2) 内容・方法 

第二次世界大戦下のイギリスで撮影された「ホランド図書館」の写真を見て感想文を書く。この写真に

は、ドイツ軍の猛爆をかろうじて免れた図書を熱心に読むロンドン市民が写っている。どんな状況でも知

の追及を怠らない人間の崇高さを感じてもらう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(3) 検証 

「ホランド図書館」の写真には感銘を受けたという生徒が多く、気持ちが前向きになったという声も多

く聞かれた。特殊な状況下で自分の考えを整理して表現し、次へ進むきっかけとなったと思われる。 
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第第４４章章 研研究究開開発発４４ 探探究究力力向向上上をを目目的的ととししたた外外部部連連携携

◇◇研研究究開開発発４４のの仮仮説説

大学や研究施設等の連携を通して、自然科学に関する幅広い知識の獲得を図り、探究心・探究力を高

めることができる。 ＜＜探探究究基基礎礎力力向向上上連連携携＞＞

大学の授業の受講や研究室体験を通して専門知識や研究手法を学び、より高次の探究活動につなげる

ことができる。 ＜＜高高大大接接続続連連携携＞＞

研究成果を校外で発表し合うことで、自己表現能力を高め、より効果的な探究活動につなげることが

できる。 ＜＜探探究究活活動動普普及及連連携携＞＞

上記３つの目的に沿って、以下の３種類のプログラムを実施

・名古屋市独自の連携として「なごやっ子連携」

・専門的で高度な連携として「 （ ）連携」

・幅広く学ばせる「知の探訪」

１１００ ななごごややっっ子子連連携携

Ⅰ 名古屋市立大学との連携 【探究基礎力・高大接続】

Ａ 大学丸ごと研究室体験 
(1) 仮説 

名古屋市立大学の研究室に訪れて一日（または複数日）、研究を経験させてもらうことで、大学での学問や研

究がどのように進められているのかを知る。高等学校での学習内容と、大学での先端研究との関連が実感でき

る講義や実験を体験することにより、将来の進路選択に対する意欲や姿勢・態度を向上させることができる。 
(2) 内容・方法 

名古屋市立大学事務局の協力により、名古屋市立大学大学院医学研究科、同薬学研究科、同システム自然科

学研究科の研究室において、市立高校生を対象に少人数での研究体験を実施した。実施内容から、生徒の募集

は、名古屋市立の4校（菊里・向陽・桜台・名東）に対して行った。 
(3) 実施講座 

分野 テーマ 日程 研究科 講師 人数

1 病態モデル医学 マウス体外受精を体験しよう 7/28 医学 大石 久史 教授 8 
2 細胞生理学分野 生体内での遺伝子の働きを調べてみよう 7/29,30 医学 加藤洋一 教授 4 
3 神経毒性学 抗がん剤の開発をみてみよう 8/3 医学 酒々井眞澄 教授 10 

4 
神経発達・再生医学 遺伝子改変マウスを用い再生ニューロンの

動きを見る〜脳の再生医療を目指して 
8/3 医学 

澤本和延 教授
4 

5 
神経生化学 アルツハイマー病の基礎研究の現場を見せ

ます 
8/3,4 医学 

鄭 且均 准教授 
4 

6 
薬理学 筋肉に対する薬の作用を見て、薬物治療を

考える 
8/5 医学 

大矢進 教授
4 

7 
環境労働衛生学 からだに入った環境化学物質の量を測って

その健康への影響を考えてみよう 
8/20 医学 

上島通浩 教授
5 

8 
脳神経生理学 脳内出血モデルの運動障害と病態を観察す

る 
8/23 医学 

飛田秀樹 教授
4 

9 法医学 DNA型検査，薬物検査を体験してみよう 8/24,25 医学 青木康博 教授 4 

10 
認知症科学 脳内のゴミ？アルツハイマー病の原因を見

てみよう！ 
8/26 医学 

斉藤貴志 教授
4 

11 
医薬品安全性評価学分野 データ分析をやってみよう！：データ分析

でコロナウイルスに立ち向かう 
8/2 薬学 

頭金正博 教授
3 
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第第４４章章 研研究究開開発発４４ 探探究究力力向向上上をを目目的的ととししたた外外部部連連携携

◇◇研研究究開開発発４４のの仮仮説説

大学や研究施設等の連携を通して、自然科学に関する幅広い知識の獲得を図り、探究心・探究力を高
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研究成果を校外で発表し合うことで、自己表現能力を高め、より効果的な探究活動につなげることが

できる。 ＜＜探探究究活活動動普普及及連連携携＞＞

上記３つの目的に沿って、以下の３種類のプログラムを実施
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・専門的で高度な連携として「 （ ）連携」
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１１００ ななごごややっっ子子連連携携

Ⅰ 名古屋市立大学との連携 【探究基礎力・高大接続】

Ａ 大学丸ごと研究室体験 
(1) 仮説 

名古屋市立大学の研究室に訪れて一日（または複数日）、研究を経験させてもらうことで、大学での学問や研
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る講義や実験を体験することにより、将来の進路選択に対する意欲や姿勢・態度を向上させることができる。 
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は、名古屋市立の4校（菊里・向陽・桜台・名東）に対して行った。 
(3) 実施講座 

分野 テーマ 日程 研究科 講師 人数

1 病態モデル医学 マウス体外受精を体験しよう 7/28 医学 大石 久史 教授 8 
2 細胞生理学分野 生体内での遺伝子の働きを調べてみよう 7/29,30 医学 加藤洋一 教授 4 
3 神経毒性学 抗がん剤の開発をみてみよう 8/3 医学 酒々井眞澄 教授 10 

4 
神経発達・再生医学 遺伝子改変マウスを用い再生ニューロンの

動きを見る〜脳の再生医療を目指して 
8/3 医学 

澤本和延 教授
4 

5 
神経生化学 アルツハイマー病の基礎研究の現場を見せ

ます 
8/3,4 医学 

鄭 且均 准教授 
4 

6 
薬理学 筋肉に対する薬の作用を見て、薬物治療を

考える 
8/5 医学 

大矢進 教授
4 

7 
環境労働衛生学 からだに入った環境化学物質の量を測って

その健康への影響を考えてみよう 
8/20 医学 

上島通浩 教授
5 

8 
脳神経生理学 脳内出血モデルの運動障害と病態を観察す

る 
8/23 医学 

飛田秀樹 教授
4 

9 法医学 DNA型検査，薬物検査を体験してみよう 8/24,25 医学 青木康博 教授 4 

10 
認知症科学 脳内のゴミ？アルツハイマー病の原因を見

てみよう！ 
8/26 医学 

斉藤貴志 教授
4 

11 
医薬品安全性評価学分野 データ分析をやってみよう！：データ分析

でコロナウイルスに立ち向かう 
8/2 薬学 

頭金正博 教授
3 
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12 薬化学分野 蛍光化合物の性質を使って細胞を観察する 8/2 薬学 中川秀彦 教授 4 

13 
薬物送達学分野 薬物送達システムを用いた機能性の高いく

すりに関する授業 
8/3 薬学 

尾関哲也 教授
3 

14 薬品合成化学 青色LEDで分子の構造を変える 8/19 薬学 中村精一 教授 5 

15 
衛生化学 生体内の免疫細胞の種類と感染予防につい

て調べる 
8/20 薬学 

肥田重明 教授 
4 

16 細胞情報学 仕組まれた計画的細胞死、アポトーシス 8/26 薬学 林秀敏 教授 3 
17 植物学 PCRを利用した植物の多型解析 7/26 総合生命理学 木藤新一郎 教授 8 
18 分子生理学 筋肉の構造と機能 8/4 総合生命理学 奥津光晴 准教授 4 
19 化学② 鎮痛薬の有機合成実験 7/30 総合生命理学 片山詔久 准教授 8 
20 数学 代数学 7/30 総合生命理学 河田成人 教授 4 

21 
情報 エクセルVBAのゲームで学ぶプログラミン

グ入門 
8/5 総合生命理学 

片山詔久 准教授 
10 

22 生物多様性科学 生物多様性の意義とDNA研究 8/17,18 総合生命理学 熊澤慶伯 教授 4 
23 生物学 動物行動の測定・分析・理解とは？ 8/23 総合生命理学 木村幸太郎 教授 4 
24 生物学 蛍光タンパク質の精製と電気泳動 8/26 総合生命理学 湯川泰 教授 3 

(4) 検証 
今年度は24講座が開講され、4校から119名の生徒が参加した。Q2より、講座の内容は高度であったこと

が分かるが、Q3～Q5、Q7の①②の割合が高いことから、積極的に取り組み理解を深めたことが分かる。この

体験を通して大学での研究が具体的になり、進路選択を考える良い機会となっている。興味・関心も深まって

おり、今後も同様の期待ができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 名古屋市立大学高大連携授業

(1) 仮説 
名古屋市立大学の学生と共に 名古屋市立大学で 通常授業を受講することにより、大学における高度

な教育・研究に触れさせ、大学への興味関心や進路決定への目的意識を高めることができる。 
(2) 内容・方法 

・ ～ の期間において全 回 試験で実施

・「バイオサイエンス入門」（本校からの参加者なし）

総合生命理学部 湯浅泰教授、木村幸太郎教授、田上英明准教授

・「社会学 」（本校から 名参加）

人文社会学部 高橋康史講師

(3) 検証 
本授業は全 15 回の授業とその試験を受けることで名古屋市立大学の単位が修得可能である。さら

に、高校に在学しながら大学という環境に身を置き、その雰囲気を感じ取ることができる。15回中の

最初の 3回は、新型コロナウイルス感染症の影響により遠隔授業となったが、それ以降は対面での授

業となった。そのため、大学進学を志す生徒にとって貴重な体験となり、進路を決定するうえで有意

義な時間を過ごすことができた。 
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Ⅱ 名古屋市科学館との連携 【探究基礎力・高大接続】

Ａ 国際科学科 名古屋市科学館研修

(1) 仮説 
高校生活 3 年間の導入として、名古屋市科学館と連携した研修を実施する。名古屋市科学館の学芸 

員に協力していただき、専門分野について、講義・実習を実施し、幅広く科学全般を学ぶことへの意欲

を高めていく。この取り組みにより、各分野で最先端のトピック等に触れさせることで、今後行ってい

く研究活動への意欲を高め、探究心・探究力を向上させることができる。 
 

(2) 内容・方法 
・ （火） ： ～ ： 国際科学科 年生 名対象 名古屋市科学館

・堀内学芸員から「『自分の体』で科学体験」、小塩学芸員から「南極へ行こう！！」、山田学芸員か

ら「サイエンスショーのウラガワ」、明田学芸員から「骨から分かる、恐竜の飛行の始まり」、毛利 
学芸員から「プラネタリウムと天文学」という講義を受けた。

(3) 検証 
 

 
 
アンケート結果を見ると、講義自体の内容は難しく、理解できなかった部分があることがわかる。し

かし、理解できなかったことを含め、これから研究活動を通して調べ、学んでいきたいという意見も多

く見られた。今回の研修で国際科学科がどのような学科で、どのような活動をし、どのような姿勢で取

り組んでいくべきなのか、ということを学ぶ貴重な機会になったと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

この体験が将来に役立つと思うか？

今後の研究活動に役立つと思うか？

普段学べない事を学べたと思うか？

さらに調べてみたいと思ったか？

新たな発見や疑問はあったか？

内容は理解できたと思うか？

内容が難しいと思ったか？

内容への興味関心が深まったか？

そう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない 思わない
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Ｂ 普通科 名古屋市科学館研修

(1) 仮説 
 
名古屋市科学館の学芸員に協力していただき、その専門分野の講義を通じて、普段の授業では扱わな

い自然科学や科学技術の分野について、興味・関心を高め、身近なものから地球規模の現象を理解する

態度を育成することができる。プラネタリウムを通して宇宙の大きさなどの天文分野の内容や、天体観

測の歴史、現代の人間生活と星の見え方などについて知見を深めることができる。 
 

(2) 内容・方法 
 

・ （木） ： ～ ： 普通科 年生 名対象 鯱城ホール、名古屋市科学館

・学芸員から「どんぐりをめぐる生き物たちの戦略」という講義やプラネタリウムの鑑賞を行った。

(3) 検証 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
講演の内容は、昨年より難しいと回答した生徒が増加した。しかし、テーマとなっていたのが「星」

と「石」ということで、身の回りに疑問や発見があふれていることを実感することができた。中には「日

常から疑問をいかに見出すか」という視点の持ち方がこれからの研究活動に生かせると答えていた生徒

もおり、研究活動に対する意識を向上することに繋がる経験であった。 
 
 
Ⅲ 高校生によるサイエンスレクチャー 【探究普及】

 (1) 仮説 
小学校との連携による出前講座の実施や交流を通して、自ら科学的に物事を考え行動する力や自己

表現能力、コミュニケーション能力を高める。 
 
(2) 内容・方法 

名古屋市立御器所小学校の児童（第 6 学年 84 名）を招待し、本校生徒が講師となり科学に関する

テーマについて実験等を交えて講座を実施した。

対象学年：国際科学科 第 1 学年 40 名 実施日時：令和 3 年 12 月 9 日(木) 13:30～14:30 
 
 
 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

この体験が将来に役立つと思うか？
今後の研究活動に役立つと思うか？

普段学べないことを学べたと思うか？
さらに調べてみたいと思ったか？
新たな発見や疑問はあったか？

内容は理解できたか？
内容が難しいと思ったか？

内容への興味関心が深まったか？

そう思う どちらかというとそう思う あまりそう思わない 思わない
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グループ 講座名 内容 

A 
物理実験室 

光る水の不思議な足し算 水を混ぜて光らせるだけで色が変わる！君も

光の足し算に挑戦だ！

物理のチカラで宙に浮ける？
宙に浮いてみたいって思ったことある？空気

の力を体験しよう！

あなたの知らない空気のチカラ！
私たちの身近にある空気。そんな空気が色々

なモノを変形させちゃう！？

B 
化学実験室 

ハイテンションなお水にご注意ください
ざわ…ざわ…なんだか水槽が騒がしい…起爆

剤を入れると…わー！！

プラナリアについて知ろう
プラナリアの再生能力について、３分クッキ

ング方式で学ぼう！

34，781，152 これって何の倍数？
「それ、 の倍数だよ。」見た瞬間にわかる

方法、伝授します。

C 
生物実験室 

液体窒素で科学者気分を味わおう！
液体窒素って本当に危ないの？！実験するし

かない！！！！

君は自分の感覚を信じることができるか？！
普段感じていることが本当に正しいのか確か

めてみよう！！

あら不思議！？ペットボトルに雪の結晶！
息を吹き込んだら雪ができたー！君もエルサに

なってみない？

D 
地学室 

浮力のふしぎ
アルミニウムを使って、浮力のしくみを学ん

でみよう！

低温の世界をのぞいてみよう！
液体窒素にいろんな物を入れて、変化のしか

たを見てみよう！！！！！

九九を図で表すと？？
九九でできる図形はどのようなものか、実際

に書いてみよう！

(4) 検証 
 

参加した小学生に対するアンケート 

 
 
講座のテーマ選びから実験準備まで生徒自身が主体となって行ったことで、グループごとに寸劇やスラ

イドを取り入れるなど様々な創意工夫がみられ、表現能力やコミュニケーション能力を高めることができ

た。アンケート結果より、内容は少し難しい部分もあったが、高校生の説明はおおむね理解でき、科学へ

の興味がわくものであったことがわかる。小学生にもわかりやすい導入からスタートして、本格的な科学

内容に触れるように講座の展開を工夫することで、科学的に物事を考えそれを人に伝える力を養うことが

できた。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生の説明は理解できましたか？

理科は好きですか？

理科について興味はわきましたか？

内容は難しかったですか？

はい どちらかというとはい どちらかというといいえ いいえ
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内容に触れるように講座の展開を工夫することで、科学的に物事を考えそれを人に伝える力を養うことが

できた。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生の説明は理解できましたか？

理科は好きですか？

理科について興味はわきましたか？

内容は難しかったですか？

はい どちらかというとはい どちらかというといいえ いいえ
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１１１１ ＫＫＧＧＳＳ（（ ））連連携携

Ａ ＫＧＳ講演会、ＫＧＳ施設訪問 【探究基礎力・高大接続】

(1) 仮説  
  大学や企業等の研究施設との連携を通し、科学と日常生活のつながりや社会の中で科学技術の

果たす役割を認識し、様々な事物を科学的に捉え行動する力が高められる。また、自分の興味関

心の高い分野だけでなく幅広い分野に触れることで、探究心・探究力を向上させることができる。 
 (2) 内容・方法 

＊ ＫＧＳ講演会

KGS(Koyo Global Science)連携として、外国人博士が自らの研究テーマを説明する講演会を国際科学科

1・2年生全員および普通科1・2年生の希望者を対象に行った。  
 日程 講座 講師 参加生徒

a 12/17(金) 
JSPSサイエンスダイアログ 
『マイクロ・ナノ構造光学素子の
大面積ガラス成形における原子
スケールの界面制御』 

慶応義塾大学 
Lin ZHANG 博士  
中国出身 

第2学年 37名 

b 12/20(月) 
JSPSサイエンスダイアログ 
『イネの根における酸素漏出バ
リア形成の遺伝学的・生理学的調
節機構の解明』 

名古屋大学・大学院生命農学研究科  
Juan D. JIMENEZ SERNA 博士 
コロンビア出身 

第1学年 39名 
普通科希望者9人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サイエンスダイアログ サイエンスダイアログ
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＊ KGS施設訪問 一覧 

日程 講座 参加生徒

d 7/13(木) ヤマザキマザック株式会社 美濃加茂製作所 第2学年 40名 

e 7/27(火) 大学共同利用機関法人自然科学研究機構 
核融合科学研究所 第1学年 40名 

f 8/19(木) 瑞浪市化石博物館 第1学年 40名 
 
 
d ヤマザキマザック株式会社  
国際科学科 2 年生 1 クラスを対象とし、工作機械メーカーであるヤマザキマザックが設立した工作機械

博物館と美濃加茂製作所を見学した。博物館では、少人数のグループに分かれ解説をしていただきながら、

産業革命以降の工業の歴史を学んだ。また、美濃加茂製作所では、普段目にしている製品をつくるための工

作機械をつくる大規模な製造ラインを見学することができた。 
また、本校を卒業した技術者の方の講演を聴き、その後の質疑応答を行った。博物館に展示された工作機

械や製造ラインに関する質問だけでなく、自分の専門や進路をどのように決めたかなどの質問も飛び交う

有意義な時間となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
e 核融合科学研究所 
国際科学科１年生の希望者を対象に、核融合研究所を訪問した。はじめに核融合についての講義を聴き、

その後４つのグループ（プラズマ閉じ込め模擬実験、プログラミングと可視化、マイクロ波加熱の実習、プ

ラズマ放電）に分かれ、実験・実習を行った。最後にグループ研修の結果を全体で発表し、事後レポートを

作成した。講演では１年次には履修しない物理分野の基礎に触れ、実際の研究者の生活や論文の書き方など

についても知ることができた。
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瑞浪市化石博物館

国際科学科 1 年生 1 クラスを対象とし、瑞浪市化石博物館にて研修を行った。午前中は博物館にて化石

発掘の過程や方法、瑞浪市で実際に発掘された化石をもとに当時の瑞浪市がどのような環境であったかな

どについての講義を受けた。午後は博物館近くの河川敷で実際に発掘作業を行う予定であったが、雨天中止

となった。その代替として地層観察を行い、柱状図を作成した。 
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g グローバルサイエンスキャンプ 
 ＊ 研修訪問先：名古屋市野外学習センター名古屋大学大学院 

生命農学研究科附属フィールド科学教育研究センター稲武フィールド 
＊ 講師：名古屋大学大学院生命農学研究科 准教授 梶村 恒 氏 
＊ 実施日時：令和3年10月27日（水）、28日（木）  
＊ 受講生徒：国際科学科 第1学年 40名  
＊ 研修内容の概略：講義のあと、森林の階層構造の観察、シャーマントラップによるネズミの捕獲と種

の同定や定点観測カメラによるフィールドワークを実施した。その後、調べた内容

を各グループが英語でまとめる作業を行った。翌日はそれぞれのグループが自分た

ちの研究内容を10分間の英語によるプレゼンテーションでまとめた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) 検証 
  研究機関や大学、企業等との連携を通し、様々な体験をさせていただいた。アンケートの結果

から見ると、生徒たちの多くが新たな疑問をもち、発見をしていることが分かる。学校だけでは

学ぶことのできない先進的で専門的な内容にふれ、生徒たちの学問的、科学的な視野を広げる大

変有意義な機会となったことは間違いない。 
今後の課題としてはこれらの貴重な体験を通して、より自分たちの知識を用いて、興味を持つ

分野だけでなく、少しでも疑問に感じたことに対して積極的に向き合っていける力を身に付けら

れるようにしていきたい。
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Ｂ KGS（Koyo Global Science）研究室体験 【高大接続】

(1) 仮説 
大学や研究施設等との連携を通して、科学と日常生活のつながりや社会の中で科学技術の果たす役割

を認識し、様々な事物を科学的に捉え行動する力が高められる。また、少人数で大学での研究を体験する

ことによって、自分の選択した分野の専門性を高め、より具体的に理数系の進路をイメージすることがで

きるようになる。 
 

(2) 内容・方法 
国際科学科2年生の生徒40名が大学の研究室に訪問し、２～４日間の研究室体験を行う。生徒は、下

表の９つの講座から、１つ選んで参加し、後日、研修内容のレポートを作成する。 

 分野 講座 日程 講師 人数 
講座内容 

a 

脳神経 
生理学 

脳内出血モデルの運動障害と

病態を観察する 
8/16・19 
8/23・26 

名古屋市立大学 医学研究科 
教授 飛田秀樹, 准教授 田尻直輝、

講師 清水健史, 助教 上野新也 
3名 

ラット脳内出血モデルにおける障害運動機能の変化を観察する。また脳内で生じる病態反応も免

疫染色法を用い観察する。 

b 
物理学 雪の結晶の作成実験 8/23・24 名古屋市立大学 総合生命理学部 

准教授 三浦均 3名 

雪の結晶の形や大きさが温度や水蒸気量などによって変化することを体験し、結晶を調べること

でそれがどのような環境で成長したのかを読み取ることができることを学ぶ。 

c 天文学 天文観測データの解析 7/28・29 名古屋市立大学 総合生命理学部 
教授 杉谷光司 3名 

天文観測データをコンピュータを使って解析を行う。 

d 
情報 スマートフォンで戦車の動き

データ取得と操作 8/16・17 名古屋市立大学 総合生命理学部 
准教授 渡邊裕司 4名 

Raspberry Piと ICチップを組み込んだラジコン戦車を実際に作成する。戦車に搭載された加速

度センサから動きデータを取得しつつ戦車を操作し、Javaで書かれたそのアプリの改変を試みる。 

e 
化学 光と色と分子構造に関する化

学実験 7/27・28 名古屋市立大学 総合生命理学部 
准教授 片山詔久 8名 

色素の可視紫外吸収スペクトルを測定して、色と光の関係やpH変化に伴う化学構造の変化を考

える。さらに、赤外光を使って、分子の構造を「観る」ことで、量子化学の一端に触れる。 

f 
化学 医薬品に関連した核酸関連化

合物の合成と分析 8/5・6 名古屋大学大学院 創薬科学研究科 
准教授 兒玉哲也 4名 

核酸関連化合物（ヌクレオシド、ヌクレオチド、核酸）は医薬品として広く利用されている。ここで

は、ヌクレオシドの化学合成とその解析を通して、医薬品合成の一端を体験する。 

g 
地学 火成岩の薄片観察と主要化学

組成分析 8/23・24 名古屋大学大学院 環境学研究科 
教授 竹内誠, 准教授 淺原良浩 5名 

火成岩の岩石薄片を作成し，偏光顕微鏡で観察して，火成岩を構成する鉱物の種類と割合を求め

る。実際に火成岩の主要元素について蛍光X線分析装置を用いて推定した化学組成と比較する。 

h 
物理学 ロボットプログラミングに挑

戦！  8/3・4 名古屋工業大学 工学部 
助教 佐藤徳孝 5名 

研究室内のロボット（DJI RoboMaster S1を予定）を対象に、ロボット工学の基礎に関する座学、生

徒自らが動かしたい動作を実現するためのプログラミング実習を行う。 

i 
数学 数学「研究」入門 8/25・26 名城大学理工学部 数学科 

准教授 前野俊昭 5名 

数学を自分でも「研究」してみたいという人のために、どのような発想を手掛かりにすればよい

か、高校数学で扱われる関数や、曲線のような図形の話、整数の性質等を題材に紹介する。 
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d. スマートフォンで戦車の動き  f. 医薬品に関連した核酸関連 g. 火成岩の薄片観察と

データ取得と操作 化合物の合成 分析主要化学組成分析

 
 
(3) 検証 
下記の表は研究室体験後にとったアンケート結果を、昨年度の国際科学科２年生の結果と比較したものである。ま

ず、ア、エ、オの質問において肯定的な回答が 100%を占めており、研究室によって科学技術への関心が高まったと

いえる。また、イの回答では研修内容が難しいと感じている生徒が85%いるものの、ウの質問でおおむね理解できた

とする生徒が84%であるため、研修内容の難易度についても適切であると考えられる。 
コロナウイルスの影響により、１大学・４講座からの選択で１日実施した昨年度と比べると、今年度は４大学・９

つの講座から生徒自身の希望を反映して研究室を割り振ることができ、かつ２～４日間まとまった実習をすることが

できた。カの項目で90%近くが進路選択の参考になったと回答しており、興味のある専門的な分野で研究の手順を実

際に体感したことは、具体的に将来の理数系進路を考える貴重な機会となったといえる。 
 

 
 
 
 

アンケート項目 
ア 講座後、内容についての興味や関心が深まったか？ 
イ 研究室体験で取り扱った内容は、難しいと思ったか？ 
ウ 研究室体験の内容は、理解できたか？ 
エ 新たな発見や疑問はあったか？ 
オ さらに自分で深く調べたいと思う事柄はあったか？ 
カ 自分の進路選択の参考になったか？ 
キ 今後も，今回のような講座に取り組みたいと思うか？ 
 

生徒アンケート自由記述欄より 
・内容は難しかったが、新しい実験器具を使うことができ

たり、大学の機械を見ることができたりして良かった。実

験の過程でも自分で考えながらできたと感じた。 
・医薬品は私が今将来進みたいと思っている方向なので、今

後役立つ貴重な機会となった。 
・高校の実験ではやらないような高度で複雑な実験ができて

とても新鮮だった。しっかりと復習して説明できるようにし

たい。 
・大学生が授業で扱う内容をそのままやってもらえて、とて

も専門的なところまで踏み込むことができて楽しかった。二

日間かけて行ったため時間に余裕があり、先生や大学生の方

とゆったり会話できたのも楽しかった。 
・現在の研究は紙ではなく、コンピュータを用いることが主

体になる。今回の経験は大きな収穫になった。 
・本格的な動物実験ができたのでとても楽しかった。自分の

興味がある医学系の研究室体験を通して、より医学に興味を

持った。 
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生徒アンケート自由記述欄より 
・内容は難しかったが、新しい実験器具を使うことができ

たり、大学の機械を見ることができたりして良かった。実

験の過程でも自分で考えながらできたと感じた。 
・医薬品は私が今将来進みたいと思っている方向なので、今

後役立つ貴重な機会となった。 
・高校の実験ではやらないような高度で複雑な実験ができて

とても新鮮だった。しっかりと復習して説明できるようにし

たい。 
・大学生が授業で扱う内容をそのままやってもらえて、とて

も専門的なところまで踏み込むことができて楽しかった。二

日間かけて行ったため時間に余裕があり、先生や大学生の方

とゆったり会話できたのも楽しかった。 
・現在の研究は紙ではなく、コンピュータを用いることが主

体になる。今回の経験は大きな収穫になった。 
・本格的な動物実験ができたのでとても楽しかった。自分の

興味がある医学系の研究室体験を通して、より医学に興味を

持った。 
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１１２２ 知知のの探探訪訪 連連携携 【探究基礎力】

(1) 仮説 
  大学や企業等の研究施設との連携を通して、科学と日常生活のつながりや社会の中で科学技術

の果たす役割を認識し、様々な事物を科学的に捉え行動する力が高められる。また、自分の興味

関心の高い分野だけでなく幅広い分野に触れることで、探究心・探究力を向上させることができ

る。 
 

(2) 内容・方法 
Ａ 知の探訪 講演会

12/16（木）に宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）広報部 特任担当役 宮里光憲氏にオンライン

上で講演をしていただいた。『宇宙開発について』というテーマでスペースシャトルの開発や宇宙旅

行の現状と今後の展望等について流行を交えてお話いただき、本校一年生360人が参加した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 知の探訪 理科フィールドワーク

８/18（水）に豊橋市自然史博物館で研修を行った。動物園では、そこで飼育されている動物たちの

骨格の特性を学び、博物館内では標本を使った講義やバックヤード見学を行った。本校から国際科学

科と普通科を合わせて、21名が参加した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 知の探訪 宿泊研修

新型コロナウイルスの影響で中止
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(3) 検証 
今年度も新型コロナウイルスの影響によっていくつかの研修が中止となってしまった。しかし幸

いなことに、前年度と同様に JAXAによる講演会や豊橋市自然史博物館での研修は行うことができ

た。 
 

 
 

 
※※上上ののググララフフがが 22002200年年度度、、下下ののググララフフがが 22002211年年度度  

 
 

グラフからわかる通り、昨年度と今年度で大きく違う点はない。国際科学科だけではなく、普通

科の生徒たちも科学的な分野に対して高い関心を持っていることが改めて確認できる。 
しかし、「さらに自分で調べてみたいか？」という要素に関しては「そう思う。」と答えた生徒の

割合が他の要素と比べて低い。前年度よりもその割合が増えたものの、依然少ないことには変わりは

ない。 
また、豊橋市自然史博物館での研修では、国際科学科の生徒16名が参加しているのに対して、普

通科の生徒は 5名しか参加していない。 
これらの点から、国際科学科の生徒だけでなく、普通科の生徒においても様々なことに興味や関心

をもち、それを原動力として自分で調べ、探究していく力をどのようにして身に付けさせるか、これ

が今後の課題につながりそうだ。 
 
 
 

 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

今後もオンラインでの講演を望むか？

自分の将来に役立つと思うか？

今後の研究活動に役立つと思うか？

さらに自分で調べてみたいと思ったか？

内容が理解できたか？

興味関心が深まったか？

JAXA講演会 事後アンケート

そう思う どちらかといえばそう思う あまり思わない 思わない

― 58 ―



58 
 

(3) 検証 
今年度も新型コロナウイルスの影響によっていくつかの研修が中止となってしまった。しかし幸

いなことに、前年度と同様に JAXAによる講演会や豊橋市自然史博物館での研修は行うことができ

た。 
 

 
 

 
※※上上ののググララフフがが 22002200年年度度、、下下ののググララフフがが 22002211年年度度  

 
 

グラフからわかる通り、昨年度と今年度で大きく違う点はない。国際科学科だけではなく、普通

科の生徒たちも科学的な分野に対して高い関心を持っていることが改めて確認できる。 
しかし、「さらに自分で調べてみたいか？」という要素に関しては「そう思う。」と答えた生徒の

割合が他の要素と比べて低い。前年度よりもその割合が増えたものの、依然少ないことには変わりは

ない。 
また、豊橋市自然史博物館での研修では、国際科学科の生徒16名が参加しているのに対して、普

通科の生徒は 5名しか参加していない。 
これらの点から、国際科学科の生徒だけでなく、普通科の生徒においても様々なことに興味や関心

をもち、それを原動力として自分で調べ、探究していく力をどのようにして身に付けさせるか、これ

が今後の課題につながりそうだ。 
 
 
 

 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

今後もオンラインでの講演を望むか？

自分の将来に役立つと思うか？

今後の研究活動に役立つと思うか？

さらに自分で調べてみたいと思ったか？

内容が理解できたか？

興味関心が深まったか？

JAXA講演会 事後アンケート

そう思う どちらかといえばそう思う あまり思わない 思わない

59 
 

第第５５章章 そそのの他他のの取取りり組組みみ  

１１３３ 科科学学技技術術・・理理数数系系ココンンテテスストト・・科科学学オオリリンンピピッックク等等へへのの参参加加促促進進  
  (1) 仮説 

校内での活動の枠を超えてコンテストや発表会に応募・参加することによって、より高い水準で探究力

や理解を深めたいという意欲を創出できる。 
 

(2) 内容・方法 
a 科学技術・理数系コンテスト応募 
国際科学科３年生が「KGS 研究Ⅱ」「KGS 研究Ⅲ」でまとめた論文を、各種コンテストへ応募す

る。 
 
令和３年度 課題研究 受賞結果 

ユリ班 
第 62 回日本植物生理学会年会 高校生生物研究発表会＜優優秀秀賞賞＞ 
日本植物学会第 85 回大会 高校生研究ポスター発表＜優優秀秀賞賞＞ 
第 65 回日本学生科学賞愛知県展＜最最優優秀秀賞賞＞ 

界面班 2021 年度 SSH 生徒研究発表会＜ポポススタターー賞賞＞ 
第 65 回日本学生科学賞愛知県展＜優優秀秀賞賞＞ 

珪藻土班 第 12 回坊ちゃん科学賞＜佳佳作作＞  
光触媒班 第 16 回筑波大学 科学の芽＜努努力力賞賞＞ 
音波共鳴班 第 20 回神奈川大学 全国高校生理科・科学論文大賞＜努努力力賞賞＞ 

 
また、今年度は本校が第 65 回日本学生科学賞中央審査において学学校校賞賞を受賞した。 

 
b 科学オリンピックへの参加 
国際科学科 2 年生は全員いずれかの科学オリンピックに参加する。また、全校生徒に向けて、科

学オリンピックの応募方法を紹介し参加を促している。 
また、昨年の化学オリンピックにて金賞を受賞した国際科学科３年生１名が、日本代表として国

際大会へ出場し銀賞に輝いた。また、その功績により文部科学大臣賞を受賞した。 
 
過去 5 年間の科学オリンピック参加者総数 

年度 R3 R2 R1 H30 H29 
参加者数 47 48 85 70 81 

 
 

a 日本学生科学賞愛知県展 最優秀賞  ユリ班               b 化学オリンピック銀賞 
日本学生科学賞中央審査 学校賞 文部科学大臣賞 
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c「名大 MIRAI GSC」「名大みらい育成プロジェクト」 
 名古屋大学が主催する以下の 2 つのプロジェクトについて全生徒へ告知し、参加を促している。今

年度は GSC に 14 名、みらい育成プロジェクトに 3 名が参加し、そのうち 3 名が最終の第３ステー

ジまで進むことができた。 
 
①名大 MIRAI GSC 未来の博士人材育成プログラム 
目的：高校生に博士人材として世界で活躍するビジョンを描かせ、近未来の科学・技術の世界を牽引 

することができるグローバルリーダーを養成する。 
企画の概要 

第１ステージ 講義形式の授業を１日に２テーマ行い、発想力を問う課題を出題する。それに

対する解答の評価により、50 名程度が第２ステージへ進出する。 
第２ステージ 研究室に所属し、２人のペアを組んで実験・実習の研修を行う。研究の成果発

表会を実施し、20 名程度が第３ステージへ進出する。 
第３ステージ 米国ノースカロライナへ研修旅行を行い、海外の伝統ある大学の教育と研究に

触れるとともに、各自の研究成果を海外の聴衆に対して英語で発表する。 
 
②名大みらい育成プロジェクト－国際環境で地球規模の問題に挑戦する－ 
目的：状況を分析する力、計画を立案する力、解決案を描く力、多様性を理解し受け入れる力など

を涵養し、総合的な問題解決能力を高める。また、英語によるコミュニケーション能力を伸ば

し、地球規模の問題の解決に向けて国際的に活躍できるリーダー人材の育成を目指す。

企画の概要

第１ステージ 「地球規模の問題の特徴を理解する」ことをテーマとし質疑応答・筆記課題に

より英語の理解力、テーマを要約する能力、表現力、論理性などを評価する。

第２ステージ 「問題解決の手法を学ぶ」をテーマに、４人で１つのチームを組み、留学生か

ら英語による指導を受けながら、問題解決のグループ演習を行う。 
第３ステージ 海外研修では、世界規模問題に向けたヨーロッパの先進的な取り組みについて

現地で学び、さらに高校で自分たちの研究成果を英語発表する予定である。 
 
 

(3) 検証 
科学技術・理数系コンテストでは、上級生の研究をさらに深めたユリ班などが専門学会でも評価されたこ

とに加え、今年度の生徒が自らテーマを立ち上げ研究を行った界面班・珪藻土班・光触媒班・音波共鳴班な

どが受賞することができた。全てのグループがコンテストに応募することを目標に論文を作成したことで、

生徒の意欲は高まり、質の高い論文を仕上げることにつながったと考えられる。また、日本学生科学賞中央

審査おいて全国で１つしか与えられない「学校賞」表彰を受けたことは、これまでの本校の課題研究が全国

の中でも高いレベルであることを示している。 
 
国際化学オリンピックの日本代表に選ばれた生徒が出たことは、大変すばらしい成果であった。さらに国

際科学科３年の生徒が下級生向けに科学オリンピック講座を開くという自主的な活動も見られた。 
科学オリンピックへの参加者は、昨年度と同様に減少傾向にあったが、これは普通科の受験生がほとんど

いなくなったことが原因の１つだと考えている。今後は普通科の生徒への告知の仕方を見直すとともに、よ

り高い水準で科学を学ぶ国際科学科の気風を普通科に広めていくことが重要である。 
 
今年度特筆すべきこととしては、「名大 MIRAI GSC」「名大みらい育成プロジェクト」において、国

際科学科 2年の 1クラスから 3名が第 3ステージまで進出したことである。上記にプロジェクトの概要をま

とめたが、このプロジェクトの過程では、科学的な知識以外にも、自分の意見を表現する力やグループで協

力し合い成果をまとめていく力が必要である。国際科学科の SSH 科目において日常の授業内での英語プレ

ゼンテーションやグループ研究を行っていることで生徒の力が養成され、それがこのようなプロジェクトで

成果として表れたのだと感じる。
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c「名大 MIRAI GSC」「名大みらい育成プロジェクト」 
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より英語の理解力、テーマを要約する能力、表現力、論理性などを評価する。

第２ステージ 「問題解決の手法を学ぶ」をテーマに、４人で１つのチームを組み、留学生か

ら英語による指導を受けながら、問題解決のグループ演習を行う。 
第３ステージ 海外研修では、世界規模問題に向けたヨーロッパの先進的な取り組みについて

現地で学び、さらに高校で自分たちの研究成果を英語発表する予定である。 
 
 

(3) 検証 
科学技術・理数系コンテストでは、上級生の研究をさらに深めたユリ班などが専門学会でも評価されたこ
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の中でも高いレベルであることを示している。 
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いなくなったことが原因の１つだと考えている。今後は普通科の生徒への告知の仕方を見直すとともに、よ

り高い水準で科学を学ぶ国際科学科の気風を普通科に広めていくことが重要である。 
 
今年度特筆すべきこととしては、「名大 MIRAI GSC」「名大みらい育成プロジェクト」において、国

際科学科 2年の 1クラスから 3名が第 3ステージまで進出したことである。上記にプロジェクトの概要をま

とめたが、このプロジェクトの過程では、科学的な知識以外にも、自分の意見を表現する力やグループで協

力し合い成果をまとめていく力が必要である。国際科学科の SSH 科目において日常の授業内での英語プレ

ゼンテーションやグループ研究を行っていることで生徒の力が養成され、それがこのようなプロジェクトで

成果として表れたのだと感じる。
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１１４４ 科科学学部部のの活活動動のの更更ななるる充充実実  
  (1) 仮説 

 校内での活動に留まらず、外部の発表会やコンテストに参加・応募することによって、より高い水準で

理解を深めたいという意欲や探究心を養うことができる。また、発表・質疑応答・議論する機会を増やす

ことで、多面的に考えて視野を広げ、プレゼンテーション能力を高めることが可能となる。さらに、他校

と交流する機会を設けることで他校の実践からも刺激を受け、自身の研究に生かして研究の発展が期待

できる。昨年度からのコロナ禍において、発表会もオンライン開催のものが増えているが、対面での発表

と同等の効果が得られるのかについても研究する。 
 
(2) 内容・方法 

A 各種研究発表会、論文コンテストへの応募および受賞歴について 
科学部では今年度、以下の表のような発表会や論文コンテストに応募した。9 月に新型コロナの影響

によりオンライン授業となり、活動を制限せざるを得なかった。 
 

各種研究発表会 および 論文コンテスト 参加班 
課題研究交流会 

（オンライン発表） 
コマ班、スターリングエンジン班、 

デンプン班、ミドリムシ班 
第 5 回東海学院大学 

東海地区理科研究発表会（オンライン発表） 
デンプン班＜＊優秀賞＞、コマ班、 

ミドリムシ班 
高校生による科学の祭典 

名古屋市科学館主催 口頭発表 
コマ班、スターリングエンジン班、 
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④④ 実実施施のの効効果果ととそそのの検検証証  

１１ 生生徒徒のの変変容容  
＜＜自自己己評評価価アアンンケケーートトにによよるる評評価価＞＞  

 
 

 
 
 
 
令令和和３３年年度度のの自自己己評評価価アアンンケケーートトのの結結果果にによよるる効効果果のの検検証証  
 

（１）国際科学科１年生に関する分析Ⅰ（普通科１年生との比較：次ページ左のグラフ） 
アンケートにおいて「大変増した」という回答が50%を超える項目について、以下で考察する。 

 
① ア 未知の事柄への興味・関心（好奇心） ・ イ 真実を探って明らかにしたい気持ち（探究心） 

国際科学科では「KGS研究Ⅰ」の授業を通して、はじめから結論が分かっているわけではない実験を探

究的に取り組む講座を実施している。また、博物館研修や核融合研究所訪問などを通して、幅広い分野で現

在研究者たちが未知の事柄を解明するために日々取り組んでいる姿に触れている。そのような経験から、自

らも答えのわからない問題へ向かう好奇心や探究心が育まれているものだと考えられる。 
 
② ケ いろいろなことに挑戦したい気持ち（チャレンジ精神） 

グローバルサイエンスキャンプでのフィールドワークや博物館・研究所でのグループワークでは未知の

科学分野に触れる良い機会である。座学でなく、仲間と協力しながら手を動かし、体感的に課題に取り組む

ことで、知らなかった分野の新しい魅力に気づくことができ、チャレンジする楽しさを感じられた。 
 
③ シ 物事を論理的に考える力（論理的思考力） 

「KGS研究Ⅰ」では、グループで考察した過程や自分の発想を表現することを重視して授業を構成して

いる。レポートでも失敗を恐れず自身で考えた過程を書くことで、常に自分の頭で筋道を立てて考える習慣

をつけるようにしている。 
 
④ ソ 成果を発表し伝える力及び表現力（レポート作成・プレゼンテーション能力） 

今年度の国際科学科１年生は入学当初から発表することが不得意な生徒が多く、研修地の成果発表や英

語プレゼンテーションでは言葉に詰まる姿もよく見られた。であるからこそ、多くの発表機会を経験し、そ

の都度、指導を受け反省を重ねたことで、プレゼンテーション能力が大変増したと感じた生徒が多かったの

ではないかと思う。しかし、まだ人前で発表することが苦手な生徒は多いことから、残りの２年間でも発表

指導に力を入れていく必要がある。 
  
（２）国際科学科１年生に関する分析Ⅱ（昨年度国際科学科１年生との比較：次ページ右のグラフ） 

昨年度の国際科学科１年生と比較すると、全体として肯定的な意見が減っている。特に、「大変増した」と

いう回答が昨年度の半分以下になっているのが以下の５項目である。 
タ 他者と円滑に意思の疎通が行える能力（コミュニケーション能力） 
チ グローバルな視野に立ち自分の意見を発信し意見交換する力 
テ 積極的に英語を活用しようとする気持ち 
ナ 英語によるコミュニケーション能力・表現力 
二 実践的な英語運用能力 

新型コロナウイルスの影響で海外研修や留学生受け入れなどが激減している中で、英語能力をどのように

実践的に身に着けさせるか、国際性をどのように育んでいくかは目下の課題である。オンライン交流や外国人

講師のとの会話の機会をより多く設けるなどコロナ禍での対策を考えたい。  

アンケートの実施方法・実施状況

実施時期 ： １２月

対象 ： 第１ 第２年の普通科・国際科学科

設問形式 ： 事業全体の効果を検証する段階選択肢（項目は次ページ参照） 
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（３）国際科学科２年生に関する分析Ⅰ（普通科２年生との比較：次ページ左のグラフ） 
アンケートにおいて「大変増した」という回答が50%を超える項目について、以下で考察する。 
 
① ア 未知の事柄への興味・関心（好奇心）・イ 真実を探って明らかにしたい気持ち（探究心） 

ケ いろいろなことに挑戦したい姿勢（チャレンジ精神） 
２年生にとって大きな経験となったのは、夏休みの大学研究室体験である。２～４日という期間で実際の

研究室で行っていることを体験し、大学での学びの面白さを感じたことで、自身の進路について多くの選択

肢があることに気づき、これまで知らなかった分野へも挑戦する気持ちが芽生えたと考えられる。また、多

くの生徒が知らなかったヤマザキマザックという工作機械メーカーの研修では、日本の技術力の高さを実

感し、本校卒業生が技術研究者として活躍していることに感銘を受けた生徒も多かった。 
 
② ウ 自分から取り組もうとする姿勢（自主性）・キ 周囲と協力して取り組む姿勢（協調性） 

「KGS研究Ⅱ」では、実験の目標や方法から3~4名のグループで話し合いながら研究を進めていく。自

分の意見を表現し、また、他者の意見を取り入れながら実験を計画し、作業を分担していくことルーブリッ

ク評価にも取り入れており、生徒も自主性と協調性の両方を意識して活動をすることができた。 
 

③ テ 積極的に英語を活用しようとする気持ち 
新型コロナウイルスの影響で海外研修は中止となったものの、外国人講師による朝と帰りのショートタ

イムで毎日のように英語を聴き、また、科学英語の授業で英語によるプレゼンテーションを数多くこなし

たことで、英語を日常的に活用する習慣ができたのだと考えられる。サイエンスダイアログでは、講師の

質問に対し、英語が得意不得意にかかわらず、たくさんの生徒が手を挙げて英語で回答する姿がみられ、

英語を用いて海外の講師とコミュニケーションが取れたことは生徒の自信につながった。 
 

⑤ ソ 成果を発表し伝える力及び表現力（レポート作成・プレゼンテーション能力） 
「KGS 研究Ⅱ」では、研究の中間発表として、校内での研究分野ごとに口頭発表を行った。情報を整

理してまとめ、決められた時間内に人に伝わるように発表をすることに苦労しながらも、それがよい練習

となり、他校との交流会「科学三昧」「マスフェスタ」などで堂々と成果発表を行うことができた。また、

中間発表では他のグループによる発表を聞き、活発に質疑応答が行われたこともよい経験となり、聞き手

の立場にたって発表をつくることの大切さを学ぶことができた。 
 
 

（４）国際科学科２年生に関する分析Ⅱ（同生徒団１年時との比較：次ページ右のグラフ） 
昨年度より肯定的な回答が全体に減っている。これは、２年生のグループ研究や大学の研究室体験などで難

易度が上がり、その分、理論的な理解に苦労する場面が増え、１年生の時ほど力がついたと感じにくいからかも

しれない。しかし、全体としては SSH 事業によって能力が「大変増した」「やや増した」という回答が 8 割程

度となっている設問がほとんどで、SSH事業の効果は大きいことが実証されている。 
 
なかでも「大変増した」「やや増した」の割合が２年連続で９割を超えたのが、以下の８項目であった。 
イ 真実を探って明らかにしたい気持ち（探究心）） 
ウ 自分から取り組もうとする姿勢（自主性） 
キ 周囲と協力して取り組む姿勢（協調性） 
ケ いろいろなことに挑戦したい姿勢（チャレンジ精神） 
コ 与えられた材料から必要な情報を引き出し活用する能力（リテラシー） 
シ 物事を論理的に考える力（論理的思考力） 
ス 問題を発見する力（問題発見能力） 
セ 問題を解決する能力（問題解決能力） 

これらの能力は文部科学省がこれからの社会が求める人材として挙げているものと重複しており、本校 SSH
の目標である「世界に貢献できる科学技術系人材の育成」にもよく当てはまっている。国際科学科でのSSH事

業の効果を生徒が実感していることがわかる。一方で、生徒の多くの研修レポートやプレゼンテーションの作

成を抱えることによる負担も大きいことは問題で、課題が増えすぎないよう工夫することも求められている。 
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これらの能力は文部科学省がこれからの社会が求める人材として挙げているものと重複しており、本校 SSH
の目標である「世界に貢献できる科学技術系人材の育成」にもよく当てはまっている。国際科学科でのSSH事

業の効果を生徒が実感していることがわかる。一方で、生徒の多くの研修レポートやプレゼンテーションの作

成を抱えることによる負担も大きいことは問題で、課題が増えすぎないよう工夫することも求められている。 
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自己評価アンケート結果Ⅱ ※単位：％ 
 

  

ア　未知の事柄への興味・関心（好奇心） シ　物事を論理的に考える力（論理的思考力）

イ　真実を探って明らかにしたい気持ち（探究心） ス　問題を発見する力（問題発見能力）

ウ　自分から取り組もうとする姿勢（自主性） セ　問題を解決する力（問題解決能力）

エ　学んだことを応用する力（応用力） ソ　成果を発表し伝える力及び表現力（レポート作成・プレゼンテーション能力）

オ　観察から気付く力（観察力） タ　他者と円滑に意志の疎通が行える能力（コミュニケーション能力）

カ　物事を見抜く力 （洞察力） チ　グローバルな視野に立ち自分の意見を発信し意見交換する力

キ　周囲と協力して取り組む姿勢（協調性） ツ　国際性（国際感覚，国際的な視野・世界観・倫理観など）

ク　独自の考えで物事を創り出す力（独創性・創造性） テ　積極的に英語を活用しようとする気持ち

ケ　色々なことに挑戦したい気持ち（チャレンジ精神） ト　 海外留学や海外の大学進学に対する興味・関心

コ　与えられた材料から必要な情報を引き出し活用する力（リテラシー） ナ　英語によるコミュニケーション能力・表現力

サ　新しい考え・アイデアを自分で思い付く力（発想力） ニ　実践的な英語運用能力
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（５）普通科１年生に関する分析（次ページ左のグラフ）

「大変増した」「やや増した」という肯定的な意見の割合が多い設問は、順に以下のとおりである。

ア 未知の事項への興味・関心（好奇心）： 85.7% 
ウ 自分から取り組もうとする姿勢（自主性）： 80.9% 
キ 周囲と協力して取り組む姿勢（協調性）： 80.9% 
 

普通科の「SSグローバル探究Ⅰ」では、探究講座により、自分の知りたいことを他人に納得してもらえるよ

うに調査したりまとめたりする方法を学んだ。その上で、自分が自由に設定したなテーマで個人研究を行った

ことで、科学の原点である楽しむことを大切にしながら、好奇心や自主性を育てることができた。 
 
反対に、肯定的な回答の少ないものは、順に以下のようになった。 
 

ト 海外留学や海外の大学進学に対する興味・関心：61.3% 
ニ 実践的な英語運用能力：62.2％ 
ツ 国際性（国際的な視野・世界観・倫理観など）：69.2％ 

 
１年生で行っている名古屋市科学館研修や JAXA 講演会は基礎科学に触れることを重視しているため、英語

教育や国際理解に関する項目で肯定的な意見が少なくなった。希望者による英国研修がコロナウイルスの影響

で中止となったことなども要因の一つであると考えている。 
 
 

（６）普通科２年生に関する分析（次ページ左のグラフと右のグラフ）

「大変増した」「やや増した」という肯定的な意見の割合が多い設問３つは以下の通りである。

キ 周囲と協力して取り組む姿勢（協調性）： 83.5% 
タ 他者と円滑に意思の疎通が行える能力（コミュニケーション能力）： 77.6% 
ウ 自分から取り組もうとする姿勢（自主性）： 77.3% 

 
今年度からスタートした普通科での「SSグローバル探究Ⅱ」では、4名のグループでの研究を行ったことで、

協調性やコミュニケーション能力が伸びたという回答が上位にきた。1 年時の個人研究に比べると研究を進め

ることが難しかったと感じる生徒の声が多かったが、他者と協調しながら取り組む姿勢を育む良い機会となっ

た。 
しかし、研究テーマをSDGｓに絡めて設定したことで伸びると期待していた「チ グローバルな視野」や「ツ

国際性」については１年生と比較しても、昨年度同生徒団と比較してもあまり成長がなかった。３月に他のゼミ

の研究内容を知るポスター発表の機会があるが、それ以前にも国際的な課題について認識を深める研修を設置

するなど、来年度以降の進め方に改善の必要がある。 
 
肯定的な回答の少ないものは、少ない順に以下のようになった。 

 
ト 海外留学や海外の大学進学に対する興味・関心： 48.2% 
ニ 実践的な英語運用能力： 53.7% 
テ 積極的に英語を活用しようとする気持ち： 54.1% 

 
留学や英語に関する項目で肯定的な意見は半数程度にとどまる要因は、１年生と同様に英国研修の中止や、

２年生のサイエンスダイアログなどの参加者が少ないことがあげられる。 
また、同生徒団の１年のアンケート結果との比較をすると「ア 好奇心」や「イ 探究心」が大変増したと回

答した10%以上生徒が減っている。２年生では研究テーマをSDGsに絞って設定したことで、好奇心などを伸

ばしづらかったといえる。しかし、テーマをある程度絞ることで、グループでの探究課題が見つけやすいという

メリットも大きいため、来年度へ向けて研究テーマの設定については今後検討していくこととする。 
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で中止となったことなども要因の一つであると考えている。 
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協調性やコミュニケーション能力が伸びたという回答が上位にきた。1 年時の個人研究に比べると研究を進め

ることが難しかったと感じる生徒の声が多かったが、他者と協調しながら取り組む姿勢を育む良い機会となっ

た。 
しかし、研究テーマをSDGｓに絡めて設定したことで伸びると期待していた「チ グローバルな視野」や「ツ

国際性」については１年生と比較しても、昨年度同生徒団と比較してもあまり成長がなかった。３月に他のゼミ

の研究内容を知るポスター発表の機会があるが、それ以前にも国際的な課題について認識を深める研修を設置

するなど、来年度以降の進め方に改善の必要がある。 
 
肯定的な回答の少ないものは、少ない順に以下のようになった。 

 
ト 海外留学や海外の大学進学に対する興味・関心： 48.2% 
ニ 実践的な英語運用能力： 53.7% 
テ 積極的に英語を活用しようとする気持ち： 54.1% 

 
留学や英語に関する項目で肯定的な意見は半数程度にとどまる要因は、１年生と同様に英国研修の中止や、

２年生のサイエンスダイアログなどの参加者が少ないことがあげられる。 
また、同生徒団の１年のアンケート結果との比較をすると「ア 好奇心」や「イ 探究心」が大変増したと回

答した10%以上生徒が減っている。２年生では研究テーマをSDGsに絞って設定したことで、好奇心などを伸

ばしづらかったといえる。しかし、テーマをある程度絞ることで、グループでの探究課題が見つけやすいという

メリットも大きいため、来年度へ向けて研究テーマの設定については今後検討していくこととする。 
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自己評価アンケート結果Ⅲ ※単位：％ 

２２ 教教員員のの変変容容

＜教員アンケートの結果から＞ 
  

ア　未知の事柄への興味・関心（好奇心） シ　物事を論理的に考える力（論理的思考力）

イ　真実を探って明らかにしたい気持ち（探究心） ス　問題を発見する力（問題発見能力）

ウ　自分から取り組もうとする姿勢（自主性） セ　問題を解決する力（問題解決能力）

エ　学んだことを応用する力（応用力） ソ　成果を発表し伝える力及び表現力（レポート作成・プレゼンテーション能力）

オ　観察から気付く力（観察力） タ　他者と円滑に意志の疎通が行える能力（コミュニケーション能力）

カ　物事を見抜く力 （洞察力） チ　グローバルな視野に立ち自分の意見を発信し意見交換する力

キ　周囲と協力して取り組む姿勢（協調性） ツ　国際性（国際感覚，国際的な視野・世界観・倫理観など）

ク　独自の考えで物事を創り出す力（独創性・創造性） テ　積極的に英語を活用しようとする気持ち

ケ　色々なことに挑戦したい気持ち（チャレンジ精神） ト　 海外留学や海外の大学進学に対する興味・関心

コ　与えられた材料から必要な情報を引き出し活用する力（リテラシー） ナ　英語によるコミュニケーション能力・表現力

サ　新しい考え・アイデアを自分で思い付く力（発想力） ニ　実践的な英語運用能力
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２２ 教教員員・・学学校校のの変変容容

＜教員アンケートによる評価＞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右表は、教職員に対し 12 月に実施し

たアンケート結果を昨年度と比較した

ものである。 
 
 
 

ア～ウのSSHの取り組みが生徒の能力を向上させるために役立つという問いでは、どちらかといえば役立

っているまで含めると9割以上を肯定的な回答が占めており、教職員全体がSSH事業に対して前向きにとら

えていることが分かる。昨年度実施が縮小された名古屋市立大学や豊田工業大学での研究室体験が今年度は

実施できたため、進路選択についての設問でも評価が上がったと考えられる。本校は文系理系の大学から生徒

の自主性を尊重して進路を選ぶように指導しているが、近年理系大学への希望者が増加していることもSSH
の影響であると考えられる。 
また、SSH 事業に期待して入学する生徒が年々増加し、学校の学力レベルが上がっていることが本校の良

いアピールポイントになっており、学校の特色ある教育活動としては肯定的な意見が100%である。学校全体

に学びに向かう熱意の高い生徒が増えたことで、さらにSSH事業の効果が上がる好循環が生まれている。 
 

以下は、SSH科目をこれまで担当したことがあるかという教員アンケートの結果である。 
 
 
 
 
 

昨年度より普通科1年で「SSグローバル探究Ⅰ」、今年度より普通科2年で「SSグローバル探究Ⅱ」が始

まったこともあって、SSH科目に携わったことのある教員は90%を超えた。様々な科目の教員が意見を出し

合うことで、探究活動の幅も広がっており、良い傾向だと考えている。 
 
しかし、その一方で、以下に示すSSH科目の担当経験がほかの授業改善に役立つかという問いに関しては、

否定的な見解も20%程度みられた。 
 
 
 
 
 

今後は、SSH科目を通して ICTの活用法やルーブリック評価について教員が経験を積み、それぞれの教科

へフィードバックできるように、校内研修にも力を入れていくことが必要である。 

アアンンケケーートト項項目目

本本校校 事事業業はは以以下下にに役役立立っってていいるるかか

ア 自然科学への興味関心の向上

イ 問題解決能力の育成

ウ 成果を発表し伝える能力の向上

エ 生徒の進路選択
オ 本校の特色ある教育活動
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２２ 教教員員・・学学校校のの変変容容

＜教員アンケートによる評価＞
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以下は、SSH科目をこれまで担当したことがあるかという教員アンケートの結果である。 
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まったこともあって、SSH科目に携わったことのある教員は90%を超えた。様々な科目の教員が意見を出し

合うことで、探究活動の幅も広がっており、良い傾向だと考えている。 
 
しかし、その一方で、以下に示すSSH科目の担当経験がほかの授業改善に役立つかという問いに関しては、

否定的な見解も20%程度みられた。 
 
 
 
 
 

今後は、SSH科目を通して ICTの活用法やルーブリック評価について教員が経験を積み、それぞれの教科

へフィードバックできるように、校内研修にも力を入れていくことが必要である。 

アアンンケケーートト項項目目

本本校校 事事業業はは以以下下にに役役立立っってていいるるかか

ア 自然科学への興味関心の向上
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オ 本校の特色ある教育活動
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⑥⑥ 校校内内ににおおけけるるＳＳＳＳＨＨのの組組織織的的推推進進体体制制

（１）組織図

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）組織運営の方法

〇 ＳＳＨ研究開発委員会 事事業業計計画画のの立立案案・・事事業業全全体体のの成成果果のの検検証証をを担担うう

2週間に 1回のペースで定期的に会議を行い、事業が計画書通り行えているか、実施後の成果はどう

であったかを検証している。今年度はさらに、次年度から新たに始まる普通科 3年生での探究について

の計画も推進している。 

〇 ＳＳＨ運営推進委員会 主主にに各各教教科科間間のの連連携携をを強強化化すするる

不定期で年に数回開催し、メンバーにはすべての教科の主任が含まれる。特に「探究と他教科との連

携」を強化するための連絡協議を行う。全教科で「探究力向上」を目指す。 

〇 課題研究検討委員会 課課題題研研究究のの成成果果をを検検証証しし、、改改善善をを行行うう

月に 1回のペースで開催し、国際科学科の課題研究を計画し、課題研究に関する成果の検証と指導改

善を目指して協議を行う。 

〇 グローバル探究検討委員会 探探究究のの計計画画のの立立案案・・成成果果のの検検証証をを行行うう

3年間の探究を見通した指導計画を立てる。各学年での成果を見て探究計画の見直しを行う。 

〇 国際科学部 事事業業のの細細かかいい計計画画のの立立案案・・連連絡絡調調整整・・事事務務処処理理をを行行うう

校務分掌の１つであり、校内で実質的に企画運営及び事務処理を行う。

名名古古屋屋市市立立向向陽陽高高等等学学校校

ＳＳＳＳＨＨ運運営営推推進進委委員員会会
名名古古屋屋市市理理数数教教育育連連絡絡協協議議会会

名古屋市教育委員会 
名古屋市科学館 
名古屋市理科教育研究会 など

文文部部科科学学省省

名名古古屋屋市市教教育育委委員員会会

ＳＳＳＳＨＨ研研究究開開発発委委員員会会

名名古古屋屋市市立立高高等等学学校校探探究究指指導導研研究究会会
名古屋市教育委員会
名古屋市立高等学校（ 校）

課課題題研研究究検検討討委委員員会会
（国際科学科の課題研究）

ｸｸﾞ゙ﾛﾛｰーﾊﾊﾞ゙ﾙﾙ探探究究検検討討委委員員会会
（普通科の探究活動）

国国際際科科学学部部
（経理を担当する分掌）

各学年 各教科 各分掌

ＳＳＳＳＨＨ運運営営指指導導委委員員会会

高等学校 小・中学校 大学 博物館 研究機関 企業

高高大大連連携携推推進進協協議議会会
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⑦⑦ 成成果果のの発発信信・・普普及及

「 成果報告会」の開催（ 月 日に開催 ）

＜授業公開＞

〇 普通科1年生「SSグローバル探究Ⅰ」における“探究活動の様子” 
〇 国際科学科1年生「KGS研究Ⅰ」における“探究講座” 
〇 国際科学科2年生「SS科学英語Ⅱ」における英語による研究発表 
〇 国際科学科3年生「SS理数探究Ⅱ」における課題研究のポスター発表 

・上記の授業及び研究成果を愛知県立高校及び、名古屋市立高校等の教員に発表を行った。

・「SS理数探究Ⅱ」では、例年ポスター発表をしていたが、今年度はパワーポイントを利用し、発表を行っ

た。1グループあたりの時間が短いこともあり、全容を把握するには、ポスターによる発表の方がよかっ

たとのご意見が多かった。 

「探究活動成果発表会」の開催（ 月 日開催予定 ）

1 年生の探究活動のまとめとして毎年 3月中旬に体育館で実施している発表会を公開している。今年度は、

これらに加え、2年生の探究活動も各教室でポスター発表を行う予定である。 
＜発表会の公開＞

〇 普通科1年生の各クラス代表者（計8名）による「SSグローバル探究Ⅰ」の研究発表 
〇 国際科学科1年生のクラス代表者2名による「KGS研究Ⅰ」の研究発表 
〇 普通科2年生の各研究班による「SSグローバル探究Ⅱ」のポスター発表 
〇 国際科学科2年生の各研究班による「KGS研究Ⅱ」のポスター発表 

＜探究活動研究協議会＞

探究発表公開後に、本校の探究の取組を中心に他校の教員向けに研究協議会を実施予定 
  

「名古屋市理数教育連絡協議会」（名古屋市教育委員会主催）の開催

本校は、「名古屋市理数教育推進校」として名古屋市の理数教育を先導している。名古屋市立学校（小・中・

高・大）の各発達段階における理数教育に関する連絡協議を行い、更なる連携方法を検討する。

＜今年度の主な協議内容＞

〇 中－高、高－大の教員間の連携強化を目標にした議論

➡ 異校種間の授業交流などを行い、互いの授業改善へ

〇 本校で公開した「サイエンスレクチャー」（P.49参照）の実施内容への高評

➡ 本校生徒の実施学年を昨年度から変更し、 年生が実施しているが評価が高かったため、今後も

この学年で続けていくつもりである。

（国際科学科 年生は、様々な事象に多くの興味関心を抱いており、自由な発想での実験をし、

発表方法にも工夫が見られ大変良かった）

ＷＷＥＥＢＢにによよるる教教材材のの公公開開（（ ❹❹関関係係資資料料 PP..7766～～  PP..  7799 参参照照））

 本校HPに教員向けページを設け、これまでSSH事業で開発した教材の指導案をWEB上に公開している
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⑧⑧ 研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題及及びび今今後後のの研研究究開開発発のの方方向向性性  
特に、以下の4点を重点的に取り組むべきと考えている。

（１） 国際科学科の「課題研究」から普通科の「探究活動」へ

国際科学科の課題研究については、今年度、日本学生科学賞の中央審査において「学校賞」を受賞するなど外

部からも高い評価を得ていると言える。国際科学科でのこのような経験を活かし、昨年度の普通科1年「SSグ

ローバル探究Ⅰ」に続き、今年度は普通科2年において「SSグローバル探究Ⅱ」を立ち上げた。探究の方法や

成果のまとめ方などでは、これまで国際科学科の課題研究で積み重ねた本校の経験が役立ち、スムーズに授業

を展開することができた。一方で、普通科では探究の時間が少なくグループ研究の内容が深まりにくかったり、

１名の教員に対して指導する生徒が多く目が届きにくかったりすることが問題として挙がった。来年度にむけ

てテーマの深め方や教員と生徒間の連絡方法などを改善し、内容の濃い探究サイクルの実現を目指していきた

い。 
 

（２）「探究科目」での指導実践をもとにした「一般科目」へ応用

探究力の育成は、「探究科目」を充実させることに限った話ではない。生徒の探究力を高めるためは、「探究科

目」に限ることなく、すべての科目において、授業の変革を模索していく必要性を感じる。本校ではどの科目の

教員でも普通科の探究授業を担当することができるため、探究活動でグローバルな社会問題などを扱うことで、

一般科目でも各教員が国際的な視野を持って授業内容をより探究的に改変していくことが期待できる。今後数

年をかけて全職員が探究にかかわることで、学校全体の変革につなげていきたいと考えている。

また、普通科の探究でタブレット を利用し授業を行うことで、教員が実践的にＩＣＴの活用方法に触れた

られる点もメリットであると感じている。校内で実施しているＩＣＴ活用研修を受けるだけでなく、実際にタ

ブレットを用いて探究授業を行うことで、ＩＣＴを使うことに慣れ、それを各科目にも広げていくことを今後

さらに推進する。

（３）研究成果の普及について

本校の探究育成プログラムや開発教材を他校に普及することは、 校としての使命である。積極的に探究講

座やルーブリックによる評価法、探究活動の様子、探究発表会などを公開していく。特に、他校から問い合わせ

の多い探究講座の授業動画などについても、 に公開していく予定である。また、名古屋市立高等学校や近隣

の高等学校へ向け、本校で行ってきた探究講座や探究活動の様子などを報告することで、本校の探究育成プロ

グラムや開発教材の普及を行っていきたい。

また、名古屋市立の中学校や小学校に対して、理科実験や を活用した授業などを紹介し、地域の理数教育

の活性化をすることにも尽力したい。

（４）様々な形式での海外交流・理数に関する研修の実現

新型コロナウイルスの影響で、海外の生徒との直接の交流は難しい状況にあり、今年度も海外研修や留学生と

の交流が中止となった。また、福井での博物館研修や 全国大会見学なども中止となっている。このような状

況は今後も続いていくことが予想され、ビデオ会議やリモート講演会など新たな方法を模索していく必要があ

る。今年度、アメリカの高校生とのオンライン発表会や、南京の高校とのオンライン交流会などを行うことがで

きたのは良い経験であった。今後も社会的な情勢をみながら、そのとき可能な方法を模索し、生徒が多くの体験

を通して学ぶことができるプログラムを実現していきたい。
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❹❹ 関関係係資資料料  

１１ 令令和和 年年度度 運運営営指指導導委委員員会会のの記記録録

Ⅰ 運営指導委員 一覧（敬称略）

田中 信夫 名古屋大学 未来材料システム研究所 名誉教授 
武田 一哉 名古屋大学 大学院情報学研究科 教授 
水野 直樹 名古屋工業大学大学院 名誉教授 
飛田 秀樹 名古屋市立大学大学院 医学研究科 教授  
稲毛 正彦 愛知教育大学 教育学部 理科教育講座 教授 
牛田 千鶴 南山大学 外国語学部スペイン・ラテンアメリカ学科 教授 
竹川 慎哉 愛知教育大学 教育学部 学校教育講座 准教授 

Ⅱ 令和 年度 第1回運営指導委員会

日時 令和3年6月30日（水）15：45～17：00 
参加者（敬称略） 

〇運営指導委員：田中信夫、武田一哉、水野直樹、飛田秀樹、竹川慎哉 
〇名古屋市教育委員会：水野基行（主幹）、瀬川堅司（主任指導主事）、伊藤正規（指導主事） 
〇本校：加藤 裕司（校長）、岩永 誠之（教頭）、水野啓子（国際科学科主任） 

林直樹（SSH主担当）、水野彩香（SSH副担当） 
質疑応答 ：運営指導委員 ：管理機関（名古屋市教育委員会） ：本校教員

ググロローーババルル探探究究ⅠⅠににつついいてて

： 探究講座の結論ありきの指導に疑問を感じる。答えのない問題に対して議論するようなスタイルは欧

米の大学ではスタンダードになっているし、パソコンを利用するのであれば、生徒個人がデータを収集

し、考えるスタイルもあるのではないか。

： 自然科学と社会科学とでは、データの扱い方が異なる。データを利用し、ロジカルに物事を考えれ

ば、常に妥当性があるとは限らないことも教える必要がある。

： 利益を出すことが問題の前提条件となっているが、困っている人のために利益を度外視して、社会貢

献をする会社があってもいいのではないか。

研研究究ににつついいてて

： 研究で利用している機械を使いこなせていないように感じた。また、最近の機械は、性能が向上しす

ぎていて、データの桁数をこちらで限定する必要がある。例えば、有効数字 桁までに限定すること

で、細かい誤差を気にせずにのびのびと研究に没頭できるように感じる。

： 高校の範囲を超えた高度な研究内容でよかった。範囲を超えた内容を彼らはどのように学んでいるの

か。

： 彼らは好奇心が旺盛で、高校の範囲にとらわれず、研究に関係のある指導書を見つけると、各自でど

んどん学んでいく。

： 上級生が下級生に教える縦割りの機会を取り入れると良い。「 」という言葉あ

るように下級生に教える機会を与えることで、研究の理解を深めることができる。そういった機会を持

っているのか。

： 部活動を除くとそういった機会は現在与えていない。ただ、学術オリンピックの優秀者が、夏期に下

級生に指導する機会を今年から始める。継続していくかは未知ではあるが続くと良いと思う。
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理理数数探探究究ⅡⅡ

： 研究自体は最先端の分析方法を取り入れ素晴らしい内容ではあるが、その過程で出てくる素朴な疑問

を見逃してはいないだろうか。将来の大きな成果につながる可能性のある身近な疑問にもっと目を向け

ることこそ高校生には大事なのではないだろうか。

また、研究の発表時間を延ばすことはできないだろうか。あまりに時間が短いので、研究が伝わらな

い。

： パワーポイントでの発表に無理があると思う。ポスター発表にしてはどうだろうか。ポスター発表だ

と全体像が把握しやすく、彼らの研究が分かりやすい。

 
Ⅲ 令和 年度 第２回運営指導委員会

(1) 日時 令和4年3月16日（水）11：35～12：35（予定）

(2) 参加者（予定）（敬称略）

〇運営指導委員：田中信夫、武田一哉、水野直樹、飛田秀樹、稲毛正彦、牛田千鶴、竹川慎哉 
〇名古屋市教育委員会：水野基行（主幹）、瀬川堅司（主任指導主事）、伊藤正規（指導主事） 
〇本校：加藤 裕司（校長）、岩永 誠之（教頭）、水野啓子（国際科学科主任） 

林直樹（SSH主担当）、水野彩香（SSH副担当） 
(3) 協議事項 

a 探究活動成果発表会のご高評と今後の課題   b 令和3年度研究開発実施報告 
c 今後の研究開発の課題と改善策  d 令和3年度研究開発実施計画の策定
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２２ 令令和和３３年年度度国国際際科科学学科科・・普普通通科科 教教育育課課程程 

令和３年度 国際科学科 教育課程 
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２２ 令令和和３３年年度度国国際際科科学学科科・・普普通通科科 教教育育課課程程 

令和３年度 国際科学科 教育課程 
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令和３年度 普通科 教育課程 
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３３ 課課題題研研究究・・探探究究活活動動でで使使用用ししてていいるるルルーーブブリリッックク評評価価表表

国国際際科科学学科科 研研究究ⅡⅡⅢⅢ
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３３ 課課題題研研究究・・探探究究活活動動でで使使用用ししてていいるるルルーーブブリリッックク評評価価表表

国国際際科科学学科科 研研究究ⅡⅡⅢⅢ
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国国際際科科学学科科 研研究究ⅠⅠ 考考察察探探究究実実験験 講講座座ごごととののルルーーブブリリッックク例例

考察探究実験では講座ごとに評価する項目を決めルーブリックを作成している。下表はその一例である。

授業前に各評価項目で最高得点となるような態度を一覧で生徒に提示し、生徒が到達目標を理解した上で授

業に臨めるようにしている。

数学分野 ～石取りゲーム～

物理・地学分野 ～音と光～

実験手法 プリント
条件を少しずつ複雑化
して一般化を目指して
いる

規則性を探すために条
件を簡略化できている

条件を変えているが簡
略化できていない

ひたすら結果を見てい
るだけになっている

自分の意見を
伝える力

発言
お互いの意見を発展的
に伝え合えている

自分の意見を伝え相手
の意見を聞くことがで
きる

自分の意見を伝える
が、相手の意見を聴け
ていない

自分の意見を伝えられ
ていない

批判的思考力・
質問力

発表を聴く態度
発言

疑問点を明確にして研
究の発展に効果的な質
問ができている

発表を聞いて疑問点を
探し出し質問できてい
る

質問はできていないが
疑問を探す努力をして
いる

発表をただ聞くだけに
なっている

粘り強さ 課題への取り組み
１つの解答に満足せず
よりよい解を求めて取
り組める

1つの解答にたどり着く
まではチャレンジでき
ている

うまくいかなくても何
度もチャレンジできて
いる

うまくいかず諦めてい
る

評価項目 評価物 評価点

主体性
積極性

授業態度

積極的に実験器具を操
作したり、注意深く観
察を行うことができ
る。

実験器具を操作した
り、観察を行うことが
できる。

実験・観察に積極的で
ない。

他人に任せっきりで実
験器具に触ろうともし
ない。

データ分析力
レポート
波形の考察

オシロスコープの波形
を、波の物理量と結び
付けることができる。

音の大きさや高さにつ
いて、波形の特徴を考
察することができる。

波形を観察している
が、科学的でない。

波形から何も読み取る
ことができない。

実験手法
レポート

スペクトルの図

スペクトルの細かな特
徴に気づき、詳細な図
で表現することができ
る。

連続スペクトルと線ス
ペクトルが区別された
スケッチである。

分光器のしぼりやピン
ト調節がうまくできて
いない。

分光器での観察結果が
図に書かれていない。

結果考察力
レポート

スペクトルの考察

スペクトルの細かな特
徴を的確な文章で表現
することができる。

線スペクトルと連続ス
ペクトルの違いを文章
で表現できる。

スペクトルの特徴を図
や文章で表すことが十
分できない。

図や特徴が書かれてい
ない。

課題発見能力
レポート
最後の感想

学んだことを発展させ
た考察や、感じた疑問
点が述べられている。

学習した内容が的確に
まとめられている。

学習内容が十分に伝
わっておらず、ただの
感想にとどまる。

今回学んだことについ
ての言及がない。

評価物 評価点評価項目
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化学分野 ～定量実験 金属と酸の反応～

生物分野 ～ヒドラの行動と形態から学ぶ～

データ分析力 事前課題
物質量、モル質量など
発展的な内容まで調べ
てある。

相対質量の定義、同位
体の存在比の記述があ
り、原子量の概念が理
解されている。

簡略な内容、もしくは
５割程度の記述。

全く調べていない。
もしくは記述が数行程
度。

実験手法 実験の様子

全ての実験で意欲的に
取り組み、すべての理
論値を導き出すことが
できる。

実験の目的を理解し、
実験を実施することが
できた。理論値を導き
出すことができる。

説明の理解が不十分。
理論値を導き出した
が、計算ミスも含めて
一部間違いがある。

実験ができていない。
理論値を導き出すこと
ができない。

データ分析力
実験結果の
分析欄

細かい点にも気が付
き、詳細に記録するこ
とができた。

一般的な現象を認め記
録することができた。

一部不記載がある。
記録することができて
いない。

課題解決能力
実験結果の
考察欄

論理的に結果を導き出
し、理論値との誤差の
原因について仮説を立
てた。

実験結果と理論値との
比較から論理的に結論
を導き出すことができ
た。

実験結果と理論値との
比較から結論を導き出
したが、論理的飛躍が
ある。

結論を出すことができ
ない。または空欄。

課題発見能力
プリント
考察欄

実験方法、結果の予測
（仮説）、実験結果の
検証を論理的にまとめ
ることができた。

実験を計画して実施
し、結果と考察を行う
ことができた。

実験を行うことができ
たが、記録がまとめら
れていない。または、
メモ程度。

実験方法、結果の仮説
を自ら考えることがで
きなかった。

評価項目 評価物 評価点

興味関心 プリント、態度
ヒドラを説明したスラ
イドを視聴し、プリン
トに記録する。

スライドの内容をより
深めた疑問をあげてい
る。

スライドに興味を持
ち、メモを熱心にとっ
ている。

スライドに興味を示さ
ず、メモも乏しい。

実験手法 活動状況
ヒドラの形態、摂餌行
動、解離細胞を観察す
る。

指示された手法に従
い、自らの手で的確に
ヒドラを観察できる。

指示された手法に従
い、助言を求めながら
ヒドラを観察できる。

指示された手法に従う
が、ヒドラをうまく観
察できない。

課題解決能力 プリント
課題に従い、ヒドラを
観察する。

与えられた課題以上
に、記録がきちんと丁
寧に残されている。

与えられた課題につい
て、記録がきちんと残
されている。

与えられた課題につい
て、記録が不足してい
る。

粘り強さ プリント、活動状況
ヒドラの解離細胞を分
化した６種類の細胞に
判別する。

解離細胞を熱心に観察
し、５種類以上は判別
できる。

解離細胞を熱心に観察
し、３、４種類程度は
判別できる。

解離細胞を観察し、
１、２種類程度は判別
できる。

テーマ設定力 プリント

ヒドラを材料にどのよ
うなテーマおよび方法
で研究できるか考え
る。

テーマをあげるととも
に、その実験方法を論
理的に丁寧に考えるこ
とができる。

テーマをあげるととも
に、その実験方法を大
まかに考えることがで
きる。

テーマをあげることは
できるが、その実験方
法が思いつかない。

評価項目 評価物 評価点
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化学分野 ～定量実験 金属と酸の反応～

生物分野 ～ヒドラの行動と形態から学ぶ～

データ分析力 事前課題
物質量、モル質量など
発展的な内容まで調べ
てある。

相対質量の定義、同位
体の存在比の記述があ
り、原子量の概念が理
解されている。

簡略な内容、もしくは
５割程度の記述。

全く調べていない。
もしくは記述が数行程
度。

実験手法 実験の様子

全ての実験で意欲的に
取り組み、すべての理
論値を導き出すことが
できる。

実験の目的を理解し、
実験を実施することが
できた。理論値を導き
出すことができる。

説明の理解が不十分。
理論値を導き出した
が、計算ミスも含めて
一部間違いがある。

実験ができていない。
理論値を導き出すこと
ができない。

データ分析力
実験結果の
分析欄

細かい点にも気が付
き、詳細に記録するこ
とができた。

一般的な現象を認め記
録することができた。

一部不記載がある。
記録することができて
いない。

課題解決能力
実験結果の
考察欄

論理的に結果を導き出
し、理論値との誤差の
原因について仮説を立
てた。

実験結果と理論値との
比較から論理的に結論
を導き出すことができ
た。

実験結果と理論値との
比較から結論を導き出
したが、論理的飛躍が
ある。

結論を出すことができ
ない。または空欄。

課題発見能力
プリント
考察欄

実験方法、結果の予測
（仮説）、実験結果の
検証を論理的にまとめ
ることができた。

実験を計画して実施
し、結果と考察を行う
ことができた。

実験を行うことができ
たが、記録がまとめら
れていない。または、
メモ程度。

実験方法、結果の仮説
を自ら考えることがで
きなかった。

評価項目 評価物 評価点

興味関心 プリント、態度
ヒドラを説明したスラ
イドを視聴し、プリン
トに記録する。

スライドの内容をより
深めた疑問をあげてい
る。

スライドに興味を持
ち、メモを熱心にとっ
ている。

スライドに興味を示さ
ず、メモも乏しい。

実験手法 活動状況
ヒドラの形態、摂餌行
動、解離細胞を観察す
る。

指示された手法に従
い、自らの手で的確に
ヒドラを観察できる。

指示された手法に従
い、助言を求めながら
ヒドラを観察できる。

指示された手法に従う
が、ヒドラをうまく観
察できない。

課題解決能力 プリント
課題に従い、ヒドラを
観察する。

与えられた課題以上
に、記録がきちんと丁
寧に残されている。

与えられた課題につい
て、記録がきちんと残
されている。

与えられた課題につい
て、記録が不足してい
る。

粘り強さ プリント、活動状況
ヒドラの解離細胞を分
化した６種類の細胞に
判別する。

解離細胞を熱心に観察
し、５種類以上は判別
できる。

解離細胞を熱心に観察
し、３、４種類程度は
判別できる。

解離細胞を観察し、
１、２種類程度は判別
できる。

テーマ設定力 プリント

ヒドラを材料にどのよ
うなテーマおよび方法
で研究できるか考え
る。

テーマをあげるととも
に、その実験方法を論
理的に丁寧に考えるこ
とができる。

テーマをあげるととも
に、その実験方法を大
まかに考えることがで
きる。

テーマをあげることは
できるが、その実験方
法が思いつかない。

評価項目 評価物 評価点
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（教員用・生徒用共通）

【【AA  発発表表態態度度にに関関ししてて　　　　　　４４点点：：４４つつとともも〇〇　　　　３３点点：：３３つつ〇〇　　　　　　２２点点：：２２つつ〇〇　　　　１１点点：：１１つつ以以下下ししかかででききてていいなないい】】

点数（4～１)

【【BB  発発表表ススラライイドド・・ポポススタターーにに関関ししてて】】

点数（4～１)

【【CC  研研究究のの内内容容ににつついいてて　　（（該該当当部部分分にに○○をを打打つつ））】】

①全体のストーリー 仮説→実験→考察→仮説→・・・

（各項目のつながり）
の流れが読者に伝わるよう述べられ

ているか

②論理的説明

（科学的根拠に基づい

た考察）

③研究内容

（オリジナリティ）

１つ１つの実験結果に対し、科学的根

拠にもとづいて考察が述べられてい

るか

すべての実験に対し、

科学的根拠に基づい

た考察が述べられて

いる。

科学的根拠に基づき

考察が述べられてい

るが、論理性に欠け

る部分がある。

科学的根拠に基づい

た考察が述べられて

はいるが、明らかに

不十分である。

科学的根拠に基づい

た考察が述べられて

いない。

どの部分にオリジナリティが発揮され

ているか述べられているか

他の研究との差異が

明らかで、独自性が

明確に伝わるよう述

べられている。

概ね独自性のある研

究であることは伝わ

るが、不明確な部分

がある。

何となく独自性があ

ることはわかる。

どの部分に独自性が

あるのか聴いても全

く分からない。

① 文字の量・大きさ　【　 　】　　　② 色使い　【　 　】　　③ 図やグラフ　【　 　】　　　④ 参考文献・謝辞　【 　　】

評価観点 各観点の説明
評価規準

１つ１つの実験結果か

ら次の実験への過程

がわかりやすく発表

できている。

流れが伝わるよう説

明されているが、工

夫の余地はある。

おおまかな流れは伝

わる。

聴いていても研究の

流れがわからない。

次の４つの項目について、効果的に発表ができているか　（できていれば○）

課題研究　発表評価シート（グループごと）

発表班【　　　　　　　　　　　】 評価者【　　　　　　　　　　　　】

次の４つの項目について、効果的に発表ができているか　（できていれば○）

① 声の大きさ、言葉遣い　【　 　】　 　② 視線　【　 　】 　　③ 間の取り方　【　 　】　　④ 身振り・手振り　【　 　】

普普通通科科 探探究究活活動動全全般般

《 科学探究の基礎力 》

《 科学探究に必要なマインド 》

４４ 発発表表評評価価表表

 

番号 項目

課題発見能力
テーマ設定力

探究ノート
計画書

課題を発見しその課題か
ら探究活動の指針・仮説
が立てられるか

　論理的に説明ができた仮
説が立てられ、その後の探
究活動の流れがイメージで
きている。

　発見した課題をもとに論
理的に説明ができた仮説が
立てられている。

　仮説が立てられてはいる
が、論理的に説明ができる
ものとは言えない。

　仮説が立てられない。

調査・実験能力
取り組みの様子
探究ノート

計画書・報告書

目的やテーマに基づいた
調査が適切に行えている
か

　目的やテーマに基づいた
調査が効果的に行えてい
る。

　目的やテーマに沿った調
査が行えている。

　調査は十分行えている
が、目的やテーマに沿った
ものとなっていない。

　調査が十分に行えていな
い。

データ処理能力
データ分析力

探究ノート
報告書

実験で得られたデータを
記録し、その結果を正し
く分析できるか

　調査・実験データを分析
しやすいよう工夫して目的
に合った処理および分析が
できている。

　調査・実験データの処理
および分析が適切にできて
いる。

　調査・実験データを正し
く記録することはできてい
るが、分析が十分でない。

　調査・実験データを正し
く記録できていない。

結果考察力
探究ノート

計画書・報告書

結果をまとめ、データの
正当性を確認でき、論理
的に結論づけることがで
きているか

　結果から論理的に結論を
導きだし、さらに振り返り
や次の実験計画を立案する
ことができる。

　結果からデータの正当性
を確認しながら、論理的に
結論を導きだすことができ
る。

　結果を考察するが、デー
タを鵜呑みにしすぎたり、
データから少し飛躍した結
論を導いてしまう。

　結果から考察をすること
ができない。

批判的思考力・質問力
聴く態度
発言

発表を聴いて疑問点を的
確に質問できているか

　疑問点を明確にして研究
の発展に効果的な質問がで
きている。

　発表を聞いて疑問点を探
し出し質問できている。

　質問はできていないが疑
問を探す努力をしている。

　発表をただ聞くだけに
なっている。

コミュニケーション
能力

自分の意見を伝える力
取り組みの様子

グループ内で意見を伝え
合えているか

　お互いの意見を発展的に
伝え合えている。

　自分の意見を伝え相手の
意見を聞くことができる。

　自分の意見を伝えるが、
相手の意見を聴けていな
い。

　自分の意見を伝えられて
いない。

評価項目
評価の対象物 項目の説明

評価点

粘り強さ 取り組みの様子
納得がいく結果が得られ
るまでチャレンジできて
いるか

　よりよい結果や次の課題
をさらに求めて取り組め
る。

　1つの結果にたどり着く
まではチャレンジできてい
る。

　うまくいかなくても何度
もチャレンジできている。

　うまくいかず諦めてし
まっている。

主体性・積極性 取り組みの様子
グループ内で主体的に課
題研究に取り組むことが
できているか

　アイデアを積極的に提案
して主体的に研究活動を行
い、グループを引っ張って
いる。

　主体的に研究活動を行っ
ている。

　研究活動に参加はしてい
るが積極性に欠ける。

　研究に対する意欲が低
く、なかなか研究活動に取
り組もうとしない。
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５５ 教教育育課課程程上上位位置置付付けけたた課課題題研研究究・・探探究究活活動動をを実実施施ししたた教教科科・・科科目目とと研研究究テテーーママ一一覧覧

(1)  ＫＧＳ研究Ⅰ（国際科学科1年） ※ 一部抜粋  
図形と断面積の変化  魔法陣の拡大と変形  鉄を磁石に変える  体積・質量による跳ね返

り係数の変化  
過飽和現象を起こす物質

の結晶について 
混合した金属の炎色反

応  
ヒドラの無性生殖につ

いて 
ゾウリムシのターンに

ある規則性  
表層崩壊における木の働

き 
ミニ人工降雨  

 
(2)  ＫＧＳ研究Ⅱ（国際科学科2年） 
導体棒リニア～終端速度

の原因とは～ 光電効果の定量的測定 コランダム について

の研究 
共役二重結合を有する新規

の指示薬の合成 
環境負荷に配慮したポリ

（β-ブチロラクトン - L-
ラクチド）共重合体の重合

触媒の探索 

アリの行動とフェロモ

ンの関係性について ユリの花粉管誘導Ⅵ オオキンケイギクの繁殖と

発芽条件 

下部中新統瑞浪層群明世

層から産出した微化石Ⅱ 
確率のパラドクスの 
一般化 フィボナッチ数列 無理数の連分数展開 

 
(3)  ＳＳ理数探究Ⅱ（国際科学科3年） 

ゼブラフィッシュのヒレ

再生におけるメカニズム

の解明 

バスケットボール競技

におけるゲームの勝敗

因と式の作成 

ユリの花粉管誘導V  
～なぜ花粉管は 270 個

×6 列の胚珠にいきわた

るのか～ 

災害に強い輸送計画に

ついての考察 

界面の変形に伴う水平張

力作用 
魚の生態とミオグロビ

ンの関係 
固化珪藻土の性能向上

についての研究 
光触媒薄膜の作製と活

性の評価 
空の色と気象条件の関連

性 音波の共鳴について マルチコプターにおけ

るプロペラの最適化 微生物発電 

 
(4)  ＳＳグローバル探究Ⅰ（普通科1年） ※ 一部抜粋 
貧困と学力に関係はある

か  
予防接種を打つべきか

打たないべきか  確率の収束と1/2  ストレスが植物に与え

る影響  
「ハリーポッターと賢者

の石」はどの言語で読むべ

きか  

男性のほうが女性より

も色を細かく見分けら

れるというのは本当か  

アンパンマンはなぜ長年

にわたり愛されているの

か  

トマトとピーマンの間

にたばこ科をはさんで

接ぎ木すると育つか  
ガウス加速器で早い鉄球

をとばすには  
どのような広告が人目

をひくのか  
どの天気アプリが最も正

確か  
人類が火星に移住する

ためには  
 
(5)  ＳＳグローバル探究Ⅱ（普通科2年） ※ 一部抜粋 

言語による教育格差
日本の過疎地域におけ

る遠隔教育の整備
と人間の共存

トップアスリート育成

物語

ピクトグラムで言語の壁

をなくそう！

日本の労働改革に必要

なこと
成人教育について ４ タウン

目指せ！電気代０円生

活！！

日本の食料自給率を挙

げるためには？

防犯カメラにおける

の活用方法

日本は労働大国なの

か？

アフリカの水不足の改善 気候と犯罪
電気自動車は環境に良い

のか？

持続可能な交通インフ

ラ
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